


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさん北風と太陽のセクハラにぶち切れる

おおかみさん根角少年の嫁探しに協力するハメになる

おおかみさん花咲さんの依頼でちょっと熱血スポコンしちゃう

おおかみさんと特に何も起こらない普通の休日

おおかみさんマッチ好きの少女に宣戦布告される

あとがき
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　　　おおかみさん北風と太陽のセクハラにぶち切れる







　学園長室と名前のついたなんだかとっても豪ごう華かな部屋の中心で、何人かの女の子をはべらかし相そう好ごうを崩くずした老人が言った。

「活動費じゃがな。ただ単に渡わたすのも芸がないと思ってのぅ」

　ハゲてはいるがその伸のびた背筋と黒々としたあごひげから実際の年ねん齢れいよりも若く見える。実に矍かく鑠しやくとしたその老人は、ソファの真ん中に座り両手に花どころか後ろにも女の子目の前にも女の子と見事に花に囲まれている。殺意がわくほどとても良い身分ですね。

「…………それはどういうことでしょうか？」

　老人の向かいに座った、クールなまなざしにシャキッとした姿勢と、なんというか……とても秘書っぽい少女が聞き返した。

「ふふふふ、どういうつもりだ、エロ爺じじいぃ」

　はべらかされた女の子その一、老人の右隣どなりに座った胸がな……スレンダーで目つきの悪い少女も、ただでさえきついその目をさらに剣けん吞のんな目つきに変え老人を睨にらみ付ける。

「まあまあ、落ち着いてですの」

　はべらかされた女の子その二、老人の左隣どなりに座った赤毛で背の低いかわいらしい少女が笑え顔がおで目つきの悪い少女をなだめる。しかしこめかみには青筋。

「…………コイツやっていいかヨー」

　分厚いぐるぐる牛乳瓶びん底めがねにとんがり帽ぼう子しの魔ま女じよっ娘こが、老人の後ろで杖つえ状じようの怪あやしげな物体を振ふりかぶる。老人の肩かたを雪のように白くきれいな指で揉もんでいたメイド服の少女が、それを押しとどめる。

「まあまあ、そんな危ないものはだめですよ。もっとこの部屋にありそうな壺つぼとか灰皿とかでないとすぐに足がつきますよ？」

　が、そのメイド服の少女も実は怒おこっていたらしかった。

「粗そ茶ちやでございます」

　お次はつややかな黒髪かみを結ゆい上げた古風な美少女がお茶を持って老人の前に立ち……

「ああっ」

　わざとらしく転んだ。

　狙ねらったかのように老人にかかるお茶。老人はそのお茶の熱さに悲鳴を上げ飛び上がる。

「うわっちゃっちゃ!!」

　それを見た少女は、

「とんだ粗相を……」

　なんて言いつつ心底申し訳なさそうな顔でハンカチを取り出し、老人の濡ぬれた部分にあててますが、少女の持ってきたお茶はぐつぐつ煮にえたぎってました。

　お茶の美味おいしい温度はその種類によって変わりますが、煮えたぎったお湯が適温のお茶ってあるんでしょうかね？

　まあ、ともかくここにいる女の子たちは、先ほどからいろいろサービスしているにもかかわらず、老人がフザケたことをぬかしたので、相当腹に据すえかねているらしいです。

　女の子たちのリーダー格らしい秘書っぽい少女が、老人が落ち着くのを待ってもう一度聞いた。

「それで……それはどういうことでしょうか？」

「ほっほっほっ」

　老人はほっほっほっとエセ老人笑いをしながら両隣に座った目つきの悪い少女と赤い髪の少女の足に手を伸のばそうとするがペチリと叩たたかれ断念する。

「…………」

　無視された秘書っぽい少女は、口のあたりからギリギリギリと女の子から聞こえてきてはいけない感じの音を出しつつも、クールな無表情を無理矢理笑顔に変える。引きつっているように見えるのは気のせいです。

　秘書っぽい少女はそのスラリと伸のびた足を老人の前でこれ見よがしに組んで聞いた。

「……それでどういうことでしょうか？」

「おおっもうちょいじゃ」

　目の前で足を組んだ少女に、老人の姿勢が不自然に悪くなる。具体的に言うと、男の浪ろ漫まんをかき立てる魅み惑わくの布地をのぞき込もうとしているわけです。なんてエロ爺じじいなんでしょう。

「…………（怒）」

　そのエロ爺の姿にさらにピキピキ来ている少女。この色仕じ掛かけは老人の口を開かせるために行ったわけですが、かといってここまであからさまに覗のぞき込まれるのが愉ゆ快かいなわけがない。

　というわけで……

「ど　う　い　う　こ　と　で　し　ょ　う　か　？」

　少女から発散されるのはどす黒いオーラ。もう暗黒面に落ちる寸前って感じです。

　そんな風に秘書っぽい少女がものすごいやばげな雰ふん囲い気きを出し始めるに至って、ようやく老人は懐ふところから一枚の紙を差し出した。

「しょうがないのぅ。……これじゃよ」




「夏っスねー」

「夏だねー？」

「夏だなー」

　伸びた髪かみで目を隠かくしたどこにでもいそうな中肉中背の普ふ通つうっぽい少年と、作ったような笑え顔がおを顔に貼はり付け何考えてんだかわからない小こ柄がらな少年と、伸びた髪を後ろでくくった長身の美少年の、野郎三人がだらだらしていた。

「正直この穴蔵に引きこもっていると外に出たくなくなるねー？」

「ここクーラー効いてるっスからねー」

「いや、女の子とならどんなに熱く燃え上がっても耐たえられるんだが、この暑さは流石さすがにきついなー」

　この野郎三人は、おおかみさん曰いわくろくな奴やつがいないという御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行の男性行員。前から順に頭とう取どりさん、亮りよう士しくん、浦うら島しまさんの三人が御伽銀行地下本店でだらだらとだべっていた。

　一応説明しておくと、御伽学園学生相互扶助協会、通称御伽銀行は、御お伽とぎ花ばな市しにある御伽学園に存在する組織だ。学生間の助け合いを促そく進しんし、よりよい学園生活を送れるようにするという名目で設立された。裏の目的は学園を愉ゆ快かいな感じに混こん沌とんとさせることですがここでは割愛。

　活動内容は、助け合いの仲ちゆう介かい斡あつ旋せん。何か問題を抱かかえた生徒はここを訪おとずれ、この組織の力を借りることによりそれを解決する。代わりにその生徒は、御伽銀行に借りを作ることになり、その借りはいつか返すことになる。御伽銀行が必要とするときに、借りを能力労働力情報などで返すことになっているのだ。

　要するに御お伽とぎ銀行は生徒たちへの貸しを貯ため、その貸しを必要なときに有効に活用することで、無理矢理力ずくで生徒たちを助け合わせるという、便利なのか不便なのかわからない組織なのだ。

「もう夏真っ盛さかりっスからねー」

　この前髪がみで目が隠かくれたというかわざと隠している少年は、我らがヒーロー森もり野の亮りよう士しくん。

　人里離はなれたド田舎いなかで暮らしてたために対人恐きよう怖ふ症しようかつ、人に見つめられると錯さく乱らんしてしまう視線恐怖症というヒーローにあるまじき体質の少年です。またぎのお祖父じいさんに育てられたために、素すは男らしいんですけど、残念なことに知らない人の溢あふれた都会では常に情じよう緒しよ不安定でヘタレでしかないんですよ。不自然に伸のびた前髪は、人の視線を少しでもシャットアウトするために伸ばされているというほどのだめっぷりです。

　そして、ヒーローにヒロインはつきもの。というわけで、亮士くんが大好きなおおかみさんという口と目つきが悪くて胸のないヒロインもいるんですが、今は不在。それだけでなく、女子行員の皆みなさんがすべていません。

　故ゆえにこんな野郎だけのうっとうしい空間が形成されているのだ。

　この野郎三人の組み合わせはとても珍めずらしいのだが、それはそれぞれいつも一いつ緒しよにいる女の子たちがいないから仕方なくというかなし崩くずし的にこんな感じだったりする。

「早く女の子たち帰ってこないかなー。俺は野や郎ろうだけというのはとても嫌いやなんだよ。華はなやかさが足りない」

　これは浦うら島しま太た郎ろうさん。誰だれにも縛しばられたくないと彼女の乙おと姫ひめさんから逃にげ出し、日本全国を旅してたという伝説の持ち主だ。だが、女癖ぐせの悪さが元で少し前に居場所がばれ、乙姫さんに拉ら致ちられ気がつけばメンバーに加わっていた軟なん派ぱなだめ人間です。

「野郎なんてくさいし硬かたいしごついし暑苦しいし、女の子が良い」

　女の子は柔やわらかくていい匂においがして～なんて空中で手をわきわきさせている浦島さん。見た目だけなら二枚目のかなりのいい男なのに、そのだめな行動がランクを三枚目にまで落としている。

　そんな浦島さんに頭とう取どりさんは言う。

「鬼のいぬ間に何とやら、ナンパにでも出かけたらどうだい？」

　語尾に常にはてなマークのつく相変わらずの責任丸投げ無責任口調な頭取さん。本名桐きり木きリストさん。しがない中間管理職である頭取さんは面めん倒どうや責任を負わされるのが嫌きらいでいつもこんな感じなのだ。自らに降りかかる責任を回かい避ひすることに命をかけているこの人もやっぱりかなりのだめ人間です。

「この暑い日にナンパなんかしてそれが乙姫に知られたりしたら……考えるのも恐おそろしい。嫉しつ妬とする乙姫はいつもの五割増しなんだよ、何がとは言わないが。ともかく、ただでさえ汗あせをかいてる中でこれ以上水分失ったら…………本気で生命の危機を感じるね。だから行かないというか行けない。そもそも、夜になると絶対浮気がばれるしな」

「なるほど、なるほど？」

「それは切実な問題っスねー」

　頭とう取どりさんと亮りよう士しくんはなるほどと相づちを打つ。

　浮気がばれる理由はとてもよい子のみんなには言えないですが、あえて言うなら濃のう度ど？

　ま、そんなわけで浦うら島しまさんは、乙おと姫ひめさんのいぬ間になんてことはできないらしい。ちなみに乙姫さんはとても寂さびしがりやで浦島さんからいろいろ搾しぼり取ってしまう困った娘むすめさんなのです。

　それで、その噂うわさの女の子たちがどこに行ったかというと……

「女の子たちは学園長さんのところに行ったんだっけか？」

　浦島さんが頭取さんに聞いた。

「うん、そうだよ？」

　そう、女の子たちは今、御お伽とぎ学園創設者にして学園の主、荒アラ神ガミ洋燈ランプのところに行っているんです。あれですあれ、冒頭のエロ爺じじいと女の子たちの絡からみですよ。

「…………なんでだ？」

「おれも詳くわしくは知らないっスけど、活動資金もらいに行ったらしいっスよ」

　浦島さんの問いに亮士くんが答える。

「そうなのか？」

「うん、うちの活動資金はすべてボスである学園長のポケットマネーから出てるんだけどね？　今時手渡わたしなわけなんだよ？　あと、現物支給のときもあるけどね？」

「でもなんで女の子たちだけで行ったんだ？」

「学園長は女の子が大好きだからだよ？　あれだね、女の子だけで行くと色をつけてくれたりするわけだ？　あと、何々が欲しいな～なんてかわいくお願いなんかしたら買ってくれたりもするんだよ？　ここって無茶苦茶豪ごう華かでしょ？　これは歴代の女の子たちの努力の結けつ晶しようなわけだね？」

　見回すと今亮士くんたちがいる、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行の地下本店の大広間が映る。ここは地下に掘ほられた巨大な空間で、元は防ぼう空くう壕ごうだか旧日本軍の地下工場だかだったそうだ。それをこの学園が作られたときに、学園創設者荒神洋燈が秘密裏に手を加えてこんな馬ば鹿かな地下施し設せつを作り出した。ほんと金持ちはやることが違ちがう。

　ダミーで置かれた地上の御伽銀行地上支店の今にも崩くずれそうなプレハブ小屋と違い、この秘密の地下施設はとても豪華だ。壁かべに掛かかった大きな液えき晶しよう画面に、品が良く高級そうな家具の数々、今亮士くんたちが座っているソファもかなりの座り心地ごこちの良さだ。ここからは見えないが、給湯室には冷蔵庫やコンロがあり、ほかにもシャワー室や仮か眠みん室なんかもあったりするまさに至れり尽つくせりの施設なのだ。

　とても流りゆう麗れいな文字で書かれた『ご利用は計画的にって計画的な人はそもそも利用しない』なんて微び妙みような格言らしき掛かけ軸じくが壁かべに掛かってたりするのはどうかと思いますけども。

「そう考えると、いろいろ考えるものがあるっスねー」

　うんうんと頷うなずきながら亮りよう士しくんが言う。これらの豪ごう華かな備品はみんな女の子たちのおねだりの成果なのだからそういう感かん慨がいを抱いだくのも当たり前だろう。

　しかし、浦うら島しまさんの感想はちょっと違ちがうようだ。浦島さんは、

「くっなんてうらやましい！　権力の横暴ってやつじゃないのか！　これはどうにかしなければならないだろう！　具体的に言えば……俺もかわいくおねだりされてみてー!!」

　なんて感じで熱血したが……

「……だめだ、暑くなってきた」

　あっという間にだらけた。

「森もり野の君クーラーの温度下げて？」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんがリモコンを操作すると、ぶおおーとクーラーががんばってる感じの音を出す。

「あー涼すずしいね？」

「涼しいっスねー」

「涼しいなー」

　とりあえず、こんな感じでだめすぎる三人でした。




　それからしばらくしてだめ男部屋と化した御お伽とぎ銀行地下本店大広間の扉とびらが開いた。

　入ってきたのは噂うわさの女の子たちだった。

「……あーみんなお帰り？　首しゆ尾びはどうだった？」

「お帰りっスー」

「お帰り、野郎ばっかで辛つらかったよ。誰だれか慰なぐさめてくれたらうれしいなあ」

　女の子たちが帰ってきてまず最初に見たのは、クーラーの効いた部屋でだらだらしている男どもの姿。

　ブチブチブチッ

　何かがたくさん切れた音が響ひびいた。

　なぜか目が据すわった我らがヒロインおおかみさんと、そのお友達の赤い髪かみのロリことりんごさん、秘書っぽいアリスさんの三人が頭取さんと亮士くんの許もとに歩いていく。

「全くいい身分だなおい」

「全くですの、私たちがこの暑い中エロじじいの相手をしていたというんですのに」

　おおかみさんは亮士くんに近づくととりあえず殴なぐった。

　りんごさんは亮士くんの足を踏ふみつける。
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「痛いっス!!」

　その隙すきに古風な美少女乙おと姫ひめさんがとても清せい楚そなやまとなでしこの笑え顔がおで浦うら島しまさんの背後に移動する。

「太た郎ろう様、ちょっとこちらに」

「いっいつのまに後ろに!!」

　背後を取られた絶体絶命の浦島さん。一いつ切さいの予備動作なしに移動を完かん了りようしていたんですが、これが噂うわさの無む拍びよう子しってやつですか？

「なっ何があったか知らないですが、落ち着いてください乙姫さん。大体僕夏バテにも負けず夜のお勤めとてもがんばってますよ？　この夏真っ盛りにこれ以上搾しぼられたら流石さすがにひからびちゃいますよ？　ねえ？　だから、僕でストレス発散しようなんていやぁぁあぁぁ……」

　そして別室へ連れ去られる浦島さん。

　中でも一番キレ気味だったのはアリスさんだ。怒いかりで、触しよつ角かくっぽい二本のアホ毛が逆立ってますよ。

「…………あのエロ爺じじいエロ爺エロ爺ぃ!!」

　近くにあったファイルを手に取り、人でも殺しそうな目で頭とう取どりさんの頭をバシバシ叩たたく。

「痛い？　痛い？　痛いよアリス君？　とりあえず落ち着いてくれないかな？」

　頭取さんはどうにかアリスさんをなだめようとするが、アリスさんのファイル攻こう撃げきはそれからしばらく続いた。

「あんの、エロ爺じじいぃいぃ～!!」




「…………で、詳くわしい話をしてもらえるかな？」

　全体的にボロっちくなった頭とう取どりさんは、どうにか女の子たちを落ち着かせたあとでそう切り出した。

　アリスさんは乱れた服装を整えこほんと咳せきをひとつ。次の瞬しゆん間かん、そこにはいつもの落ち着いたキャリアウーマン然としたアリスさんがいた。スーツっぽく改造されたその制服がものすごく似合ってます。このできる女っぽい少女の名前は桐きり木きアリスさん、この人のおかげで御お伽とぎ銀行は回っているといっていいです。だってトップの頭取さんはキリギリスのごとくサボりまくるだめ人間ですし。

「活動費の支給に際し学園長が条件を出してきました」

「条件？」

「こちらです」

　アリスさんは一枚の紙を頭取さんに渡わたす。

「え～となになに『第一回御伽学園女子暑中我が慢まん大会』…………なんだいこれ？」

　紙に書かれていたタイトルを見た頭取さんが思わず聞いた。

「文字通り我慢大会が行われるそうです。理由は忍にん耐たい力と精神力をつけること。社会に出たら我慢すること、そして障しよう害がいにぶつかったときにそれを乗り越こえる精神力が必要だ……とか何とか学園長が言っていました」

「名前に女子がついているのは？　男子はやらないのかな？」

「男子の方は冬に寒中水泳大会を行うそうです。名目上は、人数が多いので男子と女子は同時にできないということらしいですが」

「……でもこれがいったい何の関係があるのかな？」

「こちらが、我慢大会入賞者に贈おくられる賞品の目録です」

「え～なになに、大画面液えき晶しようテレビに商品券、ノートパソコンにデジカメ、ブランド物のバッグに旅行券、バリ島七日の旅、ほかにもいろいろと…………豪ごう華かだね？　要するに、欲しいものがあるなら実力で取れということなのかな？」

「…………誠まことに遺い憾かんながらその通りです」

　アリスさんが無表情でクールな顔から、怒いかりの波動をまき散らしながら肯こう定ていした。今のアリスさんにお近づきになりたい人は、よほど特とく殊しゆな嗜し好こうを持った人だけだろう。

「それにしても、女子暑中我慢大会か……しかも餌えさまで用意してる……なるほど、実にエロ爺だ？　学園長らしいね？」

　頭取さんはその小こ柄がらな身体からだをギシリと座っていた椅い子すに沈しずませる。頭取さんには学園長の目的がわかったようだ。

「なんでっスか？」

　おおかみさんとりんごさんのストレス発散に付き合わされ、やっぱり微び妙みようにボロっちくなった亮りよう士しくんが聞く。

「う～んそうだね？　…………暑さで汗あせを流し制服を着崩くずし乱れて荒あらい息であえぐ女の子を想像してごらん？」

　そう言われた亮士くんはごく自然におおかみさんを見た。女の子という言葉から最初におおかみさんを連想するのは世界広しといえども亮士くんぐらいでしょう。だっておおかみさんはおおかみさんですしね。

「なっなんだよ？」

　いきなり見つめられたおおかみさんは口ごもりつつ後ずさるが、そんなおおかみさんを気にせず亮士くんは想像する。

　おおかみさんが汗をかき真っ赤になって、だらしなくそのスケバン風改造制服を着崩し胸むな元もとを開いて手で風を送り込んだり、ロングスカートをぱたぱたさせてそのきれいな足をスリットの隙すき間まから覗のぞかせたり、腰こしまで伸のびた茶色がかった不揃ぞろいの長い髪かみを色っぽくかき上げたり、きつめで切れ長な目を色っぽく潤うるませたり……亮士くんは性犯罪者一歩手前の表情で陶とう然ぜんとつぶやいた。

「……いい」

　その瞬しゆん間かんおおかみさんが動いた。

　どがっ

「ぐはあっ!!」

　吹ふっ飛ぶ亮士くん。

「いきなりなにするんっスかっ!?」

「なんかすげー嫌いやな感じがした!!」

　野生の勘かんだか乙女おとめの勘だか知らないが、おおかみさんは亮士くんの妄もう想そうを敏びん感かんに感じ取ったらしい。そんな二人のやりとりを頭とう取どりさんは華か麗れいに無視した。

「……ともかく実に色っぽいだろうね？　まあ、寒さで真っ青になり歯の根も合わないほど震ふるえる女の子よりかはよっぽど見てて楽しいだろう？」

「……見て楽しいからこんな大会が開かれるんっスか」

　あきれる亮士くん。

「まあ、十中八九間ま違ちがいないと思うけどね？　あと、男子寒中水泳大会の方は、男女差別がどーのと文句を言われないためにするだけのおまけだろうね？　おまけで寒い中泳がされるのは心底勘かん弁べんして欲しいところだね？」

「はははっ、全く同感です。それでレディたちは全員参加なのですか？」

　と、いつの間にか戻もどってきた紳しん士しモードの浦うら島しまさんが聞いた。先ほどのだめな姿とは違ちがい、その表情姿勢口調共に実に紳士的だが、ぶっちゃけると乙おと姫ひめさんにいろいろヌかれた直後なために性欲がなくなっているだけ。このエンペラータイムというか紳士タイムの持続時間は体調状じよう況きようヌかれ具合によりまちまちです。

「一応任意とのことですが、かなりの人数が参加となるのではないでしょうか」

「餌えさが大きいからね？」

　そのための豪ごう華か賞品だろうと頭とう取どりさんは言う。

「じゃあ君たちも……」

「参加せざるを得ないでしょう。収入がなくともここ数ヶ月ぐらいなら活動、運営に支障はありませんが、ないよりもある方がいいに決まっています」

「そりゃそうだね？」

「なにより…………あのエロ爺じじいに目に物見せてやらないと気がすみません」

　そのアリスさんの呪じゆ詛そのごとく負の感情がこもりまくった言葉を頭取さんはやっぱり聞かなかったことにした。そんな頭取さんの座右の銘めいは君子危あやうきに近寄らずです。

「なるほど、豪華賞品をいただきつつどうにかして学園長にぎゃふんと言わす…………って感じだね？　それでみんな参加してもらえるのかな？」

　頭取さんはこの場にいる女の子たちに確かく認にんする。

「はいですの、一応そのつもりですのよ」

「かったりーけどな」

　りんごさんとおおかみさんがかなり嫌いやそうに頷うなずく。ほかの女の子たちも頷いている。

「そういうことなら、作戦会議しようか？」

「作戦会議ですの？」

　暑さをただ我が慢まんするだけの我慢大会に作戦も何もあったもんじゃないんじゃないですの？　と、かわいらしく小首をかしげて聞くりんごさん。

　フリルにリボンな少女趣しゆ味み全開の改造制服とそのかわいらしい容よう貌ぼうにマッチしすぎた仕草はとても似合ってますが、この娘むすめは毒を持ってます。毒りんごです。

「いかさまはばれなければいかさまではないんだよ？」

　そんなりんごさんの問いに頭取さんがいつもの何考えてんだかわからない笑え顔がおで言った。

「例えば……ジェル系の保冷剤ざいを服の中に仕込んでおくとか、あと他人を陥おとしいれて早めに脱落させるというのも作戦だろう？」

　そこで今までおとなしく聞き手に回っていた、御お伽とぎ銀行が誇ほこるご奉ほう仕し大好きメイドさんおつうさんとマッドな備品係魔ま女じよさんが口を挟はさんだ。

「しかしそれはさすがに……」

「おー実にあくどいヨー!!」

　そんな二人は制服をメイドと魔ま女じよに改造している。とんがり帽ぼう子しに、ローブっぽい白衣ならぬ黒衣の魔女さん、名前はマジョーリカ・ル・フェイ。ひらひらスカートフリルのエプロン、頭の上にはもちろんメイドカチューシャ（これの正式名称ホワイトブリムとかいうらしいですよ？）の鶴つるヶが谷やおつうさん。二人の見た目はまんま魔女とメイドだ。こんなのが許されるのは、生徒の数が多くて見分けつかねーよってな感じで先生たちの間でも制服の改造が暗に認められているからなのだ。まあ、流石さすがに行きすぎは注意されますが。

　そんな魔女さんとメイドなおつうさんですが、おかしな娘むすめである魔女さんは悪わる巧だくみにテンションが高いですが、優やさしく常識人で性格も良いおつうさんは眉まゆを寄せ懸け念ねんを示しています。

　しかし……

「活動資金がないと活動が滞とどこおり満足に恩返しができなかったりするかもしれな……」

「背に腹は替かえられませんね」

　あっという間に懐かい柔じゆうされるおつうさん。このおつうさん、見た目普ふ通つうのメイドなんですが恩返しマニアなんです。普通のメイドが学校に存在しているのはどうかと思いますがそれは気にしない方向で。

「じゃ、そういうことで魔女君と鶴ヶ谷君と赤あか井い君で何か隠かくし持てるような涼すずしくなれるグッズを用意して、残りは会場の下見や情報収集、手て強ごわそうな相手への対策を考えよう？　やるからには全員で豪ごう華か賞品持って帰ってもらいたいしね？　あとは……目に物を見せるんでしょ？」

　頭とう取どりさんがニコニコと言う。

　女の子たちは互たがいに顔を見合わせたあと、同時に頷うなずいた。まさに心は一つだ。ただ、エロ爺じじいへの復ふく讐しゆうで一つにまとまるのはヒロイン的にマズい気もしますけども。

「じゃあ始めようか？」

　そんなわけで、頭取さんの合図で正々堂々なんて言葉がかけらも感じられない前向きなんだか後ろ向きなんだかわからない作戦会議というか悪巧みが始まった。




　そして時は流れあっという間に我が慢まん大会当日。

『さーて始まりました、第一回御お伽とぎ学園女子暑中我慢大会。司会は私、皆みな様のお耳の癒いやし、天使のさえずり下した桐きりすずめがお送りいたします☆☆☆』

　戸が締しめ切られ、所々でストーブの焚たかれた灼しやく熱ねつの体育館にテンションの高いアニメ声が響ひびいた。

『さあ、とうとう豪華賞品に魂たましいを売り渡わたした物欲の権ごん化げどもの醜みにくい争いが始まろうとしております★★★　現在の体育館内の温度はなんと五十五度、もう真夏なんて軽く通り越こしちゃってます★☆★　そんな灼熱地じ獄ごくにわざわざ乗り込んできたのは欲にまみれた女子生徒の皆さん★★★　そんなに豪華賞品欲しいですかおまえら★★★』

　神経に障さわる声に体育館の中の女子生徒からピリピリとした空気が流れる。

『現在体育館の中に残っているのは二百名ほど★★★　全校生徒が三千人を超こし女子生徒だけでも千五百人を超えようかというマンモス高校御お伽とぎ学園☆☆☆　にもかかわらずここにいる女子生徒の数が少ないと皆みなさんお思いでしょうが、はなからあきらめ参加しなかった者、入った瞬しゆん間かんにこりゃだめだと逃にげ出した負け犬どもがいないからこそのこの人数です★★★』

　どうやらこの我が慢まん大会、すずめさんのウザいトークも我慢しなければいけないらしいですね。

『ま、それはさておき、ルールを説明しましょう☆☆☆　あ、我慢できなくなった負け犬の皆さんは別に話の最中にどんどん出ていっちゃってもいいですよー★☆★　ごほん、それでルールは簡単、最後まで残ってたら勝ちです☆☆☆　ただ、暑さに耐たえきれず自主的に退場する以外にも、途と中ちゆうで出された様々な課題をこなすことができなくても失格となります☆★☆　賞品の方は順位が上の人から欲しいものを取っていくという方式になってますので、別に一番にならなくても欲しいものは手に入れられるかもしれませんが、一番になった方が手に入れられる確率は高いでしょう☆★☆　ではちゃっちゃと始めましょー★☆★　まず最初の課題は……これです!!　我慢大会のお約束、腹が減っては戦いくさはできぬ、あつあつの鍋なべ焼やきうどんです★★★』

　すずめさんの合図でからからとワゴンで運ばれてきたのは、ぐつぐつと煮にえたぎった大量の鍋焼きうどん。そのあまりの暑苦しさに、何名かの女子生徒が見た瞬間にギブアップをする。

『制限時間は十五分、ではいってみましょー★★★』




「…………熱いですの」

「無む駄だに味がいいのがなんか腹立つな」

　だらだらと汗あせを流してズルズルと鍋焼きうどんを食べながらおおかみさんとりんごさんはぶつくさ文句を言っている。

「でも、これでかなりの人数が確実に脱落するでしょう」

「ああ……皆様あんなに汗をかいて……拭ふいて差し上げたい」

「でもあちきたちはまだマシヨー」

「……太た郎ろう様。この乙おと姫ひめ、太郎様のために微び力りよくを尽つくさせていただきます」

　アリスさんおつうさん魔ま女じよさん乙姫さんたちもなんかいろいろ言いながらズルズルしている。

　現在この御伽銀行女子メンバーの皆さんは、事前に入手していたストーブの配置位置から割り出した体育館の中でもっともストーブの熱から遠い場所に陣じん取どっている。そこでうどんを食している真っ最中。まあ、体育館の中すべてが熱いので、やらないよりはマシという程度なんですが。

「確かに馬ば鹿か正直に食べてる方よりはマシでしょう」

　そう言ってアリスさんはハンカチで口元を拭ふくふりをして、袖そで口ぐちから伸のびたチューブに口をつけちゅるちゅると何かを吸っている。

　極ごく秘ひに学園に搬はん入にゆうされていた食材などから、鍋なべ焼やきうどんを予期していた六人はその対策をしていたのだ。まずは隠かくし持っていた氷を入れてうどんを少し冷まし、スカートに仕込んだ水入りのパックからチューブを袖そで口ぐちまで伸のばし水分を補給している。

　ほかにも暑さ対策は万全。皆みなさん見た目は普ふ通つうですが、外から見えないあらゆるところに冷えピタが張ってあり、全身に巻いたチューブには冷水が小型のポンプで循じゆん環かんされてたりもする。Ｆ１レーサーがレース中に身体からだを冷やすのと同じ原理のものだ。スカートの中に隠かくせるほどに小型化しているので見た目には全くわからない。しかし、水温を調整することができず、じきに冷水が温水に変わるだろうが、時間稼かせぎにはなるはずと装備している。洋服にも保冷剤ざいが仕込まれたりしてて、見た目からはわからないのだが、もういかさま万ばん歳ざいって感じなのだ。

「……何人か、オレらと同じようなことしてる奴やつがいるみたいだな」

　おおかみさんが周囲を見回すと、微び妙みように余よ裕ゆうの感じられる女子生徒がちらほら見受けられる。その人たちもなにか仕込んでいるのだろう。なんというか、この学園いい性格した女の子多すぎですね。

「まあ、事前に配られてたルール説明に書いてなかったですので、暗あん黙もくの了りよう解かいってやつだと思いますの」

「あのエロ爺じじいのことですから、多分わざと抜ぬけ道として残してたんだと思います」

　おおかみさんの言葉にりんごさんとアリスさんが応こたえた。

　ルールに制服を改造してはいけませんとか、冷たい物を持ち込んじゃいけませんとか書いてなかったので、別に違い反はんではないのだ。あとは本人たちの良識の問題なのだが、勝てば官軍と皆さんは割り切っている。

　ただ、見た目にはわからないようにはしている。服装は見苦しくない程度に自由とのことだったが、あえていつもと同じ制服を着ているのは仕込みをわかりづらくするため。制服の仕込みはルール上別に違反ではないが、さりとて目立って難なん癖くせつけられるのもなんだし……ということで、あえていつもと同じ格好で挑いどんでいるのだ。




　場所は変わって御お伽とぎ学園内のどこかにある隠かくし部屋。

　無数のモニターが並べられた薄うす暗ぐらい部屋を、モニターの灯あかりだけが淡あわく照らしている。

　その部屋の中で、オーラを感じさせる偉えらそうな爺が指令を出していた。

「……やってくれたまえ」

『は～い、わっかりました～☆☆☆』

　その声に応えたのは特とく徴ちよう的なアニメ声。

「うむ」

　頷うなずく爺。

　なんかもう無茶苦茶黒幕っぽいやりとりだった。




　どっかで爺じじいが指令を出したその直後、体育館に運ばれてきたのは簡易更こう衣い室と色とりどりの布きれたちだった。

『さーて皆みなさん、おうどん美味おいしかったですか[image: ～][image: ～]★★★』

　テレビの前のみんなに話しかける子供番組のおねえさんを彷ほう彿ふつとさせるすずめさん。しかし、そのあまりのウザさに誰だれも何も答えていないのだが、すずめさんはサイレントマジョリティを考こう慮りよしたらしく勝手に答える。

『……ん～美味しかったみたいですね、よかったよかった☆☆☆　では、がんばった皆さんへのサービスタイムです☆☆☆　あそこに簡易更衣室と水着が用意されています、この我が慢まん大会では暑さに耐たえればいいだけで服を脱ぬいではいけないというルールはないので、我こそはと思う方は、水着に着替がえてください☆☆☆　涼すずしいですよ～★★★』

　そのすずめさんの誘ゆう惑わくに耐たえられなかったのか何人かの女子生徒がふらふらと、体育館の隅すみに設置された簡易更衣室へ向かう。

　その光景を見て、おおかみさんたちはあきれながら言った。

「……我慢大会で服脱がしてどうするよ」

「普ふ通つうは毛布追加とかそんな感じだと思いますのよ」

「…………あのエロ爺が暗あん躍やくしているのでしょう」

「おーあの布きれの面積すごいヨー」

　着替えることを決心した女子生徒たちが水着を手にとって物色しているが、遠目に見てもそのあり得ない布の面積がわかる。

　しばらくして水着に着替えに行った女の子たちが戻もどってきた頃ころ、スピーカーから次の指令が発せられる。

『では着替え終わったみたいですね、お次の課題は縄なわ跳とびです★★★　今から縄を配りますのでいいって言うまで跳び続けてください☆☆☆　ではスタート!!』




　また場所は変わって御お伽とぎ学園内のどこかにある隠かくし部屋。

　なんだかオーラを感じさせる偉えらそうな爺が部屋に備え付けられた無数のモニターを眺ながめながら言った。

「…………やっぱり若いおなごはいいのう」

　エロ爺きわまりないというかまさにエロ爺でしかない発言だった。しかもこのエロ爺は日本政財界にこの人ありと言われた荒アラ神ガミ洋燈ランプその人だった。

　画面の中では暑さに耐たえきれなくなった女子生徒がだるそうに縄跳びを跳んでいる。飛び散る汗あせが眩まぶしい。

「それには同意するが……」

　その荒アラ神ガミ洋燈ランプに応こたえたのは瘦やせて怜れい悧りな印象を与あたえる老人だ。名前は北きた村むら風かぜ男お。その手しゆ腕わんで荒神洋燈を陰かげに日ひ向なたに支えた男だった。荒神洋燈を太陽だとすれば、この老人は冷たい北風。北風と太陽、飴あめと鞭むちを二人で分ぶん担たんしうまく使い分け荒あら神がみ財ざい閥ばつを日本有数の財閥へと押し上げたのだった。

　その影えい響きよう力は一線を退いた今も衰おとろえてはいない。

「やはりエロスの神しん髄ずいはチラリズムにある、脱ぬがしてどうする脱がして」

　しかし、今現在はただのエロ爺じじいでしかなかった。

「なにをぬかすこの老いぼれが、あれを見ろ!!」

　荒神洋燈のさすモニターの先には、水着で縄なわ跳とびという深夜番組とかでありそうな光景が。

「みずみずしい肢し体たいになめらかな卵たまご肌はだ、それを彩いろどる真しん珠じゆのような汗。これこそがエロスじゃ!!」

「おまえこそ何をぬかす。女子高生の制服を脱がしてどうする。脱いだらそれはもう女子高生ではなく女だろうが!!　ほら見てみろ、あの跳はねることによりひらひらするスカートこそがエロスだ」

　爺二人の視線がバチバチと火花を立てる。

「なんじゃと！」

「なにを！」

　そして年とし甲斐がいもなく取っ組み合いを始める爺二人。

　救いはその姿を見る者が誰だれもいなかったことだろうか。見てたらこんなのが日本を支えていたのかと泣けてきたに違ちがいなかった。




　跳び始めて十分、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの中縄跳びを跳び続けるという過か酷こくな指令が終わった。

「……あのエロ爺が」

　汗あせだくのおおかみさんがキレ気味で言った。

「……絶対……どこか……涼すずしい部屋で……ここのことを……見てますのよ」

「この縄跳びというのも……実に作さく為いに満ちています。スカートがひらひらと……さぞかし見ていて楽しかったことでしょう」

　りんごさんとアリスさんも汗だくでどこかにいるはずのエロ爺への罵ば詈り雑ぞう言ごんを脳内でリピート再生しているようだ。

　そんな女の子たちの目つきが悪くなった頃ころ、再び放送が響ひびいた。

『えーと次は……っきゃ、なになになに？』

　しかし途と中ちゆうでなにか不可解などたばた音が。なんだなんだと皆みなさんがスピーカーに注目するが、少しして何事もなかったように先ほどと変わらないアニメ声が響く。

『あーすいませんー、放送事故でしたー★☆★　ちょっとドジっちゃって、てへ☆☆☆　気にしないでくださいね☆★☆　それでは人数もずいぶんと減って参りましたし、少々時間が余ったりなんかしちゃったので、このあたりで残ったメンバーで有名どころなんかを説明しちゃいたいと思います☆☆☆』

　場繫つなぎに女の子たちの紹しよう介かいが始まるらしい。しかしその間も女の子たちは灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの中にいるのだ。このあからさまな時間稼かせぎに女の子たちのストレスメーターは振ふり切れる寸前ですよ。にもかかわらずさらに追い討うちをかける放送。

『まずは……御お伽とぎ銀行の有名コンビ、オオカミと赤あか頭ず巾きんちゃんの片割れ大おお神かみ涼りよう子こさん☆☆☆　その拳こぶしに沈しずんだ相手は数知れず、しかもショタの女王というマニアックな面も持ち合わせて』

「持ち合わせてねーよ!!」

『だそうですが、火のないところには煙けむりは立たないということわざを何となく口にしてみたくなりました★★★』

　ぐぎぎぎぎとスピーカーを凝ぎよう視しするおおかみさん。

『お次はコンビのもう片方、赤頭巾ちゃんこと赤あか井い林りん檎ごさん。ロリ、特とく徴ちよう的な口調、言葉の端はし々ばしから伝わってくる毒とまさに腹黒ロリの称しよう号ごうに相応ふさわしい悪少女です★★★』

「黙だまらっしゃいですの!!　というか、あなたにだけは言われたくないですの!!」

　叫さけぶりんごさん。しかし、反論はなし。すずめさんは絶対安全圏けんにいるので無敵なのだ。

『お次はクールなお姉様、秘書属性の桐きり木きアリスさん☆☆☆　踏ふんでもらいたいとか罵ののしってもらいたいとかいうだめなファンがたくさんいます★☆★　仕事もできて、見た目も良くてと非の打ち所がない感じですが、絶対的に男運がありません★★★　上司が遊ぶのを尻しり目めにまじめに働くその様はまさに蟻ありさん。彼女に幸せが訪おとずれるのはいつのことでしょうか★☆★』

「……」

　クールに無視するアリスさん。でもアリスさん、青筋隠かくしきれてませんよ？

『お次はリアルメイド鶴つるヶが谷やおつうさん☆☆☆　ミス御伽学園コンテストでも上位に食い込む人当たりの良さとその美び貌ぼう☆☆☆　しかも隠かくれきょにゅーです。男だろうが女だろうが一度はご奉ほう仕しされてみたいと言うこと請うけ合いです！　いろいろな意味で★★★』

　きょにゅーと言われたのが恥はずかしいのか、頰ほほを染めつつぺこりと頭を下げるおつうさん。なんかとてもいい娘むすめさんです。まさに癒いやし。

『馬ば鹿かと天才は紙一ひと重え、マッドな天才魔ま女じよっ娘こマジョーリカさん☆☆☆』

「なにヨー」

『そのマッドな発明で御伽銀行の恐きよう怖ふの一角を担になっている変人ですが、極ごく秘ひに手に入れた情報によると、あのローブのようなぶかぶか黒衣の下に隠されているのはコンパクトなボディにあり得ないスリーサイズ！　しかも、あのぐるぐるめがねの下は美形だという噂うわさも！　正直宝の持ち腐ぐされとしか言いようがないですね★★★』

「うるさいヨー」

　そんなことを言われても、魔ま女じよさんはただ単に放送をうるさがってるだけの様子だ。

『まだまだ御お伽とぎ銀行メンバーが続きます☆☆☆　いやー御伽銀行強いですねー、というか腹黒いですねーと言った方がいいですか★★★』

　皆みなさんの様子を見るとどんどんストレスが溜たまっていってるようだ。しかし、すずめさんはまったく気にしない。学園で恐おそれられている御伽銀行の皆さんに喧けん嘩か売るなんて実に大物ですね。

『ま、それはさておき、お次は御伽銀行に最近加入したらしい竜りゆう宮ぐう乙おと姫ひめさん!!　そのルックススタイル家いえ柄がら教養性格とパーフェクトすぎる乙姫さんですが、聞くところによると、あっちの方もパーフェクトだそうで、恋人の浦うら島しまさんが太陽が黄色いと言いながら栄養ドリンクちゅーちゅー吸ってるのが何度も目もく撃げきされています★☆★　ほんと人は見かけによらないですね★★★　あと、男の趣しゆ味みが悪いんじゃないかなーとすずめは思いマース☆★☆』

「太た郎ろう様は最高の殿との方がたでございます!!」

　乙姫さんが文句つけるところは、やっぱり浦島さんのところだった。

『お次は生徒会の有名人、その肉体は既すでに反則、風紀の番人、吉き備び津つ桃もも子こさん!!』

　自分の名前が呼ばれたので桃ちゃんこと吉備津桃子さんが立ち上がり手を振ふる。

「はぁ～い」

　頭の後ろで結ばれたつややかな黒髪かみが揺ゆれる。そして、胸にくっついている熟うれすぎたその果実も揺れる。

　それを見たおおかみさんとりんごさんは思わず声を漏もらす。

「うわっ、桃ちゃん先せん輩ぱいなんて格好してんだよ!!」

「なっなんですのあれ。何食べたらあんなになるんですの!?」

　ふたりは桃ちゃんのあまりのボリューム感に圧あつ倒とうされているのだ。

『どう見ても落ちてたヒモと余った布きれで作ったとしか思えない、あり得ないあのビキニはなんなんでしょう☆☆☆　そのわずかな布地からこぼれ落ちんばかりのナイスバディーはほかの女子生徒たちのプライドを粉々に打ち砕くだいています★★★』

　そう、桃ちゃんは暑いから涼すずしくなりたいという欲求に素す直なおに従い水着に着替がえていたのだ。

『というか、風紀委員長のくせに相変わらず風紀というものに真っ向から喧けん嘩か売ってますねー、あの格好を男子生徒が見たらもう悶もん々もんとして勉強どころじゃないですよー☆★☆　すずめに少しでいいから胸分けてください☆☆☆』

　最後に少々本音が漏れたすずめさん。

『次は地に落ちたロリ系アイドル!!　記き憶おくにも新しい先日行われた臨りん時じミス御伽学園コンテストで乙姫さんと対決し、その本性が暴あばかれてしまった宇う佐さ見み美み々みさんです★★★』

「黙だまらっしゃい!!」

　そのツインテールがうさぎの耳を彷ほう彿ふつとさせる小こ柄がらな少女が立ち上がり叫さけんだ。性根とは真反対の白いゴスロリ制服がよく似合っている。

『うさぎさんのようにかわいらしい容姿に、まっくろくろすけなその心、赤井りんごさんとキャラが被かぶっているんですがそこのところはどうなんでしょう★★★　ぶっちゃけ腹黒いロリは二人もいりませんよね★★★』

「うるさいですわ！」

「うるさいですの！」

　二人同時にぶち切れる宇佐見さんとりんごさん。実は気にしているらしい。でも、やっぱりキャラ被ってますよね。

『おーっと、あそこに見えるのは最近野球部のエースの花はな咲さき先せん輩ぱいを射止めちゃった地じ蔵ぞうあみさんです☆☆☆』

　体育館の端はしっこでは、地蔵さんがフラフラしていた。肌はだの見えないいつも通りの冬服で、むちゃくちゃ暑そうなんですが……大だい丈じよう夫ぶでしょうか。

「商品券……花咲に……プレゼント……買うんだ」

　大丈夫そうじゃありません。うわごとのようにぶつぶつ言ってます。でも、花咲さんへの想おもいで気力を保っているようですね。この娘むすめさん、本気で嫁よめに欲しいです。

『聞いたところによるとなかなかに積極的な攻こう勢せいで将来有望そうな花咲君をたらし込んだ模様です★★★　委員長体質でまじめそうな顔をしてるくせにやることやってますね★★★』

　すずめさんの毒どく舌ぜつは相変わらずだ。しかし、ぶつぶつ言っている地蔵さんには届いてないようですね。本当に大丈夫でしょうかね。

『ほかにも有名人が何人もいるようですが、ちょうど良い時間なんでこのへんで☆☆☆　あ、最後に一つ★☆★　何がとは言いませんが、見たところによると正々堂々勝負に挑いどんでいる人が数えるほどしかいないのがすごいです★★★　流石さすが、爺じじいのわがままで使える人材を輩はい出しゆつすることを目的として創立された御お伽とぎ学園。いい感じに世間の荒波をあの手この手で乗り越こえられそうな一癖くせも二癖もある人ばっかりですね☆☆☆　じゃ、次いきましょ～☆☆☆　お次の課題は…………マラソンです★★★』

「うげぇ」

　ものすごく嫌いやそうな顔でヒロインにあるまじき声を出したのはおおかみさんだった。

　だが、ほかの皆みなさんも似たり寄ったりのとても嫁入り前の娘さんとは思えないリアクションを取っている。まあ、この暑さで走るのはやばいですよね。

『とりあえずこちらがいいと言うまで体育館の中を走ってください☆☆☆　走る速さは個人の自由、自分のペースでどんなにゆっくりでもいいですが、動きを止めた時点でその方は失格になります★★★　あと、ドクターストップが入った場合はおとなしく従ってくださいね～それでは始めで～す★★★』

　その合図に女の子たちは渋しぶ々しぶ立ち上がりめんどくさそうに走り始めた。




「なっなんだありゃぁ」

　おおかみさんが恐おそれおののいていた。

「あっあれいったい何が入ってるんですの？　あれはもう高校生ってレベルじゃねーですのよ」

　りんごさんがあまりの光景にぽかーんと馬ば鹿かみたいに口を開けていた。

　周囲の女子生徒もほぼ同じようなリアクション。なぜなら……

「あーめんどくさいわねん」

　桃ももちゃんがだるそうにたらたら走っていた、ビキニで。

「…………水着に着替がえた人、みんないなくなっちゃいましたのよ」

　暑さに耐たえきれず水着に手を出した生徒たちが、気がつけば誰だれもいなくなっていた。

「まあ、アレの横に立つ気にはならんだろ」

　おおかみさんが横目で走る桃ちゃんを見る。信じられないボリューム、しかもあるべきところのみで、あってはいけないところにはない。要するに、ボンキュッボンってな感じなのだ。ぼよよんぼよよんって感じなのだ。まさに超高校級とか怪かい物ぶつとかの言葉が相応ふさわしいその身体からだ。だが、それだけならさっきのウザいすずめさんの紹しよう介かいのときに見た。だが、今は何がすごいのかというと……桃ちゃんは走っているのだ、ビキニで。ビキニで!!

「確かにアレは反則ですの」

　走れば走るほどに揺ゆれるたわわに実った二つの桃。その魅み惑わくの果実が上下左右に揺れる。なんというか、時代が時代ならばこれを見て万有引力の法則でも発見してしまいそうなほどの揺れっぷり。りんごさんじゃあこうはいきませんよ。

　そんな桃ちゃんの桃を見てりんごさんがゴクリとつばを飲み込んだのは、禁断の百合ゆりっぽい感情なのか。それともショーケースのガラスにへばりついて中を覗のぞき込む少年のような羨せん望ぼうか。

　まあ、とにもかくにもすさまじい光景だった。




　御お伽とぎ学園のどこかにある隠かくし部屋。

「見ろ！」

　荒アラ神ガミ洋燈ランプが勝ち誇ほこったように言った。

「くっ確かにあれはすごい」

　二人が食い入るように見ているモニターの中では、桃ちゃんがいろいろな場所をぷるぷるさせながら走っている。

「アレが若さだ!!」

　いやそれは違ちがうでしょう。
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「くっまだだ、まだ終わらんよ。……下した桐きり君アレを頼たのむ!!」

　荒アラ神ガミ洋燈ランプに代わり、こんどは北きた村むら風かぜ男おが指令を出す。

『はいはいーい、わっかりましたぁ☆☆☆』

　そして、その光景は相変わらず黒幕っぽかった。




「桃ももちゃん先せん輩ぱい、桃ちゃん先輩」

　おおかみさんはだるそうに走っている桃ちゃんに話しかけた。桃ちゃんはだるそうな顔をうれしそうに色っぽい笑え顔がおに変え……

「あら、おおかみちゃんじゃない。どうしたのん？　とうとうアタシの子猫ねこちゃんになる覚かく悟ごができたかしらん」

　なんて言った。いつも通り反射的に叫さけぶおおかみさん。

「できてねーよ!!　というか、一生その予定はねぇ!!」

「あら～残念ねぇん」

　恒こう例れいになった感のあるいつものやりとり。快楽主義者で愛があって気持ちよければ女だろうが男だろうがばっちこーいってな感じの桃ちゃんに、おおかみさんは気に入られてネコにならないかと誘さそわれ続けているのだ。中学生の頃ころから。もちろん桃ちゃんがタチですよ。

「で、桃ちゃん先輩、いったい何狙ねらってるんだ？　目的がなけりゃあこんな暑苦しい場所になんかいないだろ」

「常とこ夏なつの島で素す敵てきで爛ただれて愛欲に満ちた夏休みを過ごすのよん」

　どうやらバリ島七日間の旅がご所しよ望もうらしい。

「なるほど……だから……この不快すぎる……空間に……耐たえて……いるんですのね」

　おおかみさんの横をとてとてとついていっていた、致ち命めい的に運動に向いていないりんごさんが息も絶え絶えに頷うなずく。

　先ほど書いたように桃ももちゃんは筋金入りの快楽主義者で、自らの過ごす学園を自分好みの心地ここちよい空間にするために風紀委員なんてのをやっているほどなのだ。

「そうよ～ん。……それにしても暑いわねぇん。汗あせが溜たまっちゃうわん、汗疹あせもができたら嫌いやねん」

　なんて言いながら胸の位置を直し、手で胸の谷間の汗をぬぐう桃ちゃん。

「くっ」

「むぐぐぐ……ですの」

　そして敗北感にうちひしがれる二人。とりあえずあのボリュームにはおおかみさんとりんごさんの二人がかりでも勝てそうになかった。いや、百人いても勝てないか。なぜなら、ゼロにゼロ足してもゼロ……

「うるせえっ!!」

「黙だまらっしゃいですの！」

　なにもない空間に鬼おにの形ぎよう相そうで叫さけぶおおかみさんとりんごさん。もちろん周りの人はドン引きだ。

　ま、そうこうしているうちにようやく時間がやって来た。おおかみさんが周囲を見回すと、かなりの人数が減っていた。流石さすがにこのマラソンはきつかったらしい。

『ぴぴー終しゆう了りようでーす、皆みなさんおつかれさまでした～☆☆☆　そしてお帰りはあちらですよ～★★★』

　その声と共に体育館の扉とびらが開く。その向こうには脱だつ落らく者たちが美味おいしそうに冷たい飲み物を……ものすごく意地が悪い演出だった。

　負け犬の皆さんも負け犬の皆さんで、負けたのが悔くやしいのか必要以上に美味しそうに水分を補給している。

　キンキンに冷え、水すい滴てきのついた缶かんジュースをごくごくと喉のどを鳴らしながら飲み、漏もれたジュースが喉を伝い流れ落ちる。

　天国と地じ獄ごく。灼しやく熱ねつ地獄にいる皆さんは例外なくゴクリと喉を鳴らし、誘ゆう惑わくに負けた何人かがふらふらと外に出ていく。

　流石のおおかみさんたちも限界が近いようだ。

「あの……えろじじぃ」

「……目に物見せてやりますのよ」

「ふふふふふふ、落ち着いて、落ち着くのよアリス。まだ我が慢まん、まだ我慢」

　肉体的にではなく精神的な限界がかなり来ている模様。特にアリスさんのピキピキ具合はかなりのものだ。

　そうして大分閑かん散さんとしてきた体育館内。

　人が少なくなってきたからか、個人同士の駆かけ引きが始まる。要するにとても醜みにくい足の引っ張り合い。

「あら、宇う佐さ見み先せん輩ぱいまだ残ってたんですのね、さっさと外に出たらどうですの？　このままだとこんがり焼かれてうさぎの丸焼きとかそんな感じになりますのよ？　かちかち焼く側がわが焼かれてどうするんですの？」

「あなたこそ……髪かみだけじゃなく顔まで真っ赤になってますわよ？　どなたかの喉のどに詰つまって顔を真っ赤にさせるというとてもあなたらしい卑ひ怯きようかつ嫌いやな使命を持ったあなたが、物を喉に詰つまらせたかのように真っ赤になってどうするのかしら？」

　この二人のは駆け引きというよりも挑ちよう発はつか。怒おこらせてさらに熱くしようとしているのだ。だが、予想外に燃え上がったのは、前にいろいろあったので、この二人の間には因いん縁ねんめいたものがあるから。

「なんですって！」

「なんですの！」

　馬ば鹿からしいくらい見事につられて両方沸ふつ点てん突とつ破ぱ。同族嫌けん悪おって実にたちが悪いですね。あまりにもヒートアップしてしまったのか頭に上のぼった血に、ふらふらと倒たおれそうになる二人。

「おい、りんご落ち着け」

　おおかみさんはあわてて「きゅ～」とか奇き妙みような声を出しているりんごさんを支える。

　宇佐見さんの方は、たたらを踏ふみつつもどうにか踏みとどまる。

「わっ私は負けられない……」

　そして、キッとりんごさんを睨にらみ付つけ叫さけんだ。

「私はクーラーを持って帰らなくてはいけないのよ!!」

　どーん、と擬ぎ音おんを背はい後ごに貼はり付けて叫んだ宇佐見さんだったが、視線を集めていることに気づき我に返る。

「……はっ!?」

　その視線に含ふくまれているのは多分の同情だった。要するに、おまえん家ちクーラーねーのか、かわいそーって感じの視線。

　その視線にうろたえながらも宇佐見さんは弁解する。

「いっ家にクーラーくらいあるわよ!!　ただ子供部屋にないから弟たちが毎晩寝ね苦ぐるしそうで……はっ!?」

　どうにか弁解できたが、逆に隠かくしてたプライベートを暴ばく露ろしてしまった宇う佐さ見みさん。

『資料によると、宇佐見さんの家は五人姉弟きようだいで宇佐見美み々みさんは長女。腹黒キャラのくせにどうやら家ではいいお姉ちゃんをやっているようです☆☆☆　良かったですね、好感度大アップですよ★★★』

「うるさいですわっ!!」

　叫さけぶ宇佐見さん。しかし、微び妙みようにほんわかした空気は消えない。自分に向けられるなぜだかとっても優やさしい視線に宇佐見さんは真っ赤になったまま小さく丸まった。

　そんな宇佐見さんに、何がうれしいのかテンションが高いすずめさん。

『んー楽しいですー★★★　ではお次はがんばった皆みなさんにご褒ほう美びでーす☆☆☆』

　扉とびらを開けたのは、ただの嫌いやがらせだけではなかったらしい。

『扇せん風ぷう機きかもん☆☆☆』

　開いている扉の向こうに現れたのは巨大扇風機だった。ものすごい風が体育館の中の女子生徒たちに当たる。

「……おお、すずしい」

　おおかみさんたちも街がい灯とうに引き寄せられる夏の虫のようにふらふらと扇風機に寄っていく。

　外からもたらされる涼すずしい風に、ほっと表情を緩ゆるませる女の子たち。いや、外も結構な暑さなんですが、体育館の中よりはよっぽどマシなんですよ。

　そして、そこに女の子たちの誤算があった。涼しさに気を取られて、周囲の目を気にすることもなく服の乱れとかに無む頓とん着ちやくになっているのだ。

「おお～こりゃいいな」

　スリット入りのスケ番ロングスカートをおおかみさんはひらひらさせる。

「ああ～ですの」

　フリルのたくさん付いたボリュームのあるスカートをふわふわさせてりんごさんも空気を取り込む。

　ほかにも、とても男には見せられないはしたない姿をした女の子たちが見受けられる。

　ひらひらひらひらと、たくさんの蝶ちようが舞まうここはまさしく天国だった。




　どっかの隠かくし部屋。

「どうだ！　あれだよあれ！」

　テンションが高い北きた村むら風かぜ男お。

　画面の中には、人じん為い的に作り出された突とつ風ぷうにスカートをひらひらさせ、制服もひらひらさせ、前屈かがみになって胸むな元もとから風を中に取り入れようとしたり、制服をまくり上げお腹なかの方から空気を取り入れようとしたりする女の子たちの姿があった。

　それは実にチラチラとチラリズム溢あふれる光景だった。

「むうぅ、良い」

　流石さすがの荒アラ神ガミ洋燈ランプも唸うなる。

「青い果実の、あの無防備な表情と見えそうで見えない感じのコラボレーション!!　あの無防備さに、わき上がる期待感。もう少し、もう少し!!　しかし、ギリギリのところで見えない、見えても一いつ瞬しゆん。だからこそ想像力がわき上がるのだ!!　想像力は果てを知らぬ。そう、限界が存在しないのだ!!」

「チラリズム……確かにすばらしいのは認めよう。儂わしも好きじゃ。じゃが、百聞は一見にしかずという言葉を知らぬのか！　この若さの輝かがやきは想像なんぞ目ではない。想像でこのすばらしさを再現することなぞできぬ。そう一いち分ぶの現実は妄もう想そうに勝まさるのじゃ!!」

　激論を交かわす二人。

　ただ、内容がすさまじく馬ば鹿からしかった。




　学園のどこかで爺じじいがエロスについて激論を交かわしている間も我が慢まん大会は続いていた。

『ではお次はこちらです!!』

　いい加減乙女おとめの香かおりが充じゆう満まんしちゃってきた体育館にすずめさんの声が響ひびく。

「まだやんのかよ……」

　なんて愚ぐ痴ちるおおかみさんを尻しり目めにウイィ[image: ～][image: ～][image: ～]ンとステージの緞どん帳ちようが開く。ステージ上には真っ白いスクリーンが用意されている。

『これから放映されるのはいろいろな意味で熱くなれちゃう映像特集です☆☆☆　では始めましょう★★★』

　すずめさんの合図で体育館の明かりが消える。

　まず上映されたのは怪かい鳥ちよう音を吠ほえるアクションスターの戦せん闘とうシーン。

「おおー来たヨー!!」

　魔ま女じよさんのテンションが激上がりする。

　しかし、映像が終わる頃ころにはもうぐてーっとしてます。どれだけお馬鹿なんでしょう、この人は。こうなることは目に見えてたでしょうに。

　お次は夕日に向かってみんなで走ったりする昔懐なつかし熱苦しすぎる学園ドラマのクライマックス。ごつい先生とごつい生徒たちがスクリーンの中でひしっと抱だき合っている。

「…………熱いな」

「……熱いですの」

　おおかみさんがちょっとだけ反応する。どうやら嫌きらいじゃないらしいです。余計に熱くなっちゃいましたが。

　そして最後にスクリーンに映し出されたのは、

「ああ[image: ～][image: ～]」

　男女の濡ぬれ場ばシーンだった。しかしこれＡＶではなくＶシネとかで、十八禁じゃなく十五禁なので大だい丈じよう夫ぶなんですよと何となく弁護してみたりしますが、まあそれはともかく大画面に女性と男性の絡からみが映し出され、スピーカーからは女優のあんあんといった嬌きよう声せいが聞こえてくる。

「…………あんのセクハラ爺じじいぃ」

　そんな口の悪さとは裏腹に、真っ赤になってるおおかみさん。チラチラと画面が気になって仕方ないのは乙女おとめの好こう奇き心しん故ゆえか。おおかみさん以外にも真っ赤になりつつも興味津しん々しんに見ている乙女の皆みなさんがたくさんいますよ。しかし何人かには効いてない様子なんですがその理由はここでは伏ふせておきましょう。

　そんな全く効いていない皆さんの中でも一ひと際きわ輝かがやいていたのが乙おと姫ひめさんだった。

「まだまだでございますね。あそこはもう少し、こう……」

　画面の中の女優さんにだめ出ししてますよ。

「……すげぇ」

「流石さすが、竜りゆう宮ぐうの女の最高傑けつ作さくといわれるだけのことはありますの」

　その乙姫さんの解説やだめ出しに流石のおおかみさんも興味津々ですよ。

　あと、おつうさん。何でそんなに真しん剣けんに聞いてるんですか。あなたはいったいどんなご奉ほう仕しをするつもりなんですか。そこっ、地じ蔵ぞうさんも真っ赤な顔してメモを取らない。

　ちなみに乙姫さんがなんでこんなに知識が豊富かというと、乙姫さんは性産業の雄ゆうと呼ばれる竜宮グループ会長の一人娘で、その傘さん下かのおねーさんたちから女の英才教育を受けているから。

　さらに余談ですが、その乙姫さんの雄姿に感かん銘めいを受けた人がたくさんいたらしく、この後乙姫さんに男女仲円満のためにいろいろ教えて欲しいなんて依い頼らいが増え、さらにその乙姫さんの教えが女の子たちの間に広まり、御お伽とぎ学園では乙女に教えちゃいけないことまで授業で教えているなんて噂うわさが流れるのは数ヶ月後のことなのでした。




　どこかの隠かくし部屋。

　モニターに映し出されているのはいきなり始まったセクハラ映像に頰ほほを染めてる女の子たちだ。

「……恥はずかしがるおなごはいいのう」

「ああ、……これはいいな、実に良い」

　なんて肩かたを抱だき合い言っているのはあのエロ爺じじい二人。これに関しては意見の相そう違いがないらしいですね。実にエロ爺ですね。というかもうなにがなんだか。




「…………むかつくむかつくむかつくむかつく。あのじじい、金持ってるからってなんでも思い通りになるとは思うなよこんちくしょう」

「もう少し待ってくださいの。人数も減ってきましたし、さっき電気が消えたくらいからアリス先せん輩ぱいが交こう渉しようを始めてますのよ。うふふふ」

　ものすごい不ふ機き嫌げんな顔をしていらつきを隠かくそうともしないおおかみさんに、笑え顔がおで青筋浮かべてるりんごさんが応こたえる。

　あのセクハラ攻こう撃げきは流石さすがに許せなかったらしい。いや、勉強にはなったみたいなんですが。

　ともかく、体育館内にいる女子生徒はもう数えるほどで、全員が賞品を手に入れることができるだろう。そして、ここまで減ればあとはこっちのものだ。全員の望みの賞品を聞き、賞品が被かぶった場合は調整する。まとまればあとは順番にリタイアしていき、この灼しやく熱ねつ地じ獄ごくから抜ぬけ出すだけだ。

「気づかれないよう、不自然な感じじゃないように交渉しないといけないので時間がかかってますけど。ここカメラありますしね」

　りんごさんが目の動きだけで隠かくしカメラがある場所をさす。気づかれないように交渉しなければならない理由はただ一つ……エロ爺じじいに目に物見せるため。

「ふん、それにしてもカメラの隠し方がなってないですのよ」

「まあ、普ふ通つうは気づかないだろうけどな。にしてもエロ爺に見られてるのを想像すると身体からだがむずむずするぜ」

「もう少しですのよ。もう少しで、頭とう取どりさんたちから連絡が来るはずですの」

　そんなことを話していたおおかみさんとりんごさんの許もとに、生き残りの女子生徒たちと交渉をして回っていたアリスさんが帰き還かんした。

「ただいま戻もどりました」

「お帰りなさいですの。それで首しゆ尾びの方は？」

「交渉はどうにかまとまりました。条件の折り合いをつけるために借りを作ってしまったので、今後助力を請こわれたときに無む償しようで力を貸すことになってしまいましたが、あのエロ爺に目に物見せるためには仕方がないでしょう」

「それでも、こんなに早くまとまるとは皆みなさんも思うところがあったんですのね」

　りんごさんが周囲を見回すと、据すわった目をした女子生徒たちがりんごさんと目が合った瞬しゆん間かん決意の表情で頷うなずく。皆さんもいろいろ腹に据えかねているらしい。

「宇う佐さ見み先せん輩ぱいも？」

　宇佐見さんにりんごさんが聞くと、宇佐見さんは嫌いやそうに応こたえる。

「あなたたちと組むのは癪しやくですけど……ふん、背に腹は替かえられないとはよく言ったものですわ」

　桃ももちゃんも、

「アタシはこの気持ち悪いのさえ終わればなんだっていいわよん。それに……お仕置きの方も気持ちよさそうだしねん」

　なんて言っている。

　この地じ獄ごくを共に乗り越こえたために戦友という意識が生まれたのだろう。おおかみさんとりんごさんは愉ゆ快かいになった。これでもうなんの憂うれいもない。そう、ここまで来ればあとは……

「ふふふふそろそろですのよ、そろそろ」

「くっくくくっそうか、もうそろそろか」

　愉快な結末を予想して悪者笑いを浮かべる二人。もうどうしようもない感じだ。ヒロインっぽさのかけらもないし。

　そのとき、いろいろな意味でキてるりんごさんの電話が鳴った。

『あーもしもし？』

「頭とう取どりさんですの？」

『うん、遅おそくなってごめんね？　ちょっと準備に手間取っちゃって？」

「いえ、こちらの準備も今整ったところですので大だい丈じよう夫ぶですの」

『そう、それは良かった？　それじゃあ、これから五分ほど激しい動きは控ひかえてね？』

「わかりましたの」

『じゃ？』

　電話を切られ、りんごさんが生き残りの女子生徒の皆みなさんに、「皆さん、これからしばらく大きな動きは控えてくださいの」と合図を送る。

「ふん、今いま更さら元気に動こうなんて人はいませんわよ」

「それはごもっともですの」

　動かないようにダラーと寝ねそべった宇う佐さ見みさんにりんごさんが応こたえる。男の目がないので、皆さんはもうこんな感じだ。




　そして何よりも長い五分が過ぎた。




『ＯＫ、準備できたよ？』

　再びりんごさんの電話が鳴った。

「アリス先せん輩ぱいＯＫだそうですの」

「そうですか……」

　その報告を聞いたアリスさんはとても良い笑え顔がおで立ち上がり、女子生徒の皆さんを見回して宣言する。

「皆さん、準備は整いました」

　こめかみに青筋が浮いてますけどね。

　そのアリスさんの次に立ち上がったのはどう猛もうな笑みを浮かべたおおかみさんだ。

「くっくっくっやっとか」

　とりあえず目がマジでやばいです。

「腕うでがなるわねぇん」

　なんてどこから取り出したのか、鞭むちをビシバシ地面に打ち付けているのは桃ももちゃんだ。でもビキニ。

「ふふふふ」

　いつも被かぶってるかわいらしい小動物の仮面を完かん璧ぺきに脱ぬぎ捨てた宇う佐さ見みさん。目が血走ってもう本物のうさぎさんみたいになってますよ。

　その他の女の子たちも同じような顔をして立ち上がっている。正直怖こわい。

「うふふふ、では皆みなさん行きましょう」

　そしてアリスさんに率いられた皆さんは悠ゆう々ゆうと体育館を歩いて出ていった。




　どっか。

　本日何度目かのいい年こいた老人の取っ組み合いが行われていた。

「あほか！　アレじゃあエロスが足らんと言っとろうが!!」

「おまえこそアホか!!　エロスの神しん髄ずいをなんと心得る!!」

　そんなだめな老人二人に声がかけられる。

「あの、ちょっと良いっスか？」

　その声に二人は振ふり向かずに応こたえる。

「誰だれだか知らんが、いいところに来た！　どうだあの若さに溢あふれる肌はだに勝まさるものはないだろう!?」

「いやいや、清せい楚そなる青春の象しよう徴ちよう、制服。制服からかすかに覗のぞくあの肢し体たい、チラリズムに勝るものはないだろう!?　君はそう思わんかねっ!?」

　その必死で尋じん常じようじゃない様子に思わず応えてしまう声の主。

「……えーと、両方じゃいけないんっスか？」

　その声の主……亮りよう士しくんの言葉にいい年こいて取っ組み合いをしていた二人は無言で固まった。

「…………」

「…………」

　そしてしばし見つめ合い……

　ガシッ

　と力強く腕うでを組んだ。

　ここに結成北風と太陽の最強タッグ。

　そう、二人は協力し合い、お互たがい足りないところを補い合うことで、荒あら神がみ財ざい閥ばつを日本有数の財ざい閥ばつへと育て上げたのだ。

「そうだな、両方すばらしいのはわかっているんじゃからな」

「その両者のいいところを抽ちゆう出しゆつし掛かけ合わせればいいのだ」

「若さ溢あふれる身体からだを十分に生かしつつ」

「制服とチラリズムの見えそうで見えない感じを加えて、より想像力をかき立てる感じに」

「想像と現実の高次元での融ゆう合ごう……難しいじゃろうが……だからこそ腕うでがなるわい」

「そうだな、おれたちは不可能とも思われた困難をいくつも越こえてきたのだからな」

　先ほどの喧けん嘩かが噓うそのように顔をつきあわせ真しん剣けんに話し合う二人。

「感謝するぞ、お主のおかげで新たなる世界が開けそうじゃ。……で、お主はいつの間にそこにいたんじゃ？」

　そこでやっと、亮りよう士しくんに気がついたというか意識が向いた。

「さっきからいたっスよ」

「ほぅそれは気がつかなかったのぅ」

　目を細める荒アラ神ガミ洋燈ランプ。これでも、幾いく度ども修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたという自負がある。その自分に気づかせなかったのは、自分が衰おとろえたからか、それとも相手が上うわ手てだったのか。

「まあ、特技みたいなもんっスよ」

　なんでもないと応こたえる亮士くん。なんかかっこいい感じだが、必死に目線を合わせないようにし、身じろぎして視線をかわそうとしているその姿はとてもかっこ悪かった。

「で、それはなんじゃ？　あと、なぜここがわかったのじゃ？」

「これは見ての通りビデオカメラっスよ」

　ジーとパスポートサイズのビデオカメラが二人の老人を捉とらえている。

「あと、ここがわかった理由っスけど、単に学園長が学校に来てからズッとつけてただけっス。いくらここが隠かくし部屋でも入るの見てたら丸わかりっスよね。それに二人ともモニターにかぶりついてたんで入るのも比較的楽でしたっスし」

　このストーキング……もとい追つい跡せき術と気配を消す技術は亮士くんの特技の一つなのだ。こんな風に日常生活では全く役に立ちそうにない猟りよう師しスキルを亮士くんはいくつも持っている。

「なぜそのような真似まねを……」

　荒神洋燈がつぶやいたちょうどそのとき、バンッと扉とびらが開いた。

「説明はこちらでいたしましょう」

　そこにいたのはとても素す敵てきに無敵な笑え顔がおを浮かべたアリスさん。その後ろには、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくに最後まで残った女子生徒つわものたちの姿が。

「なっなに!?」

「なんじゃ？」

　老人二人があわてて並んだモニターを見ると、そこには暑さでとろけそうになっている女子生徒たちの姿がある。

　しかし、前を見ればその女の子たちがいる。

「これは……」

　今度はりんごさんがとてもうれしそうに種明かしを始める。

「すぴーどって映画知ってますの？」

「いや」

　首を振ふる老人。

「犯人がバスに爆ばく弾だん仕し掛かけて、乗客を人質にお金を要求したんですのよ。バスのスピードを落としたり乗客を降ろそうとしたりしたら爆発させると脅おどして。そして犯人は隠かくしカメラでバスの中を監かん視ししてたんですのよ。主人公はそれに気がつき、バスの中の映像をテレビ局の中ちゆう継けい車で受信録画し、それを隠しカメラの映像とすり替かえることで犯人の目をごまかした」

「ではこれは……」

「録画した映像ですの」

「くっ」

　その説明に、謀たばかられた……と悔くやしそうな爺じじい二人。

「なぜ……」

「こんなことをしたのかですか？」

　北村さんの言葉を途と中ちゆうで継つぐようにしてアリスさんが応こたえる。

「それは、今の学園長たちの顔が見たかったこと。そして……」

　アリスさんが笑った。

「エロ爺には少しばかりのお仕置きを」

　その恐おそろしい笑え顔がおに、いろいろな修しゆ羅ら場をくぐってきたはずの老人二人が押される。

「こんなまどろっこしい真似まねをしたのは、勝負がついたあとでは逃にげられてしまうかもしれない、しかし賞品をもらうためにはちゃんと終わらないといけない、故ゆえにこのような手段をとらせていただきました。私たちは我が慢まん大会を終えてからここに来たので、なんの問題もないはずです」

　そう、賞品ゲットでさらにお仕置き。これが目的だったのだ。

「しっ下した桐きり君、これはどういうことじゃ？」

　実じつ況きようしていたのなら、これを見ていただろうと荒アラ神ガミ洋燈ランプはすずめさんに聞く。

　その荒神洋燈の問いに、

『どうもこうもないですよ～★☆★』

　なんて、いつもの軽い調子で応えるすずめさん。しかし、そこに何か違い和わ感を覚えたのか、荒神洋燈は聞いた。

「……お主は下桐君かね」

『……い～え～★★★　あーごほん。あ～あ～あ[image: ～][image: ～][image: ～]いえいえ、僕は桐きり木きですよ？　学園長、久しぶりですね？』

　すずめさんの声が途と中ちゆうから頭とう取どりさんに変わった。そして、頭取さんとは別に甲かん高だかいアニメ声が聞こえてくる。

『ごめんなさ～い捕つかまっちゃいました☆☆☆　すずめ、今の今まで猿さるぐつわ嚙かまされて、ロープでグルグル巻きにされてました～変な趣しゆ味みに目覚めちゃいそうですよ～★★★』

『……というわけです、途中で入れ替かわってたんですよ？　声帯模写は得意だし、すずめ君の声は特とく徴ちよう的で真似まねやすいしね？』

　そう、頭取さんの特技は変装と声帯模写。実に頭取さんらしい特技ですね。他人になりすませば自分に責任は降りかからないのですよ。

『あ、でもすずめは途中まで真面目まじめにがんばってたので、約束は守ってくださいね★★★』

　どうやら裏取引なんかしていたらしいすずめさん。この人もたいがい良い性格してますね。

『こうやってあなた方に従いつつ準備を整え、偽にせの映像を流したわけですよ？』

　勝ち誇ほこる頭取さん。そんな頭取さんに割り込みをかけてきたのは女の子大好き浦うら島しまさんだ。

『そしてその映像を流す作業をしたのはこの僕、浦島太た郎ろうです!!　女の子たちのためならたとえ火の中水の中、女性の味方浦島太郎、浦島太郎をよろしく!!　そして、どなたか今度僕とデートでも……』

「太郎様っ!!」

『しまった!!　乙おと姫ひめがいたのを忘れてた!!』

　女の子に自分をアピールする大チャンスの到とう来らいに浮かれすぎていた浦島さん、乙姫さんのことを忘れてた。

『あー乙姫、これはなんというかその』

　どうにか乙姫さんをなだめようとするが、乙姫さんは怒おこっているらしく浦島さんに言った。

「あとでお話がありますので顔を出してくださいまし」

『…………お手柔やわらかに頼たのむよハニー』

　浦島さんはさっきの威い勢せいがどこに行ったのか、声に覇は気きが感じられない。そんな犬も食わない痴ち話わ喧げん嘩かが終わったあと頭取さんがまとめる。

『……まあ、ということだね？』

　そんな頭取さんにアリスさんが優やさしく言った。

「頭取、おつかれさまです」

『うん、うまくいったようで何よりだね？』

「はい。……それで、一つ聞きたいことがあるのですが」

『なんだい？』

「………………いつ頃ごろから下した桐きりさんと入れ替わっていたのですか？」

　アリスさんのその問いに、頭とう取どりさんはしばし絶句したあとに弁解を始める。

『…………あっあれはキャラになりきってばれないようにするためで、僕の本心じゃないんだよ？』

「なるほど、私たちの紹しよう介かいをしているときは入れ替かわったあとだというのはわかりました」

　焦あせりから墓ぼ穴けつを掘ほっちゃった頭取さん。

『いやそんな……』

「あと、一つだけ絶対に言っておきたいことが…………男運がないとかあなたにだけは言われたくありません!!」

　そのアリスさんの叫さけびにそりゃそーだとここにいた全員が思った。頭取さんのせいで男運がないとされているにもかかわらず、その本人から男運がないと言われたらそりゃキレたくもなるだろう。

　言うだけ言ったアリスさんは、どうにか落ち着いたあと老人二人に向き直る。

「……ごほん。で、賞品はもう用意されているのですか？」

「ああ、用意しておる」

　アリスさんのオーラに気け圧おされつつ荒アラ神ガミ洋燈ランプが頷うなずく。

「体育館内を隠かくし撮どりした映像は？」

「そっそこに……」

「赤あか井いさん、魔ま女じよさん」

「はいですの」

「了りよう解かいヨー」

　機材に向かい、録画されたマル秘映像を消去しにかかる二人。

「そうですか。ではもうあなたたちに用はありませんので……皆みなさん」

「「「「は～い」」」」

　なんて女の子たちの良い声が聞こえ、運び込まれてきたのはたくさんのストーブ。

「なっなにをするんじゃ？」

「見ての通りです。……いい歳としこいて煩ぼん悩のうがあり余っているようですからね。良い汗あせを流せば二度とこんなことはしなくなるでしょう」

「なっ、老人をいたわろうという気持ちはないんか!!」

「サウナって健康にいいらしいですからね、私たちから学園長へのささやかなお礼ですよ。堪たん能のうしてください。では……ごきげんよう」

　本当に優やさしい笑え顔がおでそんなことを言っちゃうアリスさんとそれに続く女の子たち。

「「「「ごきげんよ～う」」」」

「まっまつんじゃ!!」

「まってくれ[image: ～][image: ～]!!」

　しかしそんな老人の哀あわれな懇こん願がんを無視して無情にも扉とびらが閉められた。




　そんなわけで、御お伽とぎ銀行というか女の子たちの完全勝利で終わった我が慢まん大会。

　女の子たちは豪ごう華か賞品をほくほく顔で持ち帰り、エロ爺じじい二人は夜中に脱だつ水すい症しよう状じよう一歩手前のところで救出されたそうな。

　そして御伽銀行の皆みなさんはゲットした賞品でさらに豪華になった地下本店でのんべんだらりと過ごしていた。……一部を除き。

「まあ、今回の件で得たものは多いね？　いくつか借りを作っちゃったみたいだけど、差し引きでいえば十分以上にプラスだろうね？　豪華賞品に、女の子たちからの信しん頼らい、学校のトップを懲こらしめたという事実？　この映像も大きな貸しになるだろうしね？　こんな愉ゆ快かいな映像だ、使い道はいくらでもあるよね？」

　なんて言っているのは頭取さん。しかし、床ゆかに正座中。もちろんアリスさんが良しと言うまでそのまんまだ。

　この場には、浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさん以外が全員集合しているが自業自得と誰だれも止めようとはしない。二人足りないのは言うまでもなく、浦島さんが嫉しつ妬とに燃えた乙姫さんにいろいろ吸い取られている真っ最中だから。

　あと、映像というのは亮りよう士しくんが密ひそかに撮とっていたやつで、今はそれの上映会。壁かべの巨大液えき晶しよう画面では、真のエロスを巡めぐりいい歳としこいた爺が取っ組み合いをしていた。

「…………こんなんがうちの学校のトップなのか？　そしてオレらのボスなのか？」

「まっまあ、良いじゃないっスか。おもしろい人で」

「確かにかわいいと言ってもいいかもしれませんの。……外から見る分には。当事者としてはさっさとくたばれエロじじいって感じですのよ」

　おおかみさんがあきれ、亮士くんがなだめ、りんごさんが毒を吐はく。

「皆みなさん、そろそろお茶にしませんか？」

「おーお腹なかすいたヨー」

「だって？　ねえアリス君？」

「だめです。頭取はそこで反省をしていなさい」

　おつうさんが皆さんにご奉ほう仕しし、魔ま女じよさんが怪あやしげな発明をし、頭取がサボろうとし、アリスさんが怒おこる。

　いつも通りの光景。




　ま、こんな感じでおおかみさんと愉ゆ快かいな仲間たちはわいわいがやがや楽しく暮らしているのでした。


めでたしめでたし









　　　おおかみさん根ね角ずみ少年の嫁よめ探しに協力するハメになる







「……集まったみたいだね？」

　御お伽とぎ銀行地下本店で頭とう取どりさんが相変わらずのうさんくさい笑え顔がおを顔に貼はり付つけたまま言った。

　地下に存在する秘密の豪ごう華か施し設せつを見回すとおおかみさんたちいつもの一年生三人組が集合している。…………集合しているんですが、まじめに話を聞こうとしている人がいないのはどうしたものか。

　我らがヒロインおおかみさんは、

「……めんどくせー」

　なんて言いながらソファにだらりと沈しずみ込んでますよ。目の半分閉じかかったその顔はとても眠ねむそうで、そこには上司というか先せん輩ぱいを敬おうとかそういう気がかけらも感じられないですね。

「涼りよう子こさん、話聞かなくても良いっスから、せめて聞いてるふりくらいはしましょうよ」

　おおかみさんをおどおどと諫いさめているのは亮りよう士しくん。しかしその発言も地味に酷ひどいです。

「まあまあ、昨夜は激しかったので疲つかれてるんですのよ、涼子ちゃんは」

　そんな二人をニコニコ見ながらそんな重大っぽい発言をしたのはりんごさん。もちろん亮士くんはりんごさんのたくらみ通りにショックを受け、おおかみさんは真っ赤になる。

「はっ激し!?」

「なにがだよ!!」

「なっ忘れたなんて言うんですの!?　二人であんなに燃え上がったんですのに!!」

　大げさリアクションのりんごさんに、おおかみさんは叫さけぶ。

「ゲームの話だろうが!!」

　そして置いてけぼりにされてるのは机の上に手を組んだかっこいいポーズで固まっている頭取さん。問題ないとかいう言葉が似合いそうな格好ですが全然問題なくないです。

「………………」

　それにしても相変わらず上司としての威い厳げんや影えい響きよう力が全く感じられませんね。

「……はぁ」

　その様子を見るに見かねて側そばに控ひかえていたアリスさんがため息混じりにパンパンと手を叩たたいた。

「はい、皆みなさん注目してください」

　誰だれかさんのときとは違ちがい雑談をすぐにやめ、三人ともアリスさんに注目する。ここの力関係が如によ実じつにわかる光景ですね。

「それでは頭とう取どりどうぞ」

　ようやく話が進むようです。

「うん、君たちに集まってもらったのはほかでもない……今日お客さんが来るんだよね？」

「お客さんですの？」

「そ、お客さん？　うちの高等部の生徒じゃないから普ふ通つうは受けないんだけど、上からの紹しよう介かいだし、恩を売っておいて損はない相手だから特別に依い頼らいを受けたんだよね？」

「損はない……頭取さんがそう言うということは、その依頼人さんは金持ってるか権力持ってるか人脈持ってるか能力持ってるかしてるんですのね？　上からってのはあのエロじじいの紹しよう介かいということですし」

「まあ、そういうことになるね？　根ね角ずみ住じゆう宅たくって知ってる？」

「ええ、まあ有名ですし」

　おおかみさんは少し考えたあと、思い出した。

「…………ああ、あのネズミがＣＭに出てるとこか」

　おおかみさんの記き憶おくだと、建てた家にネズミが穴開けようとしてもびくともしなかった──みたいな感じだったはず。

「そうだよ？　依頼はあそこの次期当主からなんだけどね？　それで君たちを呼んだわけ？　手が空いてるのは君たちだけだったんだよね？」

　ほかの皆みなさんはお仕事中でいないらしい。……本当かどうかは知りませんが。

「で、そのお坊ぼつちゃんがいったい何の用なんだ？」

　おおかみさんが早く結論を言えと急せかすと、頭取さんは相変わらず何考えてんだかわかんない顔で何でもないように答えた。

「うん、…………嫁よめ探し？」




「…………にしても嫁探しねえ」

「流石さすがにそういう依頼は初めてですの」

「誰だれ々だれと付き合いたいって言ってきたり、誰々の好きな人は？　好きなタイプは？　なんて聞いてくる人は結構いるんスけどねえ」

　そう、今ぼやいている言わずと知れたおおかみさんと愉ゆ快かいな仲間プラス２は、他人の恋こい路じにいろいろと関かかわっているのだ。関わっているというより巻き込まれたといった方がいいかもしれないが、まあそれは置いといて……

「どっちにしろ、オレらに頼たのむなんてどれほどせっぱ詰つまってんだよ」

「全くですの。次期当主っていっても結構なお歳としなんじゃないですの？」

「まあ王子様なんて王様の子供なら何歳さいになっても王子っスからねー。若くて美形な王子様なんてそんなに転がってないっスよ」

　そう、この世には三十オーバーでデブな王子様がいたりするんですよ。

　って、こんな非常に危ない話は置いといて、今この三人は御お伽とぎ銀行地上支店というそれっぽい名前のついたボロいプレハブの中で依い頼らい人を待ってる最中だ。

「にしても遅おせーなー」

「そろそろ時間っスから来るんじゃないっスか……」

　なんて話してたらトントンとノックの音がした。

「どうぞですの」

　りんごさんがそう声をかけると扉とびらがガラガラッと開いた。

「失礼いたします…………坊ぼつちゃま、こちらでございます」

　入ってきたのは、黒髪かみを七三でぴっちり固めてめがねでくちひげタキシードというこれぞ執しつ事じといった細身の中年男性と……

「ハーメル、ここか、ここなのか！　汚きたなくて狭せまいのう、庶しよ民みんはこんな家に住んでおるのか」

「家ではございませんよ、坊ちゃま」

　生意気なガキだった。

　つぶらな瞳ひとみに、ちょっと出っ張った前歯がとてもチャーミングな小動物っぽい少年におおかみさんは一言漏もらす。
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「…………なんなんだこの失礼なガキは」

　そう、この少年。小動物っぽいはぽいのだが、小こ柄がらな体型やそのかわいらしい容姿に反比例するかのように態度が無茶苦茶でかかった。

　その少年の態度に、いくらボロいといってもそこは黙だまっておくのが人の道というものだろう……なんておおかみさんは思う。が、思い返すと人の道を踏ふみ外してるっぽいというか人の道というのがどんなものかすら認にん識しきしてなさそうな人間と関かかわるのが多いことに気がつき、また変なのが来たなぁと自分の人生についてしんみり考えてしまう。

　おおかみさんが何を考えているのか察して、にやにやしながらりんごさんはお客さん二人に座るよう促うながした。

「ま、汚きたない所ですがどうぞ座ってくださいの」

「はい、ありがとうございます。坊ぼつちゃま……」

「うむ」

　座ったのは少年だけで執しつ事じさんは少年の後ろに控ひかえている。さすが執事です。そしてその執事さんが紹しよう介かいを始めた。

「こちらが本日依い頼らいさせていただきます、我が主人で根ね角ずみ家次期当主であらせられます根角忠ちゆう太た郎ろう様にございます」

「うむ、今日はよろしく頼たのむ」

　根角少年は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「そしてわたくしは忠太郎様付きの執事をしておりますハーメルと申します。気楽にハーメルとお呼びくださいませ」

　丁てい寧ねいな挨あい拶さつに今度はりんごさんが自身とおおかみさんたちを紹しよう介かいする。

　どうでもいいですが、執事のハーメルさん。どっからどう見ても日本人なんですが……

「これはこれはご丁寧にですの。私がこの件を担当させていただきます、赤あか井い林りん檎ごと申しますの。よろしくですの。それで彼女が同どう僚りようの大おお神かみ涼りよう子こ、彼が森もり野の亮りよう士しですの」

　おおかみさんと亮士くんも一応頭を下げる。

「はい、よろしくお願いいたします」

　なんて形式的なやりとりをしていた皆みなさんですが、

「…………？」

　そこで執事のハーメルさんは隣となりの給湯室から顔を半分出してじ[image: ～][image: ～][image: ～]っと自分を見ている人ひと影かげ…………おつうさんに気がついた。

　見つめ合う執事とメイド。そして、唐とう突とつにおつうさんがハーメルさんに聞いた。

「おっお名前は？」

「ハーメルと申します」

「そうですか……」

　なぜかおつうさんは心底残念そうな顔をする。しかし、執しつ事じのハーメルさんの言葉は終わりではなかった。

「…………魂の名前ソウルネームはセバスチャンでございますが」

　この言葉で、おつうさんはぱああっとすんごいいい笑え顔がおになる。

「……セバスチャン」

　感きわまったのかもう既すでに笑顔を通り越こして恍こう惚こつの表情にまでいってる感じだ。

　そんなおつうさんに今度はハーメルさんが聞いた。

「よろしければお嬢じよう様の名前を聞いてもよろしいでしょうか？」

「あ、申し遅おくれました。わたくしの名前は鶴つるヶが谷やおつうと申します」

　おつうさんはぺこりとお辞じ儀ぎする。

「おつうさまですか。良い名前です。……ではわたくしからも一つ」

　執事のハーメルさんがメイドのおつうさんに向けて言った。

「…………エッチなのは？」

「いけないと思います!!」

　おつうさんは打てば響ひびく鐘かねのように返事をする。

　二人の間に流れるのは深い共感と同類に対する共鳴、間ま違ちがいなく今二人は歳としの差、性別の差その他諸もろ々もろを乗り越えて心でわかり合えていた。

　そのあとおつうさんは何を言うこともなく、皆みなに紅茶を入れてそそくさと消えていった。

　おつうさんが消えたのを見計らって、おおかみさんがぽつりと言う。

「……なんなんだいったい」

「メイドと執事で何か通じるものがあったんじゃないですの？」

　しばらくおつうさんの消えていった方向を見ていたりんごさんだった。が、そうしてるわけにもいかないので気を取り直して仕事の話に移る。

「それはともかく依い頼らいの件を聞きましょうですの。簡単には聞いていますけど、詳くわしくは本人に聞いてくださいと頭とう取どりさんに言われましたので」

「はい、わかりました。それで依頼の件ですが……」

「嫁よめ探しじゃ！」

　根ね角ずみ少年が執事のハーメルさんの言葉を遮さえぎるように偉えらそうに言った。

「……と、いうわけでございます」

「失礼ですが嫁探しという歳じゃないと思うのですけど」

「根角家では御おん歳十二で婚約者を決めるという決まりがあるのです」

「……なるほどですの」

「だから嫁を探しに来たのじゃ。我は今十一、故ゆえに早さつ急きゆうに決めねばならんのじゃ。できれば今週中にな。我の誕たん生じよう日びは来週なのじゃ」

「今週中？　そらまた急だな」

「というか、わかってたんなら前もって準備してたらよかったんじゃないっスか？」

「だなー。おい、おまえそういう相手はいねーのか？」

　根ね角ずみ少年にめんどくさそうにおおかみさんが聞く。

「……おらん！　だからこうして恥はじを忍しのんで頼たのみに来たのじゃっ!!」

　とりあえずおおかみさんたち三人は全然忍んでねーなんて感想を飲み込んで大人な対応をした。

「…………なるほど、それでどんな方をお望みですの？」

　嫁よめを探すにしても好みがわからないとどうしようもないと聞くりんごさんに、根角少年は少し考えたあと答える。

「そうじゃのう……我は根角をしょって立つ人間、それをサポートできる仕事のできそうな頭のよい嫁がよいのう。あとは、年上の女房は金かねのわらじを履はいてでも探せというし、年上がよいかと思ってここに来たわけじゃ」

　根角少年の少年らしくない現実的で打算的な言葉。

「仕事が」

「できそうな」

「人っスか」

　それを聞いた三人の脳裏に真っ先に浮かんだのは、御お伽とぎ銀行に咲く一輪の良心アリスさんだった。三人の脳内でアリスさんはぴしっとスーツで決めてキラーンとめがねを光らせている。

　そんな三人の様子を見た執しつ事じのハーメルさんが口を開いた。

「どうやら心当たりがありそうですな」

「あるといえばありますの」

「でもなぁ」

　おおかみさんとりんごさんは顔を見合わせる。

　仕事のできる女といえばやっぱりアリスさんですよ。ただ、この場に呼んでいいものかと、二人は悩なやむ。だってこれ嫁探しですし。

　それに頭取さんとアリスさんの間には何か特別な感情が……

「失礼します」

「あっアリス先せん輩ぱい、どうしたんスか？」

「いえ、様子を見てくるように頭取に言われたものですから」

　……なかったようです。

　ちょうど良いところで現れた哀あわれな子こ羊ひつじアリスさんは、何も知らされてなさそうな感じだ。

　このベストなタイミングはもちろん作さく為い的なもので、裏で糸を引いているのはもちろん、あの人しかいない。

「……あんの昼ひる行あん灯どんの穀ごく潰つぶし」

「思いっきりアリス先せん輩ぱいを売ってますのよ」

　おおかみさんとりんごさんは頭痛をこらえるように額に手を当てた。

「いや、なんというか……どうしようもないっスねぇ」

　亮りよう士しくんも流石さすがにこれは……という顔をする。これは男としてどころか人としてだめでしょう。

「……彼女が話に出ていた仕事のできる女性らしいですな」

　三人の愉ゆ快かいなリアクションに執しつ事じのハーメルさんは、ふむふむと言いながら懐ふところから取り出したファイルをぴらぴらとめくり出す。

「ほほう、それは真まことか！」

　根ね角ずみ少年はソファから立ち上がりアリスさんをジロジロ見る。

「……なんでしょう？」

　いったいなんなんだと、アリスさんは困こん惑わくしている。

　そんなアリスさんを横目に見ながらりんごさんが執事さんに聞く。

「……ちなみにそれは？」

「桐きり木き様から一応めぼしい相手の情報を事前にいただいていたのです」

　頭取さんは個人情報すら渡わたしていたらしいですね。もうどうしようもないくらい外げ道どうですね。

「……なるほど、頭も悪くない、自らの容姿を理解し武器にすることを知っている。美しく頭がよく仕事ができる。いわゆるできる女とは彼女のような人をいうんでしょうな」

　ファイルを片手に、執事さんはアリスさんを褒ほめまくる。こうしていいところだけを抜ぬき出していけば太陽のように輝かがやかしい未来が約束されてそうな感じのアリスさんだ。

「…………はあ、ありがとうございます」

　いきなりの褒め言葉に、アリスさんは困惑する。でもまあ、ここまで褒められて悪い気がするわけもなく、頰ほほが少しだけ染まっている。

「多少融ゆう通ずうが利きかないようですが、サポートに徹てつするならそれもあまり問題にはならないでしょう。まだ若く経験が足りないでしょうが、それさえ補えれば坊ぼつちゃまを見事に支えてくださること間ま違ちがいありません」

　それを聞いた根角少年はアリスさんの手を握にぎりいきなり求婚する。

「おお、それはすばらしい。おぬし、是ぜ非ひとも我の嫁よめに……」

　が、それを遮さえぎるように執事のハーメルさんが言う。

「……しかし、仕事のパートナーとしてならまだしも真面目まじめすぎる彼女を嫁にしたら私生活まで管理されてしまうでしょうな。ああいう女性と一いつ緒しよになれば気苦労が絶えないに違いありません。坊ちゃま、見てください、あの眉み間けんに刻まれたしわを。間違いなく将来は気難しいヒステリーばばあになりますね。あと、それどこで売ってるんですか？　というような三角めがねをかけて何々ザマスという語尾をつけるようになるに違ちがいありません」

「……なるほどのぅ。確かに、あの眉み間けんのしわは厳しい気がするぞ！　ザマスも嫌いやじゃ!!」

「そうでございましょう、そうでございましょう!!」

　一転して、アリスさんはいきなりこき下ろされる。

　この暴言はもちろんアリスさんに聞こえているわけで、アリスさんはピクピクぷるぷるしてますよ。頭とう取どりさんに頼たのまれ仕方なく来てみたらこれですよ。これはキレても許されるでしょう。

「ひいぃいぃ」

　そのアリスさんから発せられるどす黒い怒いかりの波動に亮りよう士しくんが思わず悲鳴を漏もらす。

「せっ戦略的撤てつ退たいを進言いたしますの！」

「異議なしだ！」

　アリスさんが爆ばく発はつする前にと、おおかみさんたちはプレハブを脱だつ出しゆつする。執事のハーメルさんは根ね角ずみ少年を小こ脇わきに抱かかえ、それにしっかりついていっている。なかなかのやり手ですね。

「すっ好きで眉間にしわ寄せてるわけじゃないわよっ!!　余計なお世話よっ!!　ザマスってなによっ!!　キィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

　プレハブから聞こえてくるアリスさんの叫さけびを背中に受けながら、おおかみさんたちは一目散に逃げ出した。




「…………仕事のできる女はなしじゃな」

　アリスさんの怒りの波動を感じなくなったところで根角少年が言った。

「それがよろしいでしょう」

　あの怒りの波動を浴びても、二人は涼すずしい顔をしている。実に図太い。

　そんな二人をあきれながら見ていたおおかみさんですが、ふと校舎の陰かげからこちらを見る視線に気がついた。視線の主は着物姿の小さなおかっぱ少女で、おおかみさんの視線を受けるとあわててささっと隠かくれた。

「…………なんだありゃ？」

「涼りよう子こさん、どうしたんスか？」

　いぶかしげな表情を浮かべたおおかみさんに気づいた亮士くんが聞く。

「いや、座ざ敷しき童わらしっぽいのがいたんだけどよ……」

「……座敷童っスか」

　亮士くんがおおかみさんの視線の先を見るが、そこには誰だれもいない。

「……ま、いいか。おいガキ、次はどんなのがいいんだ？」

　やる気なさそうにおおかみさんが聞いた。

　そんなおおかみさんのめんどくさそうで嫌そうなさっさと終わらせて帰りてーという雰ふん囲い気きにも、根角少年は全く動じていない。

「そうじゃの、仕事ができるおなごがだめなら……家庭的な女性がよいの。家事万能で家庭をしっかり守ってくれるような」

　空気が読めないのかそれとも大物なのか。

「なるほど……では、この方がよろしいのでは？」

「…………ほほう、よさそうじゃ」

　執しつ事じのハーメルさんがファイルを見せると、根ね角ずみ少年がうむうむと頷うなずいている。

「……ちょっと見せてくださいの」

　今度はいったい誰だれが毒どく牙がにかかるのか……とりんごさんがファイルを見せてもらうと、そこには真っ赤なお団子頭ときつい目つきが印象的な少女の写真があった。

「……次は地じ蔵ぞう先せん輩ぱいか」

「確かに家事万能っスね」

　確かに地蔵さんはいい奥さんになりそうです。彼女なら仕事から疲つかれて帰ってきた旦だん那なさんを雲のように優やさしく包み込んで癒いやし、それだけでなく家庭をしっかり守って後こう顧この憂うれいをなくしてくれるに違ちがいありません。…………ピッキングで好きな相手の家に乗り込んで勝手に家事をして帰っていくという一歩間違えたらというか間違えなくても電波な行動をしてたことを除のぞけばですが。

「彼女なら今の時間は野球部が練習中のグラウンドにいると思いますけど……でも彼氏さんがいますのよ？」

「ふんそんなもの我の魅み力りよくでどうとでもなるわ!!」

　そのりんごさんの言葉を気にせず自信満々の根角少年が言った。

「……何をどうやったらこんなガキが育つんだろうな」

「この自信満々な態度を少しだけでも誰かさんに分けてもらいたいものですの」

「……………………その誰かさんってのはおれなんスかね」

　というわけで、おおかみさんはこのくそ生意気なガキを連れて野球グラウンドに向かいましたとさ。




　御お伽とぎ花ばな市しに存在する私立御伽学園のスポーツ施し設せつはかなり整っている。それはどれくらいかというと、広大な敷しき地ちにそれぞれの部の専用施設があるほどだ。一応メジャーな部だけだが、それでも十分すごい。甲子園に出場したことはないものの、いつも好成績を残し強きよう豪ごう校の一角に数えられる野球部には、もちろん豪ごう華かな専用のグラウンドが用意されているのだ。

　そんな豪華施設に根角少年たちを連れてやって来たおおかみさんたちがグラウンドを見ると、野球部員たちが野球に打ち込み汗あせを流していた。う～ん実に青春っぽい光景です。

　夏の甲子園予選の近い野球部員たちの熱気と共に、選手たちのかけ声やボールを金属バットで打ち返すときの甲かん高だかい音が響ひびいてくる。中でも一ひと際きわ響いているのはグラウンド隅すみの投球練習場でボールをミットで受ける音だった。

　その音の響ひびく方向に目をやると、そこではじじむさいというか、老ふけ顔でどう見ても高校生には見えない花はな咲さきさんが黙もく々もくと投球練習をしているのが見て取れた。

「う[image: ～][image: ～]ん、いいよいいよ。とっても気持ちいいよ！」

　花咲さんのボールを受けている小こ柄がらなキャッチャーがそう言いながらボールを花咲さんに投げ返す。

「……………………」

　花咲さんは無言でボールを受け取ると振ふりかぶり……

　ズバァンッ!!

　ボールは再び派手な音を立ててキャッチャーミットに吸い込まれる。

「う～、今のもいいよ、すっごくいいよ～、気持ちいいよ～」

　ブルブルゾクゾクッと、キャッチャーが震ふるえる。

　それを見ておおかみさんはつぶやいた。

「……気持ち悪いな」

「キャッチャーの犬いぬ塚づか先せん輩ぱいですの？」

「ああ」

　おおかみさんアイにはキャッチャーマスク越ごしに紅潮し恍こう惚こつとした犬塚さんの表情が見えている。

「まあ、犬塚先輩は痛みを強さに変えることができる人ですし、仕方ないですの」

　……いやいやものは言いようですね。ただのマゾも表現を変えればものすごくかっこいい感じになります。

「それどこの変身ヒーローだよ。……そいやあ、桃ももちゃん先輩に鞭むちで殴なぐられて喜ぶマゾだったな、あの人」

　おおかみさんが鬼おにヶが島しま殴り込み事件で組んだときのことを思い出す。

「そうですの。犬塚先輩は華きや奢しやですし、どう見てもキャッチャーに向かない体型ですの。でも努力でそれを補った……」

　そこでまたバシイッ!!　という音が響き渡わたり犬塚さんの艶つやのある声が。

「ん～いいよいいよ、ゾクゾク来るよ!!」

「……すべては花咲先輩の球を受けて痛みを感じるために!!」

　ぐぐっと、りんごさんが握にぎり拳こぶしで熱弁するが、おおかみさんはそれを微び妙みような顔で見てる。

「………………詳くわしいな」

「まあ、前も言ったように一部ではすごく有名な人なんですのよ」

「顔はいいのになぁあの人、もったいない」

　おおかみさんはつぶやく。

「あれがいいんじゃないですの。マゾで線の細い美少年、……一度飼かってみたいものですの」

　りんごさんはどうやら一部の人の中に思いっきり入っているらしい。発言が黒いです。おおかみさんはその発言を聞かなかったことにする。

「…………本当に顔はいいのになぁ」

「天は二に物ぶつを与あたえないというか、余計なモノを与えちゃうんスねぇ」

　おおかみさんと亮りよう士しくんはしみじみ言う。でも、亮士くん、あんたも余計なもの与えられてる人でしょうが、人の視線でヘタれて錯さく乱らんとかいうギャグスキル持ってるくせに。

「って、こんな話してる場合じゃないですの。たぶん花はな咲さき先せん輩ぱいを見ることができる範はん囲いに……」

　りんごさんがきょろきょろし始め、おおかみさんと亮士くんもそれに続き……

「あっ、いたっすよ」

　非常に目の良い亮士くんがお目当ての人物を見つけた。




「……もしもしですの」

「ひゃっ!!」

　りんごさんが後ろから声をかけると、投球練習場から少し離はなれた場所にある茂しげみからジーッと花咲さんを見つめていた地じ蔵ぞうさんがかわいい声を上げて飛び上がった。

　花咲さん家ちへ数々の潜せん入にゆうを成功させてきた地蔵さんともあろう方がおおかみさんたちの接近に気がつかなかったのは、ものすごく真しん剣けんに見入っていたからだろう。

「あっ赤あか井いに大おお神かみか……」

「地蔵先輩…………また覗のぞきですの？」

　りんごさんが少しあきれ顔で聞く。

「いっいや違ちがうこれは……その……そう、花咲を遠くから見守っていたんだ!!　あと、またって言うな!!」

　地蔵さんがしどろもどろに弁解にもならない弁解をする。おおかみさん的には覗きと何が違うのかわかりません。

「んなもん、すぐ側そばで堂々と応おう援えんすりゃいいだろ。晴れて恋人同士になったんだし」

「そっそんなはしたないことできるか!!」

　真っ赤になって、地蔵さんはそんなことを言う。

「…………オペラグラス片手に森林迷めい彩さいのシートにくるまって茂しげみに潜せん伏ぷくして視し姦かんするのははしたなくないのか？」

「相変わらずっスねー」

　そう、今の地蔵さんの姿はいつもの冬服セーラーの上に森林迷彩のシートを被かぶるという素す敵てきすぎる格好なのだ。相変わらず愉ゆ快かいな貞てい操そう観念を持っていらっしゃるようですね。

　そんなおおかみさんたちの様子に、地じ蔵ぞうさんはこれは旗色が悪いと話題を変えようとする。

「……そっそれで、なんの用だ？」

「それはそのーですの」

「あーなんだ」

「えーとっスね」

　地蔵さんの問いに、三人はちらちらっと根ね角ずみ少年と執しつ事じのハーメルさんを見る。

「このファイルの情報によると名前は地蔵あみ様、家事万能でまじめな人ひと柄がら、そしてあのように奥ゆかしく、とても一いち途ずであると」

「なるほど」

　あの地蔵さんの見事な潜せん伏ぷく技術を奥ゆかしいと表現してそれに納なつ得とくできるあたり、この二人はただ者ではないに違ちがいない。

「彼女のような人を娶めとることができれば家をしっかり護まもってくれ、故ゆえに後こう顧この憂うれいなく仕事に打ち込めるでしょう」

「それはすばらしい！」

「なっなんだ？」

　ガッシと地蔵さんの手をつかむ根角少年に、地蔵さんは何が何だかわからない様子だ。

「おぬし、是ぜ非ひとも我の嫁よめに……」

　ですが、やっぱりここでも執事のハーメルさんは入り込んでくる。

「しかし、しかしです。一途さも度を過ぎればそれはただの重い女です。いわゆる地じ雷らい女というやつですな。ほら見てください、彼女は絶対ストーキングとかしたあげくにバレンタインに手編みのセーターとかいきなり送りつけるタイプですよ」

「うむぅそれは……確かに重そうだのう。いきなり手編みのセーターはきつい」

　その二人の会話に、地蔵さんはガーンとショックを受ける。何か心当たりがあったのだろうか。

「おっ重い……地雷女」

　そしてガーンとショックを受けた地蔵さんの切れ長な目にどんどん涙なみだがたまっていき……

「うっ………………うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　迷めい彩さいシートにくるまれたまま、地蔵さんは泣きながら走り去った。

　その怪あやしいことこの上ない地蔵さんの後ろ姿を見ながらりんごさんがぽつりと言った。

「…………今度謝あやまっておきましょうですの」

「…………そうだな」

「…………そうっスね」

　あとで花はな咲さきさんに慰なぐさめてあげるよう言っとこう……なんて地蔵さん慰め大作戦の計画を練り始めるおおかみさんたちだが、その事態を巻き起こした二人はというと、

「うむむ……家庭的な女もだめか」

「そうでございますな」

　全く気にしてないようだ。この迷めい惑わくすぎる主従たちはまだまだ嫁よめ探しを続ける気満々のようだ。

「次は……そうじゃのう……根ね角ずみ家は代々続く名門の家いえ柄がら、それに釣つり合わないまでもそれなりの家柄が必要かもしれんな。そういうところを気にする親しん戚せき連中もいるじゃろうし」

「家柄の格ですかなるほど、それならば…………この方などどうでしょう」

「……ほう、なかなかべっぴんなおなごじゃのう」

「彼女はあの竜りゆう宮ぐう家の一人娘むすめ、家柄教養申し分ありませんな」

　執しつ事じのハーメルさんの開いたファイルに写っているのは、清せい楚そかつおしとやかでこれぞやまとなでしこといった風の乙おと姫ひめさんだった。

「……また困った人に目をつけたものですの」

「というか、乙姫婚こん約やく者がいるぞ」

「ふん、そんなもの関係ないな！　というわけで、このおなごの許もとに案あ内ないせい!!」

「はいはい、わかりましたのー」

　りんごさんはため息混じりに携けい帯たい電話を取り出し、おおかみさんは天を仰あおいで言った。

「…………マジ帰らせてくれ」




　携帯電話にかけても出てこない乙姫さんに、仕方なく足で捜さがすことにしたおおかみさんたちだったが、思いの外早く乙姫さんを発見できた。聞き込みをしていたら、浦うら島しまさんを追いかけていたという多数の目もく撃げき情報を得ることができたからだ。

　目撃情報を元に乙姫さんの足そく跡せきをたどると、浦島さんがどんどん人気のない方向に追い詰つめられているのがわかり、浦島さんの末路がありありと浮かんできます。

「……すごいっスね、この獲え物ものを罠わなに追い込んでいく技術は見習いたいものっスよ」

「森もり野の君にそうまで言わせるとは、さすが乙姫さんですの」

「だなー」

　そして、学園の端はしの体育倉庫がいくつも立ち並んでいる辺りに来ると、哀あわれな声が聞こえてきた。

「おっ乙姫!!　誤解だ!!　アレは別に口く説どいていたわけじゃないんだ!!　ただ、依い頼らいを円えん滑かつにこなすため、依頼人と意思の疎そ通つうを図ろうと……」

「意思の疎通を図るためというならば、なぜ手を握にぎり愛を囁ささやく必要があるのでございますか!!」

　どうやら浦島さんは依頼にかこつけて依頼人と仲良くなろうとしていたらしい。そしてそれを目撃した乙姫さんが嫉しつ妬とのあまり逃にげる浦島さんを追跡というのが事の真相のようだ。

「……相変わらずですの」

「……だなー」

　以前の我が慢まん大会でなんというかテクニシャンだということが女生徒の間に知れ渡わたってしまった乙おと姫ひめさん。それ以来、彼氏との仲がうまくいってないやら、彼氏をもっと自分にめろめろにさせたいやら、彼氏との仲をもっと深めたいやらという依い頼らいが御お伽とぎ銀行では増えているのだ。

　そんな依頼にテクニシャン乙姫さんと、軟なん派ぱで経験豊富な浦うら島しまさんはこれ以上ないというほど適任で、依頼を受けた女生徒たちからは感謝の手紙や声が山ほど届いてたりしている。

　余談だが、乙姫さんは教えた生徒から尊敬をもって師匠せんせいと呼ばれ、その乙姫さんに心しん酔すいした生徒たちにより浦島さんへの女の子包囲網もうは完かん璧ぺきなモノになりつつあるらしい。浦島さんはうかつにナンパもできないし、したとしてもあっという間に乙姫さんに情報が伝わり、今のように逃にげることすらかなわないということになっていたりする。恐おそるべし乙姫さん。

　まあ、それはともかく、乙姫さんは浦島さんに詰つめ寄っている。どこからどう見ても犬も食わない痴ち話わ喧げん嘩かで、そんな二人に近寄ろうとするのはよほどの物好きだけでしょう。

　しかし、空気の読めない根ね角ずみ少年は乙姫さんに近づき手を握った。

「おぬし、是ぜ非ひとも我の嫁よめになってくれぬか？」

　今までと同じように、根角少年は求婚を始める。

　いきなりの出来事に、乙姫さんは面食らう。しかし、乙姫さんの想おもいは揺ゆるがない。乙姫さんは、

「それは……申し訳ございません。私には将来を誓ちかい合った殿との方がたが……」

　なんてちらっと浦島さんに目を向けた。…………が、

「やあ、涼りよう子こさんにりんごさんではないですか。相変わらずお美しい」

「それはどうもですのー」

「あーはいはい」

　そこには相変わらずの様子でナンパしている浦島さんと、ものすごく投げやりに対応しているおおかみさんとりんごさんの姿があった。

「ふっ、相変わらずつれない女ひとたちだ。しかしだからこそ、この浦島の心が燃え上がるのです……」

　その様子を見た乙姫さんは一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てん突とつ破ぱする。

「太た郎ろう様！」

「うひぃ！」

　乙姫さんの大声に、浦島さんは思わず情けない声を上げてしまう。どこからどう見ても三枚目です。

「私がほかの殿方に求婚されているというのに反応もしないどころかほかの方に目をやるなど酷ひどすぎでございます！　太郎様、私のことが嫌きらいになったのでございますか！」

「いや、ほかの殿との方がたっていってもまだガキ……」

「太た郎ろう様っ!!」

　浦うら島しまさんの言い訳も聞かず涙なみだ目めで詰つめ寄る乙おと姫ひめさんに、今までの経験則からこれはやばいと察した浦島さんはなだめにかかる。

「……そんなことないよ乙姫。いつだって僕の目に映っているのは君だけさ（キラーン）」

「…………ああ、太郎様」

　歯まで光らせた浦島さんの笑え顔がおに、乙姫さんは一瞬で懐かい柔じゆうされてしまう。

　このシーンだけ見れば軟なん派ぱなだめ男とそのだめ男に捕つかまった都合のいい女といった感じなんですが、ここで終わらないのが乙姫さんなのです。

「太郎様……私は私は…………」

「……乙姫」

　抱だき合う二人。それは美しい恋人同士の光景。が、計算なのか天然なのか、乙姫さんはぎゅっと浦島さんに抱きついたまま……すっと流れるように浦島さんのバックを取った。まるで格かく闘とう技でも見ているようです。

「はっしまった!!」

　背後から羽は交がい締じめにされ、浦島さんは身動きがとれない。さすが寝ね技わざのプロフェッショナル乙姫さんですね。一いち分ぶの隙すきもありません。

　そんな浦島さんを、頰ほほを赤く染めた恋する乙女おとめの表情で、乙姫さんはいつもの通りにズルズルとどこかに引きずっていく。ちなみに目的地と思われる場所には人気のない体育倉庫がある。恋する乙女にあるまじき力強さと計算高さですね。

「ちょっ乙姫さん!?」

　と、最初は抵てい抗こうしていた浦島さんだったが、もう逃にげられないと思ったのか、途と中ちゆうから抵抗せずなすがままになっている。

　そんな売られていく子牛のような浦島さんは、なにかを悟さとった聖者のような表情を浮かべ、目を丸くして自分を見ている根ね角ずみ少年に言った。

「ふっ、少年よ。乙姫に目をつけるとはすばらしい眼力だ。その女を見る目を誇ほこるといい。だが……女を見る目が良すぎるのも難なん儀ぎなものでな……」

　女を見る目が良すぎて眠ねむれる原石乙姫さんを見つけ出してしまった浦島さんの含がん蓄ちくあるお言葉だった。

「要するに…………なにごともほどほどがいいということだ!!」

　いい女すぎる乙姫さんにいろいろ吸い取られすぎて腎じん虚きよになった男は言うことが違ちがいますね。

「…………なんだかよくわからんが助言感謝するぞ」

「ふっ、気にすることはない。人生の先達として後こう輩はいに助言するのは当たり前のことだ」

　きらっと歯を光らせていい顔で浦島さんが言った…………………………相変わらず乙姫さんに引きずられていきながら。地じ獄ごく……いや天国？　の入り口まではあとわずかです。

　浦うら島しまさんはぐっと親指を立てサムズアップ、根ね角ずみ少年も有用な助言をしてくれた浦島さんにサムズアップを返す。

「うむ、誰だれだか知らんがおぬしの助言は忘れんぞ」

　そして体育倉庫の中へと、浦島さんと乙おと姫ひめさんはフェードアウトしていく。風のように去っていった手て際ぎわの良すぎる乙姫さんを見届けたあと、根角少年は畏い怖ふの混じった声でつぶやいた。

「…………おなごとはものすごい生き物じゃのう」

　そんな一つ大人になっちゃった根角少年の反応におおかみさんは微び妙みような顔をする。

「なんというか、おなごで一括くくりにされるとなんか嫌いやだな」

「全くですの。乙姫さん、悪い人じゃないんですけど、一いつ緒しよにされるのは……」

　確かに乙姫さんは特とく殊しゆすぎる人なので、あの人と一緒にされるとおおかみさんもりんごさんも困りますよね。

「…………じゃあ、まあ行くか」

「そうですのね」

「了りよう解かいっス」

　ここはもうすぐ教育上良くなさすぎる十八禁の世界に変へん貌ぼうするのでその前に離り脱だつをしなければならないのだ。




「……これで家いえ柄がらの良いおなごもだめか。ではいったい我はどうすれば……」

　とぼとぼ歩きながらそうつぶやく根角少年に執しつ事じのハーメルさんが言った。

「……僭せん越えつながらわたくしめが意見を申し上げてよろしいでしょうか？」

「聞こう。おまえは嫁よめに必要なのは何だと言うんじゃ？」

「はい……仕事ができる女性、家庭的な女性、家柄のよい女性。それは考こう慮りよすべき要素ではあるでしょうが絶対に必要なものではないのです。そう！　ほかに絶対に必要なものがあるのです！」

「ほう！　そんなものがあるのか……で、それは何じゃ？」

　根角少年が聞くと執事は思いっきりもったいぶったあと言った。

「それは……………………おっぱいでございます!!」

「おっぱいか！」

「そうおっぱいです!!」

　その意外すぎる馬ば鹿かワードに、おおかみさんたちは思わずズコーなんてズッコケリアクションをやってしまう。だが、馬鹿主従はそんなおおかみさんたちを全くの無視だ。

「おっぱいはすばらしいのです!!　こういうジョークがございます。ある男が三人の女性の中から結婚相手を選ぼうとしていた。男は女性それぞれに同額のお金を渡わたしそのお金の遣つかい方を見て、結婚相手を決めることにした。一人目の女は『あなたに相応ふさわしいよう私はきれいになりたかったの』とその金で宝石や服を買い自分を着飾かざるために遣つかった。二人目の女は『あなたの幸せが私の幸せなの』とその金で男の物を買いプレゼントした。三人目の女は『私はあなたのお金を無む駄だ遣いしないで将来のために投資したの』とその金を増やした。

　そしてその男は考えたすえ…………」

「考えたすえ？」

「…………………………………………三人の中で一番おっぱいの大きな女性と結婚した!!」

　ズズズズコーとまたもやクラシックな効果音と共に、おおかみさんたちはこける。

「こっこいつら……」

「どうしようもないですの」

　あきれと不ふ機き嫌げんを顔に貼はり付けてぴくぴくしてるおおかみさんとりんごさんですが……そのリアクションと顔はヒロイン的にＮＧなのでもう少しかわいい顔をお願いしますよ!!

「これは男の悲しい性さがを如によ実じつに表したジョークといえましょう。そう男はみんなおっぱいが大好きなのです！　あのたわわに実った魅み惑わくの果実には男の夢と浪ろ漫まんが詰つまっているのですよ!!」

「なるほど、確かに!!　おい、おまえ！　我におっぱいの大きなおなごを紹しよう介かいしてくれ!!」

「それで森もり野の様、心当たりはございますでしょうか？」

　やってられねーなーとやさぐれてなぜか不ふ機き嫌げん顔なおおかみさんとりんごさん──って別になぜかじゃないですね──に代わり白羽の矢が立ってしまったのは亮りよう士しくんだった。亮士くんはおおかみさんの様子をちらちら窺うかがいながらも仕方なく答える。

「えっと……一応ありますけどってひぃいぃいぃ」

　その瞬しゆん間かんおおかみさんから漏もれる怒いかりの波動。それは嫉しつ妬とかはたまた単純な怒りか。

　そして相変わらず空気読めないというか空気読まない執しつ事じのハーメルさんがファイル片手に聞く。

「それは良かった。それで名前は？」

「……えっと吉き備び津つ桃もも子こさんっていうんスけど」

　亮士くんの記き憶おくの中で一番の乳サイズを誇ほこるのは桃ちゃんだ。あれはすごかったなーなんて、亮士くんは思わず遠い目をしちゃう。でも良いんですか？　おおかみさんがものすごい目であなたのこと見てますよ？

「吉備津……桃子…………おお、ありました。なるほど、これはすばらしい」

　ファイルに貼はり付けてある小さなバストアップの写真からでも、桃ちゃんのおっぱいのすばらしさはわかるらしい。

「それで吉備津様はどこに？」

「さあ……この時間なら学園内を見回ってるんじゃないっスかね、涼りよう子こさ……ひぃいぃいぃ」

　おおかみさんに同意を求めようとしたら返ってきたその怒いかりの波動に、またもや悲鳴を上げる亮りよう士しくんなのでした。




「ほほう、実物はさらにすばらしいですな」

「ハーメル！　さすがじゃ、これはすごいのう!!」

　馬ば鹿かみたい広い学園内を歩き回ること一時間、途と中ちゆう疲つかれただなんだと言っていた根ね角ずみ少年だが、そんな疲れなど吹ふっ飛んだらしい。

　……桃ももちゃんのおっぱいで。

「なによこれん」

　相変わらず非常に露ろ出しゆつ度の高い実にけしからんセーラー服姿の桃ちゃんが根角少年を見て言った。そんな状じよう況きようがわかってない桃ちゃんに亮士くんはご挨あい拶さつする。

「……先日はどうもっス」

　ちなみにここでいう先日は鬼おにヶが島しま高校に鬼退治に行ったときのことだ。鬼退治につれてったお供の三人はいない。それぞれほかの部活に所属してたりするので、桃ちゃんは三人を必要なときに呼び出すようにしている。桃ちゃんが連れん絡らくしたら学園内なら五分以内にやってくるほどおっぱい大好き……もとい忠誠心抜ばつ群ぐんな三人なので、一いつ緒しよにいなくても問題ないのだ。

「あーりょーちゃんじゃない、元気してたん？」

「まっまあ、ぼちぼちっス」

　亮士くんはビクビクしながら桃ちゃんと会話をする。亮士くん的には過度の接せつ触しよくを図ってくる桃ちゃんは苦手なのだ。今も、不必要なまで近くに接近してきた桃ちゃんに亮士くんはもう爆ばく発はつ寸前ですよ。…………性的な意味じゃないですよ？

「……で、あのおおかみちゃんたちどうしたのん？　すごく目が怖こわいんだけど……」

「えーとその、気にしない方向でお願いするっス。で、今なんスけど依い頼らいで嫁よめ探しなんてことやってるんスよ」

「嫁探し？　……この子の？」

　桃ちゃんが根角少年を指さす。

「そうっス、それで好みを聞いてたら桃ちゃん先せん輩ぱいにたどり着いたんス」

「なるほど、美しいって罪ねん」

　なんてことさらに胸を強調するポーズを決める桃ちゃん。相変わらずの反応兵器に、根角少年と執しつ事じのハーメルさんはおおうと声を漏もらす。

「どうですか坊ぼつちゃま!!　このようにおっぱいはすばらしいのですよ、理屈などすべて吹ふき飛ばすほどに!!」

「うむ、確かにアレはすばらしいな！　おぬし、是ぜ非ひとも我の嫁に……」

　しかし、根角少年が桃ちゃんにそこまで言ったところで、馬ば鹿か執事がまたもや割り込んでくる。

「……そう、おっぱいはすばらしい。しかし巨きよ乳にゆうには、大きな問題があるのでございます」

「なにっ!?　それはなんじゃ？」

「なぜならば……なぜならばこの世界には重力というものがあるのです!!」

　くっ……と心底悔くやしそうに絶望を顔に貼はり付けて執しつ事じさんが言った。見た目がまじめな執事なのに実にお馬ば鹿かな人ですね。

「あの見事なおっぱいも、時が経たてば地球の重力に逆らえずどんどんとたれていき、あの張りもあの美しいシルエットも見る影かげもなくなってしまうでしょう!!」

「なっなんじゃと!!　…………ううむそれはもったいない」

　根ね角ずみ少年の桃ももちゃんを見る目に憐れん憫びんの光が宿る。

「はい、非常にもったいのうございます」

　もったいない、それは美しい日本の誇ほこるべきすばらしい言葉。

「なっ、そんないことないわよん！　このアタシが重力ごときに負けるとでも言うつもりなのんっ!?」

　馬鹿主従のいきなりの暴言に、桃ちゃんは胸をぶるんぶるん揺ゆらしながら抗こう議ぎする。だが、ほかにも馬鹿主従の言葉に反応した者がいた。それは……

「まーたいへんですこと、おほほほ」

「いやー全く、同情するぜ桃ちゃん先せん輩ぱい」

　ここぞとばかりに復活し、テンションが高いおおかみさんとりんごさんだった。

「なっおおかみちゃんにりんごちゃんまでそんなこと言うのん！」

　下げ克こく上を食らって、桃ちゃんは狼ろう狽ばいする。今ここではブラックマンデーもかくやという勢いで乳の価値が暴落してます。

「ふっふふっ、まっ負け惜おしみなんて見苦しいわよん、おっおおかみちゃんにりんごちゃん」

　桃ちゃんは強がってみせる。しかし身体からだはガクガクぷるぷるカタカタと震ふるえてて、そこにはいつもの余よ裕ゆうはない。そんな桃ちゃんの肩かたをおおかみさんがとんとんと叩たたく。おおかみさんすごく優やさしい顔をしている。間ま違ちがいなく勝者が敗者に向ける顔だ。

「……がんばってくれ。桃ちゃん先輩ならあと十年くらいは大だい丈じよう夫ぶだと思うぜ」

　それは暗にその後は知らねーがなんて意味を潜ひそませてるんですか？

「私も応おう援えんしてますの」

　ガンバッ！　と、りんごさんもガッツポーズでかわいく励はげます。

　そんな桃ちゃんを励ます二人の顔は、本当に心配そうな本気で励まそうとしてるような優しい顔で……

「が[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　だからこそ桃ちゃんは大ダメージを受けた。

「うっうそよそんなわけがあるはずがないわよん……そんなわけ」

　そんな二人の優やさしさにとどめを刺さされた桃ももちゃんはしゃがみ込んでブツブツ言い始めちゃってますよ……可か哀わい想そうに。

　いやー女の争いって本当に醜みにくいものですね。それではさよならさよならさよなら……なんて感じでその場から離り脱だつしようとしていた亮りよう士しくんだったが、見事におおかみさんとりんごさんに捕つかまってしまった。

　おおかみさんとりんごさんは自分たちで哀あわれもうとするだけでなく、亮士くんにまで哀れませて桃ちゃんにとどめを刺そうとする。いやー醜い、実に醜い。

「亮士も慰なぐさめてやれよ」

「そうですのよ森もり野の君、人には優しさが必要なときがあるんですのよ」

　この二人、いつぞやのおっぱい談義で桃ちゃんにひたすら哀れまれてたのを相当根に持ってたらしいですね。

　そして恋心と漢おとこの本能の狭はざ間まで亮士くんは葛かつ藤とうする。

「うううう……ああああ」

　亮士くんの中の漢はあのおっぱいを貶けなすなんてとんでもない！　と叫さけび、亮士くんの中の恋心はボリュームがあろうがなかろうがこの世で一番はおおかみさんのおっぱいだと吼ほえる。

「おっおれはいったいどうすれば……」

　どうもしなくていいです。しかしまあ、そんなどうしようもない亮士くんの葛藤をよそに執しつ事じのハーメルさんの言葉は続く。

「ですが、重力に打ち勝つ胸がこの世には存在するのです。どうぞあれをご覧らんください」

　執事が視線を向けた場所にいたのは…………おおかみさんだった。

「…………ふむぅ」

「…………なんだよ」

　おおかみさんの胸を凝ぎよう視しする根ね角ずみ少年に、おおかみさんは思わず胸をガードする。

　そんなおおかみさんを気にせず執事は言った。

「重力に打ち勝つ胸、……それは貧乳でございます！　たれる物がなければ重力など恐おそるるにたらず!!」

　そこでズバーンとおおかみさんの胸を、執事のハーメルさんは指さす。

「その姿、まさに威い風ふう堂々!!　そびえ立つ凹おう凸とつのないそのシルエットはどんな風にも揺ゆるがない壁かべのごとく!!　そう、貧乳はどんな環かん境きようにも強い耐たい性せいを発はつ揮きし、経けい年ねん劣れつ化かが最低限に抑おさえられ、体重の増加などに気をつければ年を取っても若い頃ころのスタイルをほぼそのまま維い持じできるのです!!」

「なるほど！　確かにあの乳は重力どころか雨にも風にも雪にも夏の暑さにも負けることはなさそうじゃ!!」

　ハーメルさんの言葉に根ね角ずみ少年は心から納なつ得とくし、

「…………ぶっ殺!!」

　鉄てつ壁ぺきおおかみさんは一いつ瞬しゆんでぶち切れた。

「わっわー涼りよう子こさん！　依い頼らい人っスよ依頼人!!　落ち着いてくださいっス!!」

「うっせー離はなしやがれ!!　あいつ殴なぐる!!　ぜってー殴る!!」

「気持ちは痛いほどわかりますけど、ここはこらえてくださいの!!」

　亮りよう士しくんとりんごさんは必死におおかみさんをなだめようとするが、おおかみさんの怒いかりは収まらない。しかも執しつ事じのハーメルさんは新たな火種を燻くすぶらせるどころか、火薬庫でキャンプファイヤーを始めちゃう。

「しかし、しかしです。不変、確かにそれはすばらしいもの。ですが変化がないというのは進化がない……その場で足あし踏ぶみをしているも同じ。それではいつか飽あきを呼んでしまうでしょう」

「……ほう、それもそうかもしれん」

「ではそれを回かい避ひするのに重要なことはなにか？　……それは若さでございます」

「なんとっ!?」

「そう、若さ。それは変化の象しよう徴ちよう、未来の発はつ露ろ。……要するに同じ貧乳ならば、より若い方が良い!!　時代はロリですよお坊ぼつちゃま!!」

「なるほど、ロリか!!　ではおぬし我の嫁よめに……」

　ロリということで根角少年が今度のターゲットにしたのはおおかみさんをどうにかなだめようとしていたりんごさんだった。だが、そんな根角少年に、執事のハーメルさんはだめ出ししちゃう。

「いえいえ、あれは見た目は若くても実じつ年ねん齢れいは結構いってますな、あれはロリではありません。ロリというにはもう賞味期限が過ぎてます。あんな腐くさった年とし増まの若作りなんかポイッですよポイッ」

「…………がっでむですの!!」

　腐れロリりんごさんも一瞬でぶち切れた。

　年増の若作りとは、いつぞや同じロリ属性の宇佐見さんに向けてりんごさん自らが放った言葉なのだが、だからこそその言葉が自分に返ってくることに耐たえられなかったらしい。因果応報万物流る転てん、世界はとても残ざん酷こくにできてますね。

「ちょっ、赤あか井いさん待ってください！　赤井さんまでぶち切れちゃったらもうどうしようもないっスよ!!」

　亮士くんが叫さけぶがもう既すでに手て遅おくれ。さらにはいつのまにやら復活した桃ももちゃんまで加わり事態はどうしようもなくなっている。

「こんのくそ執事が!!　もー許せねー!!」

「誰だれが年とし増まの若作りですの!!　私は十分若いですのよ!!　ぴちぴちですの!!」

「そうよん!!　アタシのおっぱいがたれるだなんてそんなわけないわよん!!」

「痛っ、落ち着いてくださいっス、痛っ、三人共、痛たたたたた、むぎゅっ…………ぷはっ、ちょっ、だから」

　一人でも手に負えなさそうなのにそれが三人。どうにか三人を止めようとする亮りよう士しくんが引っかかれたり髪かみをひっぱられたりとさんざんな目に遭あっている。あまりの状じよう況きようにいつもの発ほつ作ささえ出ないようだ。ただ、最後のむぎゅっはうらやましい気がします。どこにとはいいませんが埋うもれてましたし。

　しかし、やっぱりそんな惨さん劇げきもどこ吹ふく風な、根ね角ずみ少年と執しつ事じのハーメルさんだった。

「ではここで探していても意味がないということになるな」

「はい、ここには年増しかいませんからな。女によう房ぼうと畳たたみは新しい方が良いという格言がございますように、若さに勝まさるものはないのです」

「ちょっ、火に油を注がないでくださいっス!!」

　ものすごい言われように、おおかみさんとりんごさんと桃ももちゃんは怒いかりでもう言葉すら出てこない。ただ、その目がならなんでここに来やがったてめえと絶ぜつ叫きようしてますが。

「ふむ……では中等部……いや小等部に行くか」

「…………それもようございますが、もう一つ坊ぼつちゃまにお教えしたいことがあります」

「聞こう」

「坊ちゃま、若さは確かにすばらしいです。ですが、ただ若いだけではだめなのです」

「……どういうことじゃ？」

「若い女性がお好みならば、小学校に行けばいくらでもいます。そう、いくらでもいるのです。しかし、大富ふ豪ごうがいくら金を積もうとも、どんな権力を得ようとも、どんな色男であろうとも手に入れられない女性が存在します」

「ほう！　そのような女性がいるならば我にこそ相応ふさわしい！　それでそれはどんなおなごじゃ!?」

「それは……幼なじみでございます」

「っ！　幼なじみ!?」

　執事のハーメルさんのその言葉に、根ね角ずみ少年は「はっ」と何かに気がついたような顔をする。

「そう、幼なじみはいくら金を積もうが権力を振ふりかざそうが、歳としを取ってからは得ることはできないのです。なぜなら時間は不可逆なのでございますから」

「それはそうじゃが……しかし」

　口ごもる根角少年に、執事のハーメルさんが聞く。

「坊ちゃまはなぜ嫁よめ探しを？」

「それは我が家のしきたりで……」

「いえ、そういうことを聞いているのではございません。坊ぼつちゃまが何を思って嫁よめ探しを始めたのかでございます」

「それは…………」

　根ね角ずみ少年の顔が歪ゆがみ、

「では代わりにわたくしが答えましょう。……あの方のためでしょう」

　ふっと執しつ事じのハーメルさんが脇わきに目をやると、そこには着物姿の小学校高学年ぐらいであろうかわいらしい少女がいた。その少女が根角少年を見て言う。

「……忠ちゆうちゃん」

「初うい華か!!」

　少女の名を呼び、根角少年は狼ろう狽ばいする。

「なっなぜここに!?」

「……ハーメルさんに教えてもらって」

　初華と呼ばれた少女は根角少年に近づいていく。

「忠ちゃん、お嫁さん探してるって聞いたけど、本当なの？」

　その問いに根角少年は目を合わせずに答える。

「…………ああ、そうじゃ」

「なんで！　忠ちゃん、そんなに私が嫌きらいなのっ!?」

　根角少年の言葉に、少女はいきなりぽろぽろと泣き出す。根角少年はそれを見てあわて出す。

「なっなぜ泣く」

「忠ちゃん！　なんで……なんで？　そんなに私と結婚するのがいやなの!?」

　涙なみだを流す少女を見ながら執事のハーメルさんは言った。

「……坊ちゃま、もう一度お聞きします。坊ちゃまはなぜここに来て急に嫁探しを始めることにしたのでございますか？」

「それは、……初華は好きな人がいると風の噂うわさで聞いていたから。じゃから我と婚こん約やくということになればその想おもいを踏ふみにじってしまうことになる。これは家同士が勝手に決めた縁えん談だん、じゃからじゃから我は……」

「そんなのいらない!!　だって…………だって私が好きなのは忠ちゃんなんだもん!!」

「なっ!?」

「私は……私は忠ちゃんのお嫁さんになれるって聞いてとてもうれしかった!!　親が勝手に決めたことだとしても、ずっと小さい頃ころから一いつ緒しよにいて、忠ちゃんのこと大好きだったから!!

　なのに、忠ちゃんは婚約の話が出た途と端たん、お嫁さん探しなんて始めて……忠ちゃんは私のこと嫌いなの？　子供の頃、私をお嫁さんにしてくれるって言ったのは噓うそだったの!?　ねえ忠ちゃん!!」

　少女の激しいまでの想おもいのこもった言葉を受け止めた根角少年は、目をつむりしばし熟じゆつ考こうしたあと目を開き、ゆっくりと言った。

「…………いや、そんなことはない、そんなことはないぞ。…………我もおまえのことが」

「……忠ちゆうちゃん」

　少女をまっすぐ見据すえて言った根ね角ずみ少年の言葉に、少女はぱあっと笑え顔がおを浮かべる。

　少年は少女の涙なみだを指でぬぐい、

「……すまなかったな」

　少女を抱だきしめる。

「……ううん、いいの」

　少女はにっこりと微笑ほほえむ。

　その光景を笑え顔がおで見ていた執しつ事じのハーメルさんが言った。

「坊ぼつちゃまの間ま違ちがいは、初うい華か様の意思を確かく認にんしなかったことでございますな」

「……そうじゃな」

「嫁よめなど今いま更さら探すことなどありません。坊ちゃまのすぐ側そばにはかけがえのない宝が存在していたのですから」

「……………………そうじゃな」

　すれ違い遠回りし、そしてようやく想おもいを交かわすことができた二人は、手に入れた大切な宝物を二度と離はなさないとでもいうかのようにずっと抱きしめ合っていた。




　そんなあまりの急展開に抱き合う二人を啞あ然ぜんとしながら見ていた亮りよう士しくんにいきなり声がかかった。

「二人はお互たがいがお互いを想っていた？　でも相手を想うが故ゆえにすれ違ってしまったわけだね？」

　その声に振ふり向く亮士くん。

「家同士で決めた婚こん約やく、政略結婚といえば聞こえが悪いけど、そこに相手を想う気持ちがあれば、世界中に転がっている幾いく多たの出会いと変わらない？　……そうは思わないかな？　森もり野の君？」

「そうっスね。……………………で、何でここにいるんっスか？」

　いつの間にかやってきていた頭とう取どりさんに亮士くんが聞いた。

「いやね、初華君をここまでエスコートしてきたわけなんだよね？」

　どうやら、頭取さんが初華さんを案内してきたらしい。ということは、すべては執事のハーメルさんと頭取さんの計画通り。亮士くんが目をやると静かに頭を下げるハーメルさんの姿が。そこには先ほどまでのお馬ば鹿かさはありません。おおかみさんたちは二人の手のひらの上にいたということでしょう。

「近すぎて気がつきづらいけど幸せは何気ない日常にこそあるもの…………本当に大切なものはすぐ側そばにあるということだね？」

　そして、仲良く手を繫つないで歩いていく少年と少女を目を細め見やる。

　まだ若い二人にはこれから幾いく多たの困難が降りかかってくるだろう、しかしあの二人ならばそれを乗り越こえ幸せに暮らしていくに違ちがいない。

　根ね角ずみ少年は遠回りをしたが本当に大切な者にたどり着いた。ならば、これから道を違たがえたとしても、いつかは正しい道にたどり着けるだろう。それに今後は、一人ではない。すぐ側に何よりも大切な者がいるのだから。

　手を繫ぎ歩き出す二人、夏の太陽がそんな二人の前ぜん途とを祝福するかのようにさんさんと降り注いでいた。


めでたしめでたし









　……なんていい感じに終わらせようとしていた頭とう取どりさん。しかし、もちろんそうは問屋が卸おろしません。

「うーん、実にすばらしいハッピーエンドだと君たちも思わないかな？」

　なーんてことを言いながら非常にイイ笑え顔がおで頭取さんが振ふり向くと……

「……………………（怒）」×４

　そこには鬼おにが……もとい収まりのつかない女性陣じんがいた。具体的にいうとおおかみさん、りんごさん、桃ももちゃん、頭取さんについてきていたらしいアリスさんまでもがいる。

　根角少年に本当に大切な者に気がつかせるための材料となった皆みなさん、しかしその代だい償しように皆さんの乙女おとめ心はずたずたです。

「いやいや、みんなの貴たつとい犠ぎ牲せいのおかげでいたいけな少女の秘めた恋心が叶かなえられ、前ぜん途とある有望な若者の未来がより良いものになったんだよ？　すばらしいこととは思わないかい？」

「………………………………（怒怒怒怒）」×４

　しかし鬼の形ぎよう相そうで固まったまま、四人は全く反応しない。

　実に怖こわいです。関係ないはずの亮りよう士しくんですらぶるぶる震ふるえています。

　その無言のプレッシャーに耐たえかねたのか冷や汗あせをタラしながら頭取さんが提案した。

「………………さて、依い頼らい達成の打ち上げにみんなお茶でも飲みに行かないかい？　もちろん僕がおごるよ？」

　その瞬しゆん間かん、女性陣じんの目がキラーンと輝かがやいたのを亮りよう士しくんは見逃のがさなかった。

　のちに匿とく名めいを条件にＲ少年が語ってくれた。アレは人間の目とは思えなかった。飢うえた肉にく食しよく獣じゆうの目だった。もしも口を挟はさんでいたら絶対に喰くわれていた……と。




　こうして少年少女は想おもいを通い合わせて結ばれた。

「初うい華か、今後は根ね角ずみを共に支えてゆくぞ!!」

「はい忠ちゆうちゃん！」

「初華様、それは少し違ちがいますな」

「あっはい……あなた」

　この二人は末永く幸せに暮らし、力を合わせて根角家を盛り立てていったそうな。




　…………で、その二人を結びつけるために多大な貢こう献けんをした皆さんはというと……途と中ちゆうで傷心の地じ蔵ぞうさんを呼び出し、御お伽とぎ花ばな市しの若い女性に大人気の紅茶とケーキが美味おいしいと評判の喫きつ茶さ店にやって来ていた。

　この喫茶店は隣りん接せつしたケーキ屋さんが直営しているのでケーキの種類が豊富で乙女心をわしづかみなのです。

「メニューメニュー…………私はこれとこれとこれと……あとこれくださいの!!」

「オレは……ええいめんどくさい、ここからここまで全部!!」

「では私は値段の高い方から順に五つほど」

「おおー、アリス先せん輩ぱいやるな」

「じゃあ、アタシはこれとこれとこれをお願いするわん。あと、これとこれとこれを帰りに包んで頂ちよう戴だいねん」

「お持ち帰りか!!　さすが桃ももちゃん先輩、容よう赦しやねーな！　これは負けてられねー、お姉さんオレも同じの包んでくれ!!　というかついでだから全員分包んでくれ!!」

「ううっ私は重い女なのか？　地じ雷らい女なのか？」

「まあまあ地蔵先輩、あまり気にしないで良いですのよ。地蔵先輩はちゃーんと花はな咲さき先輩に愛されてますの」

「……そうか？　本当にそうだと思うか？」

「もちろんですの！　というわけで嫌いやなことは食べて忘れちゃいましょうですの。甘いものは女心を癒いやしてくれるんですのよ」

「うう……わかった。では私はこれとこれとこれと……」

　そしてテーブルが色とりどりの甘いモノで埋うまっていく。

「いやいや、本気で遠えん慮りよがないね君たちっ!?」

　女性陣じんの胃い袋ぶくろに吸すい込まれていくスイーツを見ながら焦あせった顔で頭とう取どりさんが言った。

　甘いものは別べつ腹ばらというが、ここの女性陣じんの胃袋は別次元に繫つながってるのではないか？　と思ってしまうほどの食欲に流石さすがの頭とう取どりさんも真っ青になっている。

　至福の表情で甘いものをぱくつくおおかみさんたち。

「あっそうだ！　おつう先せん輩ぱいとかにおみやげ持って帰ろうぜ」

「それは良い考えですの。いつもお世話になってますし」

「…………僕のお金なんだけどね？　時に、森もり野の君？　少しばかりお金を貸して欲しいんだけど？　予想外すぎて財さい布ふの中身が心細くなってきちゃったんだよね？」

　予想外だし予想外割とかで割引にならないものかなんて詮せんないことを考えつつ頭取さんが引きつった笑え顔がおで亮りよう士しくんに頼たのんだ。

「おれも持ち合わせが少ないんで、少しぐらいなら……」

　そんなわけで、皆みなさんの傷ついた乙女おとめ心を癒す代だい償しように頭取さんのお財布に大ダメージを与あたえて根ね角ずみ少年の嫁よめ探しは終わったのでした。


今度こそ本当にめでたしめでたし
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　　　おおかみさん花はな咲さきさんの依い頼らいでちょっと熱血スポコンしちゃう







　野球部の専用グラウンドで十八人が向かい合っていた。

　これなら別に珍めずらしいこともないでしょう。

「「「「「よろしくお願いします!!」」」」」

　両チームが挨あい拶さつをする、これも甲こう子し園えんの季節にはそこかしこで見られるはず。

　が、これはどうもそれとは違ちがうようだ。なぜなら…………片方のチームがものすごくおかしい。大きいの小さいのなど身体的なものならまだしも、

「わっははやるぜー」

　……おおかみさんがいるし、しかもやる気満々だ。

「きゃー涼りよう子こちゃーん。ユニフォーム姿も素す敵てきですのー!!」

　応おう援えんしているりんごさんはまだしも……

「あ～ん、暑いわねん」

　…………桃ももちゃんまでいるし。

　とりあえず高校球児にその胸は目に毒すぎるでしょうから、胸むな元もとから空気を取り込むのはやめてください。

　ほかにも亮りよう士しくんやら頭とう取どりさんやら浦うら島しまさんやら見たことのある顔がちらほらとある。

　その寄せ集めっぷりに、対戦チームは馬ば鹿かにした笑えみを浮かべている。

　そんな愉ゆ快かいを通り越こしてあり得ない感じのメンバーが集つどったおおかみさんチームがベンチ前で円えん陣じんを組む。それを取り巻くように立っているのは、色とりどりの花たちだ。

　チアリーダー姿のりんごさんに魔ま女じよさんにおつうさんに乙おと姫ひめさんにアリスさんに地じ蔵ぞうさん。りんごさんはミニスカのチアリーダー姿がとっても似合ってる。魔女さんはいつものぐるぐるめがねはつけたままだが、白衣ならぬ黒衣を今日は着てないし、露ろ出しゆつ度が高いチアリーダーの服装のため、宝の持ち腐ぐされすぎるナイスバディーが白日の下もとにさらされている。おつうさんのいつもはメイド服に隠かくれた悩ましい肢し体たいも見ることができた。乙姫さんも相変わらずのすばらしいスタイルだし、無理矢理着せられたのかこれまたチアリーダー服姿のアリスさんが頰ほほを赤く染めちゃったりしている。たぶん花咲さんのためにと着たのでしょうが、地じ蔵ぞうさんはチアリーダー姿のあまりの露出度に真っ赤になってくらくらしているし……。時に、ここはなんてパラダイスですか？

　まあそれはともかく話を進めましょう。

「さて花咲君、ゲームが始まる前になにかあるかな？」

「このようなことに巻き込んで申し訳ない。が、負けるわけにもいかんので力を貸してください」

　こちらもやはり野球のユニフォームを着た頭とう取どりさんの言葉に、同じくユニフォーム姿の花はな咲さきさんがいつも通りの無愛想なしかめっ面つらで言う。

「了りよう解かいっス」

「おう、まかせとけ!!　こてんぱんにしてやるぜ!!」

　亮りよう士しくんとおおかみさんがそれに応こたえる。

「みんなありがとうね」

「ふははは、水くさいぞ、同じ魂たましいを持つ仲間ではないか」

「水くさいぜ兄弟!!」

「そう俺らはあのおっぱいの許もとに集つどった同どう胞ほう、助け合うのは当然！」

　こちらは犬いぬ塚づか、猿さる渡わたり、雉きじ野のの桃ももちゃんの下げ僕ぼく三人組とプラス浦うら島しまさんだ。浦島さんはいつの間にやら桃ちゃんの下僕たちと仲良くなってたらしいですね。類は友を呼ぶってやつでしょうか。

　でもいいんですか？　そんなこと言ってると、

「太た郎ろう様、私というものがありながら!!」

　ほら乙おと姫ひめさんが怒おこった。

「って……ああ、乙姫落ち着け、な！　これは私情を全く挟はさまないお仕事なわけなんだよ！　決して色いろ香かに負けたわけじゃないんだ!!　そう、これはとてもビジネスライクな……」

「おまえたち、今日勝ったらとっておきのご褒ほう美びあげるわよん」

「「「「うおおおお!!」」」」

「太郎様っ!!」

　馬ば鹿か四人が桃ちゃんの言葉にテンションを上げると、乙姫さんがつられた浦島さんにまたキレる。

　そして怒いかり心頭の乙姫さんが円えん陣じんに乱入してきてベンチ裏へと浦島さんを連れ去っていく。……あの乙姫さん、これから試合なんですが。

「……じゃあ、気合いを入れようか？　……大おお神かみ君どうぞ？」

「オレか？」

　この人選はやっぱりテンションを上げるには一番適任ってことだろう。

「わかった。ごほん……よっしゃ勝つぞおまえらっ!!」

「「「「「「「おおおおおっ!!」」」」」」」

　そして試合開始。

　なぜか非常にテンション高いおおかみさんが、ベンチ前で頭上でバット振ふり回しながら叫さけぶ。……おおかみさんの打順はまだ先なんですが。

「おっしゃー!!　亮士塁るいに出ろよ!!」

「了解っス!!」

　一番バッターの亮りよう士しくんがバットを持ってバッターボックスに向かう。

　相手のピッチャーは小こ馬ば鹿かにしたような目を亮士くんに向けつつ振ふりかぶり………………って、なんか一部を除のぞき野球物の熱血スポ根風味な始まりですが、なんでこんなことになったかというと、話は数日ほどさかのぼります。




　数日前　昼ひる休きゆう憩けい




「あらまあ、花はな咲さき先せん輩ぱいお久しぶりですの」

　御お伽とぎ銀行地上支店に花咲さんがいきなりやって来た。りんごさんがいつもの接客スマイルで花咲さんにご挨あい拶さつする。

「……っと、そういえば、夏の甲こう子し園えん県予選を順調に勝ち残ってらっしゃるそうで」

「おかげさまでな」

　しかしそんな世間話を混ぜた和なごやかな空気を、おおかみさんが割り込んできてぶちこわした。

「……そうなのか？」

「…………そうなんですのよ。というか今年は御伽学園野球部創立以来初めて甲子園行けるか？　なんて盛り上がってるじゃないですの。涼りよう子こちゃん、同じ学校のことなんですから少しは興味持ちましょうですのよ」

「野球はあんまり興味ないしな」

「いや、それにしても世間に疎うとすぎっスよ」

　興味がないどころの話じゃねーと亮士くんも思わずつっこむ。多分野球部の快進しん撃げきを知らない御伽学園生徒は片手で足りるに違ちがいない。

「こほん、それで本日はどんなご用件で？　別に世間話をしに来たんでも地じ蔵ぞう先輩とののろけ話をしに来たんでもないですのよね」

「まあ、そうだな。すまんがまた力を借りに来た」

　その言葉で、りんごさんはお仕事モードに入る。

「……わかりましたの。それでは説明していただけますの？」

「それなんだがな……ワシが野球部でレギュラーなのは知っているだろう？」

「はいですの。エースで注目されつつあって、このまま行ったら花咲ギャルとかそんな感じのファンがつきそうな感じだと。もしついちゃった場合は地蔵先輩にフォロー入れておかないと、あの方また変な行動とっちゃいますのよ？　今以上勝ち進んだら学校あげて応おう援えんに行くでしょうし」

「……忠告痛み入る」

　いつも通り険しい顔の花咲さんの頰ほほを一筋の汗あせが流れる。地蔵さんの奇き行こうを少しばかり想像してしまったらしい。確かにあの人は突とつ拍ぴよう子しもないことをしそうですしね。

「まあ、あみのことはともかく、……最近とても調子が良くてな」

「地じ蔵ぞう先せん輩ぱいパワーで？」

「……ああ、食生活から体調管理、掃そう除じ洗せん濯たくといった家事までやってくれている。もう、至れり尽つくせりで野球に打ち込めているのでな」

「…………いい嫁よめもらったなぁ、花はな咲さき先輩」

「人生勝ち組っスね」

　おおかみさんと亮りよう士しくんがしみじみと言う。縁えんの下の力持ち、お堅かたい地蔵さんは思いきり陰かげから花咲さんを支えているようだ。

　まあ、実際は押しかけ女によう房ぼうって感じなんでしょうが、嫌いやがってないあたり花咲さんもまんざらでもない様子です。

「おかげで以前は三年の石いし割わりさんと併へい用ようという形が多かったんだが、最近はワシばかりでな。しかも調子がいいものだから結果も残している」

「なるほど」

「しかし、石割さんとしても最後の夏、投げられないというのはおもしろくないだろうな。だからまあ……気持ちはわからんでもないんだが」

　花咲さんはいつものしかめっ面つらをさらに苦いものに変える。

「何か嫌いやがらせでもされたのか？」

「……まあ、嫌がらせ程度なら気にすることもないんだが」

「花咲先輩、図太そうですものね」

　りんごさん、オブラートに包むくらいのことはしましょうよ。

　さすがの花咲さんもこの直球はなかなかに効いたらしく、いつものしかめっ面が歪ゆがんでいる。

「…………それでだが、石割さんがエースの座をかけて勝負しろと言い出したのだ」

「……なんというか、ありがちですのね」

「いやいや、燃える展開じゃねーか」

　りんごさんはため息顔だが、おおかみさんはなぜかうれしそうだ。

「ルールは、自分のチームのメンバーは野球部以外から連れてくる。そして、そのチームで試合をして負けた方が野球部をやめる」

「野球部以外からというのはどうしてですの？」

「決着がついたあとに、遺い恨こんを残さないためというのがその表向きの理由だな」

「表向き……ということは裏があるということですのね」

「で、花咲先輩は裏がある、そんな怪あやしい申し出を受けたのか？　別に受ける必要ねーだろ」

「実力で手に入れたエースの座っスからね」

「そうですの。受けなかったらそれでおしまいじゃないですの？」

　そんな三人の言葉に、花咲さんはため息をつく。

「そうもいかんのだ。受けないなら、何か問題を起こすと言っている」

「……なるほど、野球部員が酒でも飲んでどこかで暴れれば、出場停止は間ま違ちがいなしだろうしな」

「そういうことだ」

　おおかみさんの言葉に花はな咲さきさんが頷うなずく。

「というわけで仕方なく受けたんだが……問題はな、メンバーが集まらないということだ」

「花咲先せん輩ぱい、友達少ないんですの？」

　相変わらず歯に衣きぬ着せないりんごさん。りんごさんの辞書にオブラートという文字はありません。そのりんごさんの歯に衣着せぬ口こう撃げきに、じじむさくてマイペースで我が道を行ってる感じの花咲さんの口元が引きつったようにぴくぴくしてます。実に珍めずらしい光景です。

「おっ多いとは言わんが、それなりにいて目星もつけていたんだが…………断られた」

「なんだ、友達がいのない奴やつらだな」

「そうでもない、遠回しに弱みを握にぎられ脅おどされていると伝えてくれたからな」

「……なるほどですの。石いし割わり先輩が何らかの手を使ってめぼしい人に花咲先輩に協力しないよう圧力をかけているということですのね。そしてチームのメンバーが集まらなければ、不戦勝で石割先輩に勝利が転がり込むと。……んまーどろどろですのね」

「とりあえずワシは、石割さんの手が回っていることを知った足でここにやってきたわけだ」

「それは実に賢けん明めいですの。その様子ですとほかに勧かん誘ゆうをしても無理でしょうし、うちなら貯ため込んでいる貸しがありますので少々脅されても大だい丈じよう夫ぶですのよ」

　おおかみさんたち所属の御お伽とぎ銀行は、教職員から生徒たち、さらにはＯＢやＯＧと様々なところに貸しを作ってそれを貯め込んでいるので、そのあたりの力を借りれば少々の脅しなど全く効かないんですよ。というか、逆に脅しかけられますよ。

「では、石割先輩の弱点であろう野球部ＯＢや先生にちくって精神攻こう撃げきをしかけたり、弱みを握にぎって退部届けを出したくてたまらなくなるようにすればいいんですのね？　まあ、私どもに任せていただければ二度と野球部や花咲先輩に関かかわる気にならないように……」

　にこにことえげつないことを言ってるりんごさんに、花咲さんはどん引きだ。全身で、ワシは相談する相手を間ま違ちがえたのではないだろうか？　なんて雰ふん囲い気きを発散している。

　りんごさんは実に人間失格ですね。

「…………」

「赤あか井いさん……花咲先輩、マジ引いてるっスよ」

「まあ、オレらは慣れてるけど、虫も殺しそうにないあの顔であんな腹黒すぎること言ったら普ふ通つう引くだろ」

　りんごさんは見た目だけなら天使のように可か憐れんです。

「じょっ冗じよう談だんに決まってるじゃないですの!!　おほほほほ」

　りんごさんは笑ってごまかす。まあ、そんなものでごまかしきれるほど柔やわな毒じゃないのであんまり意味ないんですがね。

「では、本日はどういうご依い頼らいで？」

　心底あきれた目で自分を見てる大おお神かみさんを、りんごさんは見ないふりで花はな咲さきさんの言葉を促うながす。「さっき言ったように選手が足らなくて困っているので、そのあたりを紹しよう介かいしてもらえるとありがたい。どうにもあと、四人集まらなくてな」

「あと四人ということは、花咲先せん輩ぱいを合わせて五人は集まったんですのね。それで集まったのはどなたなんですの？」

「とりあえず、一人連れてきた。……犬いぬ塚づか」

「は～い」

　花咲さんの声を聞いて入ってきたのは小こ柄がらで線の細い胃の弱そうな美少年、犬塚さんだった。

「どうもよろしくね～」

「こちらこそですの。……でも犬塚先輩は野球部じゃないんですの？」

「特例で認めてもらったんだ。花咲の球を受けれる素人しろうとなんてそうそういないしね。でもまあ、負けたらぼくも野球部をやめるという条件つけないといけなかったんだけどね～」

「それはまた思い切ったことをしたな」

　おおかみさんは感心半分あきれ半分だ。

「だって、花咲の球を受けられないんだったら野球やってる意味ないし、いづらいだろうし」

「いづらいですの？」

「そう、ぼくとしては個人的な感情はさておき、ちゃんとまじめに区別することなく花咲の球も石いし割わり先輩の球も受けてたんだけどね。石割先輩はそれが信じられないらしくて……」

「結果の違ちがいを犬塚先輩が花咲先輩を贔ひい屓きしているからと思っているわけか」

　そのおおかみさんの言葉に犬塚さんはため息混じりに頷うなずく。

「そうなんだよ。昔はあんな人じゃなかったんだけどね。今のあの人の球を受けても気持ちよくないんだ。軽いというか、想おもいがこもってないというか……ともかくゾクゾクこないんだよね」

　そんな犬塚さんにおおかみさんと亮りよう士しくんはこしょこしょと内ない緒しよ話を始める。

「……注文の多いマゾだな」

「……マゾの世界も奥が深いんスね」

　内緒話といっても実はだだ漏もれなんですが。まぁ、犬塚さんは気にしてないみたいなんでいいんですけど。

「それで、花咲先輩に犬塚先輩、残りの三人は誰だれなんだ？」

「うん、桃ももちゃんと、猿さる渡わたりと、雉きじ野のには力を貸してもらえることになってるんだ」

　犬塚さんが答えた。

　そういえば桃ももちゃんがなぜ桃ちゃんやら桃ちゃん先せん輩ぱいとか呼ばれているのかというと、桃ちゃんがそう呼んでと言ってるから。

「なるほど、桃ちゃん先輩繫つながりっスか」

　実際には桃ちゃんのおっぱい繫がりなんですが。

「確かに、桃ちゃん先輩には脅おどしなんか全く効きそうにないですの」

「うん、ぼくらの結束はそれほどまでに堅かたいんだよ!!」

　犬いぬ塚づかさんは炎をバックに叫さけぶ。美少年なのに、マゾでおっぱい大好き。相変わらず難なん儀ぎな人ですね。そしてその難儀な犬塚さんは昔語りモードに入る。

「そう、あれは一年前。あの桃ちゃんのおっぱいで殴なぐられたときの衝しよう撃げきは忘れられない。痛みの中に広がる甘美な感かん触しよく。そう、痛みだけではだめなんだ、痛みの中に想おもいがないと!!」

　よくわからないが、桃ちゃんの乳ビンタ食らって、犬塚さんは何かに目覚めたらしい。

「そして、猿さる渡わたりと雉きじ野のとぼくの三人は桃ちゃんのおっぱいの下もとに集つどい、誓ちかったんだ。義兄弟になることを、生まれたときは違ちがっても死ぬときは一いつ緒しよだと!!　死ぬときは桃ちゃんのあのおっぱいに抱いだかれて死ぬと!!」

「桃だけに……か」

「……嫌いやな桃とう園えんの誓ちかいもあったものですの」

　おおかみさんとりんごさんが心底あきれて言う。

　ちなみに桃園の誓いとは「三国志演義」で劉りゆう備びと関かん羽うと張ちよう飛ひが桃園で義兄弟の契ちぎりを交かわしたという逸いつ話わのことです。

「…………まあ戦力になるかは置いておいて、五人までのめどはついてるってことか」

「だとすると残り四人ですのね……それなりに運動神経のある方を残り四人。ふむふむですの…………うん四人なら貸しの徴ちよう収しゆうを使わなくても自前で調達できそうですの」

「自前？」

「涼りよう子こちゃん、森もり野の君、頭とう取どりさんに、浦うら島しまさんの四人ですの。この四人なら、迷めい惑わくをかけない程度の運動神経はあるはずですの。何より、私たちに喧けん嘩か売る相手はほとんどいないので、すべてが終わったあとに逆さか恨うらみなどの問題がほぼ起こらないというのが一番のメリットですの。

　貸しを使って強制的に誰だれかの力を借りることもできますけど、その場合何か起こったときの対処がめんどくさいですし」

「なるほど……それはそうだな。あまり他人に迷めい惑わくをかけるのは本意ではない」

　花咲さんは納なつ得とくする。

「でもオレ野球なんてやったことねーぞ」

「同じくっス」

「……涼子ちゃんはともかく森野君もやったことないんですの？」

「だって野球ってチーム組むには九人必要じゃないっスか。対戦相手のことも考えると合計十八人」

「…………そういえば森もり野の君は同年代が全くいないなんていう田舎いなか育ちだったんですものね」

　ド田舎すぎて生徒が一人という学校に通ってた亮りよう士しくん、なのでに集団競技をほとんどやったことがない。

　りんごさんはそんな二人を見てにっこり笑って言った。

「じゃあこれから特訓ですの」




　放課後、おおかみさん、亮士くん、頭とう取どりさん、浦うら島しまさんの御お伽とぎ銀行チームと、桃ももちゃんとその下げ僕ぼくである猿さる渡わたりさん、雉きじ野のさん二人の合計七人が御伽学園内の空きグラウンドに集合していた。花はな咲さきさんと犬いぬ塚づかさんは部活動でいません。あと、おまけとしてアリスさんを筆頭とした御伽銀行の皆みなさんもやって来ている。魔ま女じよさんはいないが、これは故意に知らせなかったに違ちがいない。あの人の思考回路はどこかおかしいですしね。役に立つときは非常に役に立つ人なんですが……

「というわけで集まっていただいたわけですけど……」

　なぜか仕切ってる、ジャージにＴシャツというマネージャー姿のりんごさんがメンバーの七人を見回す。なんかもう既すでにユニフォームが用意されているのだが、どこから持ってきたのだろうか。相変わらず仕事が早い。

「とりあえず、どの程度できるかを調べておいてくれと花咲先せん輩ぱいに言われたので、まずは能力の自己申告をよろしくですの。そのあと、実技を見させていただきますの。涼りよう子こちゃんはどんな感じですの？」

「任せろ!!　このオレがホームラン打って十点や二十点！　……そういや、ホームランって何点だ？」

「……涼子ちゃんはまずはルールから覚えましょうですの。ほかにルールがわからない人はいませんの？」

「一応ルールくらいならどうにかわかるっス」

「まあ大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　亮士くんと頭取さんがそう答える。ほかの男子の皆さんも似たような反応です。まあ、男の子ならルールぐらいは知ってるでしょう。

　そんなわけでりんごさんの視線は、健全であるはずのユニフォームを着てるのになぜかとても不健全な印象を受ける桃ちゃんにいく。その不健全さはむやみやたらと盛り上がった胸むな元もとのせいでしょうね。なんか、青年誌のグラビアっぽいんですよ、桃ちゃんのユニフォーム姿は。

「ルールくらいわかってるわよん。じゃあ、アタシのポジションはフォワードでお願いねん!!」

　自信満々で言う桃ちゃんですが、スポーツ自体間ま違ちがってます。

「…………桃ももちゃん先せん輩ぱいも涼りよう子こちゃんと一いつ緒しよにお勉強ですの。アリス先輩、任せましたの」

「わかりました。では私について来てください」

　おおかみさんたちを呼ぶアリスさんの手の中にはこういうときのお約束「猿さるでもわかる野球教室」という本…………ではなく、それの進化版らしい「あの三匹びきの下げ僕ぼくでもわかる野球教室」という本があった。表紙には黒線で目を隠かくされた犬と猿と雉きじらしきイラストが描えがかれている。

　ほ乳類だけでなく鳥類にすらわからせることができるとは……なんかものすごくわかりやすそうな本ですね。というか、どれほどまでに雉きじ野のさんと猿さる渡わたりさんのことを信用してないんですかアリスさんは。

「では、残りの皆みなさんはルールは大だい丈じよう夫ぶとのことですけど、野球の経験はありますの？」

「まあ、遊びとか授業ぐらいだね？」

「野球なんてお茶の子さいさいだぜ」

「ぐはっはっはっ、腕うでがなるのう」

　順に頭とう取どりさん、雉野さん、猿渡さんが答える。

　そして……

「お任せください、りんごさん。あなたに必ずや勝利を捧ささげてみせましょう!!」

「……で、そこまで豪ごう語ごする浦うら島しまさんはもちろん野球経験はあるんですのよね？」

「子供の頃ころにもてる人間というのは、運動ができる人間ですよ？　サッカー、野球などメジャーなものは網もう羅らしているのが望ましい……」

「要するに、子供の頃は野球小こ僧ぞうだったということでいいんですの？」

「もちろんですよりんごさん（キラーン）」

　浦島さんはいつも通りに色いろ惚ぼけてる。

「なるほど、森もり野の君以外はそこそこできるということですのね」

　何というかいっつもこんな感じなので、あしらい方にも年期がはいってきてますね。

「では、花はな咲さき先輩たちが来るまで、準備運動をしておいてくださいの。あ、あとグローブも用意してますので好きに選んでキャッチボールでもしててくださいの」

　そのりんごさんの合図で男連中は練習を始めた。




　所変わってアリスさんの野球教室。

　やり手のキャリアウーマンっぽい感じから、美人教師っぽい感じへと変身したアリスさんだったが……なんというか知性を感じるその落ち着いた口調にもかかわらず、漏もれてくるそのやる気はいったい何なんでしょうか。いつにも増して燃えててやる気満々なアリスさんですが、それは真っ赤な炎ほのおではなく、静かに燃える青白い炎です。その迫はく力りよくに、おおかみさん、桃ちゃんもおとなしく授業を受けてますよ。

「……と、こんな感じですが、基本的なルールはわかりましたか？」

「……あー大体」

「ばっちりよん！」

　なんとなく、自信なさそうなおおかみさんと、自信満々の桃ももちゃん。

　自信なさそうなおおかみさんよりも、自信満々な桃ちゃんの方に不安を覚えるのはなぜでしょうか。アリスさんも、そのあたりを不安に思っているようだが、時間もないし切り上げることにする。

「…………不安は残りますが、まあいいでしょう。一応必要なことはたたき込みましたし。では次はあちらの皆みなさんに混じって準備運動を……」

　なんてアリスさんが言ってたら、なぜか魔ま女じよさんが登場する。

「待たせたヨー」

「……別に待っていませんが。というか知らせていなかったのになぜここに？」

　とりあえず今回の件では必要ないどころか、いても邪じや魔まになるといった理由で魔女さんは放置されていたのだ。

「ふっふっふっ、野球をすると聞いてこれを持ってきたヨー!!」

　いきなり現れた魔女さんの手の中にあるのはバネがたくさんついたなにやら怪あやしげな物体だった。

　それを見たアリスさんが驚きよう愕がくの表情を貼はり付けて言った。

「そっそれは大リーグボール養成ギプス！」

　…………なんで知ってるんですか、アリスさん。

「これをつければ、野球なんてお茶の子さいさいヨー!!」

　そう言ってまずは自分で実じつ践せんと、身体からだを丸めて自分の身体に装着していく。

「このように装着すればあっという間に…………」

　……ごくっと息をのんで、アリスさんはそれを見ている。実はどきどきしているらしいです。確かにあの形状はロマンをかき立てるものがあります。

　しかし……

「うっうごけないヨー!!　アリス、助けてほしいヨー!!」

　バネが強すぎて、魔女さんは立ち上がることすらできないらしい。

　まあ、ロマンじゃお腹なかはふくれませんよね。

　そんな絶賛一人緊きん縛ばくプレイ中の魔女さんに、ちょっとだけでも期待してしまった自分を恥はじつつアリスさんは大きくため息をついた。




「ふっ、まだ時代があちきに追いついてないみたいだヨー」

　大リーグボール養成ギプスから解放された魔女さんが汗あせを拭ふきながら言う。というか、追いつくどころか時代に逆行しているようにしか見えないんですがどうですか？

　まあ、それはともかくこんなことで魔ま女じよさんはくじけない。

「お次はこれヨー、これは完かん璧ぺきヨー!!」

　ごそごそと黒衣のポケットに、魔女さんは手を突つっ込む。ポケットから手を出すとそこには一つのボールがあった。

「……何ですかこれは？」

　見た目は何の変へん哲てつもない野球の硬こう式しきボールだ。しかし、魔女さんが持っていたということだけでもう既すでに致ち命めい的なまでの怪あやしさを醸かもし出している。

「ふっ投げてみると良いヨー」

　とりあえず、魔女さんが何かやらかそうとしているなら、この場でどうにかしないといけない。本番中にやられたりしたら、もう目も当てられない状態になりそうだし……と、なんか嫌いやな予感を感じつつも、アリスさんは渋しぶ々しぶボールを高々と放ほうり投げる。

　すると……………………次の瞬しゆん間かんパァアアアンと派手な音を立て、ボールが破は裂れつした。

「…………」

　一瞬前までボールだったものがパラパラと空から降ってくる。

　それを見て魔女さんが自信満々で言った。

「これぞ消える魔球ヨー!!」

　その消える魔球のあまりの消えっぷりにアリスさんがキレた。

「消える魔球ってこの世から物理的に消しよう滅めつしてるじゃないですかっ!!」

　確かにこれを打てる人間はいないでしょう。イチローだって松井だって目じゃありません。

「というか、これを花はな咲さきさんに投げさせるつもりだったのですかっ!?　もしも、花咲さんに……花咲さんの手に何かあったらどうするつもりですかっ!!」

　魔女さんの襟えり首くびをつかんで、アリスさんががっくんがっくん揺ゆさぶる。

「あっアリス、落ち着くヨー」

「落ち着いていられますかっ!!　せっかく、せっかく今年は甲こう子し園えんが見えているというのに、ここでエースに何かあったら……」

「ヨーヨーヨヨヨ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　魔女さんがマジで目を回してるがアリスさんは止まらない。そんなアリスさんを見ながらおおかみさんと桃ももちゃんが話している。

「……アリス先せん輩ぱい、野球好きなのか？　今といい、さっきの熱血野球教室といい」

「じゃないのん。アタシたちにルール教えられるくらいだしねん」

「アリス君は野球も好きだし、高校野球も好きなんだよ？　だからまあ今回の依い頼らい、やる気満々なんだね？」

「……頭とう取どり、いつの間に」

　いつの間にやら、頭取さんがおおかみさんの隣となりにいた。

「子供の頃ころから高校野球はテレビにかじりついて見てたよ？　いやー、あの冷静沈ちん着ちやくアリス君がテレビの前で手に汗あせ握にぎるその姿はなかなかに萌もえるものがあるんだよ？」

　そう言われて、おおかみさんは相変わらずガクガクと魔ま女じよさん揺ゆらしているアリスさんを見る。

「あなたはいつもいつも!!」

「ヨ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　アリスさんがギャグキャラよろしく愉ゆ快かいなことになっていますが……よほどストレスたまってたんですかね？

　しかしまあ、あのギャップはなかなかいいものです。




　日も沈しずみかけ、グラウンドに備え付けられた照明がついたところで、部活を終えた花はな咲さきさんと犬いぬ塚づかさんがやって来た。それにしても……あのエロ爺じじいにでも言って明かりつけてもらったのだろうが、もうやりたい放題だ。照明ってお金がかかるだろうに。

「今日はワシのために集まってもらって感謝する」

　開口一番花咲さんが頭を下げた。

「しかしまあ、できるだけ前には飛ばさせないようにするから安心してくれ」

　地味に打たせない宣言なんかしている花咲さんに、りんごさんは言った。

「……自信満々ですのね」

「絶好調の花咲の球打てる相手なんてそうはいないよ」

　花咲さんの代わりに答えたのは犬塚さんだ。

「それにね、なにがなんでも三さん振しんとるわけだよ。花咲の速球とぼくのリードで！　前に飛ばさせるなんてもったいないことはしないんだよっ!!」

　その犬塚さんの燃えっぷりにしばし考えたあと、おおかみさんは心底納なつ得とくといった表情で頷うなずいた。

「…………あー打たれたらミットにボールがやってくる回数減るもんな」

「そう、試合中は練習中とはまた違ちがった痛みがあるんだよ。なんというか……魂たましいこもっているって感じかな」

　違いのわかるマゾ犬塚さんだった。

「そう言えば、石いし割わり先せん輩ぱいはどこから仲間を連れてくるんですの？　そう簡単には打てないって向こうはわかってるんですのよね？」

　りんごさんが聞いた。

「ほかの学校の野球部から練習試合の名目で連れてくるらしい」

「そんなこと頼たのんで、そのチームは了りよう承しようしたんですの？」

「ワシが負ければ地区予選が楽になるし、負けてもワシへの偵てい察さつになるからな。どっちに転んでも損はないわけだ」

「それはまたしたたかですのねー」

「でもまあ、花はな咲さきなら大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　犬いぬ塚づかさんは自信満々だ。相当花咲さんに惚ほれ込んでいるらしい。

「まあ、それを信用するとして、勝つためにはどうやって点を取るかという話なのですね」

「そういうことになるな」

　いくら花咲さんが０点に抑おさえても、点が取れなければ引き分けにしかならない。

「それで、その石いし割わり先せん輩ぱいってのはどんなピッチャーなんだ？」

　おおかみさんの問いに、アリスさんがめがねをくいくいしながら答える。

「いいピッチャーですよ。本来ならこの学校でもエースをはれていたはずです」

「本来なら…………なるほど、花咲先輩がいちゃったわけですのね」

「そういうことです。花咲さんは何年、何十年に一人とか言われるほどの逸いつ材ざいですよ？　同じ世代だったことが石割さんの不運だったのでしょうね。まあ、それでも付つけ焼やき刃ばの皆みなさんが打てるかといえば、かなり厳しいというのが実情でしょう」

　花咲さんがすごすぎるだけで、石割さんもそれなりにすごいとアリスさんは言う。

「なるほどね？　となると、頼たよりになるのは花咲君と犬塚君なのかな？　で、二人はどんな感じなの？」

「犬塚さんは長打力こそないものの、足の速さとミート力には定評があります。花咲さんは打率こそよくありませんが当たれば大きいですし、チャンスに強いですね」

「……詳くわしいな、おおむね間ま違ちがったことは言っていない」

「いえいえ、一般常識です」

　アリスさんは謙けん遜そんしてますが、間違いなく一般常識じゃありませんね。おおかみさんたちは全く知らなかったですし。

「……しかし、覚かく悟ごはしていたが二人で点を取ろうというのはなかなか厳しいな」

「そうだね～」

　花咲さんと犬塚さんの言葉に、おおかみさんは聞き返す。

「そんなに打てそうにないものなのか？」

　おおかみさんは身体からだを鍛きたえているし運動神経には自信があったりするので、全く頼りにされてないことに引っかかりを覚えるのだ。

「まあ、そのあたりは毎日四六時中野球をやってる相手の球がどんなものか体感してみるのが一番早いでしょうね。花咲さんお願いできますか？」

「わかった」

　花咲さんはアリスさんの言葉に頷うなずき、ピッチャーズマウンドに向かう。まあ、ピッチャーズマウンドといっても、何もない多目的グラウンドにりんごさんたちがメジャー片手に白線引いただけのものなのだが。

「とりあえず思いっきり投げていただけますか？」

「ああ」

　犬いぬ塚づかさんが嬉き々きとしてプロテクターをつけて、おおかみさんはメットを被かぶりバットを持ってバッターボックスに入る。

　準備が整ったのを見た花はな咲さきさんは、何度かボールの握にぎりを確かめたあと振ふりかぶり……

　ズバァアン!!

　おおかみさんが気がついたときには、もう既すでにボールはキャッチャーミットに収まっていた。

「…………………………うおおお!!　はえー!!　こえー!!」

　あまりのボールにおおかみさんのテンションが上がる。怖こわがってるのか驚おどろいてるのか興こう奮ふんしてるのか、全くわからない。

「練習後で疲つかれてなかったら、もっとすごいよ」

　その犬塚さんの言葉に、おおかみさんはさらに驚く。

「もっとすげえのか！　……こりゃあ打てないわ」

「まあ、石いし割わりさんも花咲さんには一歩譲ゆずりますがいい投手なので、まぐれ当たりに期待するしかないでしょう」

「なるほど、納なつ得とくした」

　集められた皆みなさんもアリスさんの言葉に納得したようです。

「でもまあ、打てないなら打てないでやりようはあります」

「アリス君、何か策があるのかな？」

「はい。ただ、人数を集めるだけで終わるなんて御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の名が泣きますし、個人的にも負けてもらうわけにはいきませんし。……というわけで、花咲さん、犬塚さん。……そして森もり野のさん、特訓をいたしましょう」

「おれっスか!?」

　いきなり名を呼ばれて、亮りよう士しくんは驚く。

「そうです。詳くわしいことはあとで……お二人も良いですか？」

「それはかまわんが……」

「ぼくたちが抜ぬけてほかのみんなはどうやって練習するの？」

　確かに、九人しかいないのに、三人も抜ぬけたらちゃんとした練習なんてできないだろう。

「そのあたりのことは考えています。……皆さん」

　アリスさんがそう言うと、これぞ体育会系といった体格のよい何人かの野や郎ろうがグラウンドに入ってくる。

「……おまえら」

　花咲さんのつぶやきに、先頭の男が苦笑しながら答える。

「まあ、別に練習に加わるなとは言われてないしな」

「そういうことだ」

「あいつのやり方はむかつくしな」

　どうやら、石いし割わりさんに脅おどされている人たちらしいですね。花はな咲さきさんの友達だけあって皆みなさん体育会系っぽいです。

「…………感謝する」

　花咲さんはいつものしかめっ面つらを少しだけ緩ゆるめて言った。




　……ということがあって、付つけ焼やき刃ばきわまりない数日間の特訓のあと、冒頭の野球勝負が始まったわけです。

　ちなみにメンバー表はこんな感じです。

　亮りよう士しくん　　　一番　センター

　犬いぬ塚づかさん　　　二番　キャッチャー

　花咲さん　　　三番　ピッチャー

　桃ももちゃん　　　四番　ライト

　おおかみさん　五番　レフト

　猿さる渡わたりさん　　　六番　ファースト

　浦うら島しまさん　　　七番　ショート

　雉きじ野のさん　　　八番　サード

　頭とう取どりさん　　　九番　セカンド

　守備はともかく、打順は四番以降はほとんどその場のノリで決まった。具体的にどんな感じで決まったのかというと……




　　　　　[image: ～][image: ～][image: ～]ちょっとだけ回想[image: ～][image: ～][image: ～]




　昨日の練習後。

　皆さんが思い思いに座ってアリスさんのお話を聞いている。

「明日の打順ですが」

　守備は練習のこともあるし最初から決まってたのだが、まだ打順は決まっていなかった。

　りんごさんが運んできた黒板に、アリスさんがこりこりと名前を書き込んでいく。実に生き生きしている。監督みたいなことができてうれしいのかもしれない。

「一番森もり野のさん二番犬塚さん三番花咲さんは決まってますが、残りは決まってません。残念ながら残りの皆さんではまぐれを期待するしかないという状じよう況きようなので、誰だれがどの打順でもかまわないわけですね。何か意見はありますか？」

　アリスさんはおまえらには期待してねーよなんてことをオブラートに包んで言ってるのだが、実際練習中に花はな咲さきさんの球を打とうとして、誰だれもかすりもしなかったので文句も出ない。

　ただ、おおかみさん的に気になったことが一つあった。

「亮りよう士しは打てるのか？　なんか特訓してたけどよ」

　そう、なんと亮士くんが一番バッターなのだ。そんなおおかみさんの問いにアリスさんは自信を持って答える。

「間ま違ちがいなく打てません」

　あまりに後ろ向きな断言に、おおかみさんはがくっとなる。

「……しかし、野球は別に打てなくても塁るいに出られるスポーツなんですよ。なので森もり野のさんは一番なんです。それで、何か意見はありませんか？　立候補でもいいですが」

　アリスさんが見回すと、

「はいは～い、アタシ四番がいいわよん!!」

　桃ももちゃんが胸をぶるんぶるん揺ゆらしながら手を挙げた。

　アリスさんの野球教室で、四番は目立ってかっこよくて重要だということを教えられたので立候補したのです。そしてもう一人、影えい響きようを受けて四番が良いぜーなんて言い出した人が……

「オレも四番がいい!!」

　そう、おおかみさんです。なんかやたらとテンション高いんですが、いったいどうしたんでしょうかね。数日前まで野球に興味がなかった人の態度とは思えません、

「では、多数決で決めましょうか」

　アリスさんがそう提案し、残りの野郎メンバー七人の多数決で四番を決めることになった。

　桃ちゃんの下げ僕ぼくは犬いぬ塚づか、猿さる渡わたり、雉きじ野のの三人、おおかみさんの仲間は亮士くん頭とう取どりさん浦うら島しまさんの三人、つまり花咲さんという浮動票の行方ゆくえが結果を左右することになる………………ということは別になかった。

「おーほっほっほっ、アタシが四番よん!!」

　あっさり桃ちゃんが四番に決定、なぜかというと……

「いやー、良かったですね、桃ちゃん。ではこれからそれを祝って一いつ緒しよに……」

　おっぱい大好き浦島さんが裏切ったからだった。

「むっぐぐぐぐぐぐ」

　悔くやしがるおおかみさんは空に向けて叫さけんだ。

「乙おと姫ひめ[image: ～][image: ～]!!　浦島が思いっきり浮気してんぞ!!　乳にうつつを抜ぬかしてんぞー!!」

「なっ!?」

　そしてどこからともなく現れた乙姫さんに、浦島さんは連れ去られていく。おおかみさんの復ふく讐しゆうはあっさりと終しゆう了りようした。

　と、まあこんなことがあって打順が前記の通りになったわけです。




　……で、回想中にアリスさんが含ふくみを持たせていたが、なぜ亮りよう士しくんが重要な一番に居座っているのかというと……

「フォアボール!!」

　こういうことだった。

「くそっ」

　審しん判ぱんの声を聞いて一塁るいに走っていく亮士くんを横目に、石いし割わりさんが忌いま々いましげに悪態をついている。

　何でこんなことになってるのかというと、野球超初心者の亮士くんは実はたった一つのことしか教わっていないのだ。そのたぐいまれな動体視力を生かして、ストライクはカットする、きわどい球もとりあえずカットする、ボールっぽい球は見送る。ただそれだけをひたすらにたたき込まれたのだ。そして、結果は今の通り。石割さんはさんざん投げさせられたあげくに、ボール四つで亮士くんを歩かせてしまう。もっとすごい花はな咲さきさんの球で練習したので、石割さんの球ならどうにかなるらしい。

　花咲さんが一塁に向かう亮士くんを見ながら言う。

「それにしても森もり野のはいい目をしているな、野球部にスカウトしたいほどだ」

「森野君、たぶん大舞ぶ台たいじゃあ使いものになりませんのよ」

　ヘタレですしね。大舞台で錯さく乱らんしていつも通りの感じで泣きわめく姿が目に浮かぶようです。

「……しかしなんで大おお神かみはあんなにテンション高いんだ？」

　花咲さんの視線の先には、

「よくやったぞ亮士～っ!!」

　なんて打順も来てないのに、おおかみさんがバットを振ふり回して騒さわいでる。

「ああ、とりあえずここ数日で、名作と呼ばれる野球漫まん画がを大量に読ませたんですのよ。おかげで乗せられやすい涼りよう子こちゃんはあんな感じですの」

「…………まるで洗脳だな」

　かわいいですの～なんておおかみさんを見ているりんごさんに、花咲さんはあきれたように目を向けた。




　まあ、そんなこんなで始まった野球対決ですが、時間はあっという間に流れて試合はもう七回、そろそろ終しゆう盤ばんにさしかかろうとしてます。

　現在のスコアは未いまだに０─０。

　急造花咲さんチームは、エラーは出るし守りはぼろぼろ。それでも、０─０のままで進んでいるのは……

「ストライク、バッターアウト、チェンジ!!」

　ピンチになっても、三振しんでそれを挽ばん回かいする花はな咲さきさんがいるからだった。

　セカンドの頭とう取どりさんは、花咲さんと並んでベンチに戻もどりながら話しかける。

「……予想通り拮きつ抗こうしてるね？　ただ、そろそろ向こうさんもじれてくる頃ころかな？」

「そうですね」

「甘く見て普ふ通つうにやっても楽勝だと思っていたら、相手は存外手て強ごわかった……何かやろうとしてくるならこのあたりだろうけどね？」

　何か……要するに卑ひ怯きような反則技を使ってくるならこのあたりだろうと頭取さんは言う。

「でもまあ、ここで打っておいた一手の効果が上がってくるわけだね？」

　頭取さんが目を向けているのは、足を上げてスカートひらひらさせながら応おう援えんしている女の子たちだ。

「ふれ～ふれ～」

　と、観客席で応援する皆みなさんはとても眩まぶしいです。

　おつうさん、魔ま女じよさん、りんごさんあたりはノリノリで、乙おと姫ひめさんも満面の笑え顔がおだ。アリスさんは真っ赤で無表情で、花咲さんのために！　なんて悲壮な覚かく悟ごでミニスカになった地じ蔵ぞうさんは真っ赤を通り越こして真っ青で動きがカクカクしている。

　しかし……非常にすばらしい光景です。

　そしてそのすばらしい花たちに吸い寄せられる虫のように人が吸い寄せられ、彼女らの周囲はひときわ人口密度が高くなってます。まあ、気持ちは分からないでもありませんが、すさまじいローアングルで写真を撮とろうとするのは見苦しすぎるのでやめてください、皆みなさん。

「試合の情報を流してたわけだけど、ただの野球勝負じゃここまでの人は集まってこないよね？　なので、うちの女の子たちがミニスカチアリーダー姿で応おう援えんしているよーという情報も流してたわけだね？　いやまあ、エロは偉い大だいだよね？」

　この野球部専用球場は簡易の観客席が用意されているのだが、いつの間にやらそれがすべて埋うまる勢いで見物客がやって来ている。

　その計画通りの様子に、満足そうに頷うなずく頭取さんは、

「やあやあ石いし割わり君」

　と、ピッチャーズマウンドに向かう石割さんをすれ違ちがいざまに呼び止めた。

「……何だ桐きり木き」

「一つ忠告をね？」

「…………なんだ」

「汚きたない手を使うと君は居場所をなくすよ？　そして手段を選ばなかった場合、君が勝ったとしても、君が欲しているものは手に入らない？　栄光、尊敬、信しん頼らい、歓かん声せい、真のエースの座？」

　そこで頭取さんは見物にやってきた生徒たちを見回す。

「ここに来ているみんなはこの勝負をエース決定戦だと認にん識しきしている、僕らがそう流したからね？　ただ君が行った裏工作などは漏もらしていないので、正々堂々な熱い展開だと見ているわけだ？　それを裏切れば……言うまでもないね？　そう、君に残されている手段はただ一つ、小細工を使わず実力で勝つしかないわけだね？」

「…………そんなこと、わかっている!!」

　石いし割わりさんは頭とう取どりさんの言葉にそう答えると、いらだたしげにマウンドに向かっていった。




　七回、八回ともに無得点だった両チーム。そして迎むかえた最終回、九回の表は順番よく一番から。

　おおかみさんたちはベンチ前で再び円えん陣じんを組んでいた。アリスさんたち、チアリーダーの皆みなさんも戻もどってきている。

「さて、ここで点を取っておかないといけないわけだけど……ちなみに延長はありとか決まってるのかな？」

「……決まってないですね」

　頭取さんの問いに花はな咲さきさんが答えた。

「なるほど、向こうは不戦勝狙ねらってたわけだし、メンバー揃そろったとしても野球の上手うまい人がいないと踏ふんでただろうから当たり前かな？　……まあ、決着つかない場合はどうにか延長に持っていくように交こう渉しようしよう？　そのあたりは観客を味方につければどうにかなると思うけど……」

　そこで頭取さんは少しまじめな顔をし、その言葉にアリスさんが頷うなずく。

「でも、この観客は諸もろ刃はの剣つるぎだよ、言い訳が効かないからね？」

「そうですね、負けたらもう打つ手はなくなりそうですね」

「というわけで、打順的にもこの回に点を取るのがもっとも望ましいね？」

　頭取さんはみんなの顔を見て言った。

「じゃあ、みんな、しまっていこう？」

「「「「「おう!!」」」」」

　そして最終回の攻こう撃げきが始まった。

　打順は一番からの好打順。亮りよう士しくんがバッターボックスに向かう……が、途中で力尽つきた。

「ひっひー見ないで見ないでー!!」

　亮士くんが頭を抱かかえてうずくまる。そんな亮士くんを見て頭取さんが言った。

「…………相手に不正を許さないために人を集めたんだけど、まさかこんな落とし穴があったとはね？」

「……観客が増えちゃったですものね」

「守りのときは視線は分散するのでどうにか大だい丈じよう夫ぶだったみたいですが、バッターボックスに入るときは打者に観客の視線が集中しますから」

　りんごさんもアリスさんも心底困った顔をしている。

　こればかりはどうしようもない。亮りよう士しくんは最近あまり錯さく乱らんしなくなったが、流石さすがにこの人数の視線を受けてはひとたまりもないだろう。しかし、亮士くんにここで塁るいに出てもらわないと、この回に点を取るのはかなり厳しくなる。

　ここまでの亮士くんの成績は、三打席中三四球。出塁率百パーセントなのだ。花はな咲さきさん、犬いぬ塚づかさんがヒット一本ずつで、その他の人は塁に出ることすらできてないこの状じよう況きようでは、大活かつ躍やくといっても過言ではないほど亮士くんは活躍している。

「まあ、仕方ないですの、こうなったら最後の手段に出ますの」

　りんごさんはベンチから出て高らかに宣言した。

「はーい、審しん判ぱんさーん、タイムですのー」

　そしてうずくまり見ないでーと叫さけんでいるだめ人間に、とことこ近寄り耳元でこしょこしょと何かを言う。すると亮士くんはくわっと目を開き漢おとこの顔で立ち上がり、その漢の表情のまま大観衆の視線を気にもせずバッターボックスに入る。

　それを見たおおかみさんはびっくりして、戻もどってきたりんごさんに聞く。

「おいおい、いったいなに言ったんだよ」

　だってあの対人視線恐きよう怖ふ症しようの亮士くんが大観衆の中で錯乱しないって、これはすごいことですよ？　もしかしたら、亮士くんヒーロー伝説の始まりかもしれません。ずっとあの漢モードでいたら、おおかみさんもころっと落ちちゃいますよ！

　だが、りんごさんはおおかみさんの問いにさらっと答えた。

「涼りよう子こちゃんを売りましたの」

「……は？　オレを売った？」

「そうですの。森もり野の君は怒おこると視線が気にならなくなるほど周りが見えなくなってかっこよくなるんですけど、考えてみれば視線が気にならなくなるほどに集中できれば怒いかりじゃなくても別に問題ないはずなんですのよ。つまり怒らなくても視線が気にならなくなるほどほかのことに集中すれば発作は起きないんですの」

「……で、それとオレが何の関係があるんだ？　あいつはいったい何に集中してるんだ？」

　りんごさんは、目の中で炎ほのおをめらめら燃やしてやる気満々の熱血亮士くんを見ながら言った。

「とりあえず、ここで漢おとこを見せたら涼子ちゃんがぶちゅーと勝利のキッスをしてくれますのよ……と」

　ぽかーんとアホ面づらしてるおおかみさん。ですが、徐じよ々じよに事態が飲み込めてきたらしく叫さけんだ。

「てってめえ、無断でなに人売ってやがる!!」

　超重大事を何でもないことのように言ったりんごさんの胸むなぐらを、おおかみさんはつかむ。

「えーだってぇー今森野君が夢中になってるものといったら涼子ちゃんしかないんですのよー」

　りんごさんは実にむかつく口調でそう説明する。

　先ほどは炎を宿してるかに見えた亮りよう士しくんの瞳ひとみですが、よく見てみるとハートマークにしか見えません。さすが思春期まっただ中、おおかみさんの唇くちびるはどんな薬にも勝まさるらしいです。

「涼りよう子こさん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん涼子さん」

　でも、おおかみさんを惚ほれさせるのはあきらめましょう。ぶつぶつとおおかみさんの名前を連呼するその姿はもうストーカーでしかありませんよ？

「……でも、これはあんまり多用できそうにないですの。どう見ても変質者で気持ち悪いですし」

「あたりまえだっ!!　というか、取り消してきやがれ!!」




　まあ、そんなわけでえさにつられて無事バッターボックスに入った亮士くんだが、この最終打席もツーストライクスリーボールのまま粘ねばり続けている。

　もうとうに十球目は過ぎ、流石さすがに石いし割わりさんの息も荒あらくなっている。

　その顔はもういらだちと怒いかりに染まっている。

　そんな石割さんは振ふりかぶり……故意なのかすっぽ抜けたのか、投げたボールが亮士くんの頭に向かった。

「亮士っ!!」

　思わず身を乗り出して、おおかみさんは声を上げる。

　が、亮士くんは頭部直ちよく撃げきコースのビーンボールにもあわてず上体をそらし、ボールをよけた。亮士くんの長い前髪がみをかすって、ボールがキャッチャーミットに収まる。

　観客席からどよめきが漏もれる。

　しかし亮士くんは顔色すら変えていない。バットを地面において一塁るいに走り出す。

「……ふぅ」

　亮士くんを見て、おおかみさんは安あん堵どの息を漏らす。りんごさんはそんなおおかみさんを見てにやにやする。

「にやにや」

「…………っ！」

　おおかみさんはりんごさんを見て我に返る。

「……なんだよ」

「べっつにーですの」

　なんてことを言いながら、やっぱりにやにやしているりんごさん。実にむかつく顔をしてます。

「まあ、それはともかく森もり野の君って度胸があるのかないのか、わかりませんの」

　人の視線が怖こわくてたまらなくてすぐに錯さく乱らんするくせに、今みたいなときに亮士くんは通常以上の度胸を発はつ揮きするのだ。

「まあ、ボールがしっかり見えているなら怖くないかもしれないな」

　ネクストバッターズサークルに向かおうとする花はな咲さきさんは少々あきれぎみにそう言った。

「よし、次はぼくだね」

　犬いぬ塚づかさんがバッターボックスに向かう。その背中に桃ももちゃんが声をかけた。

「犬塚、打ちなさいよん！　打ったらご褒ほう美びに、ここ掘ほれワンワンプレイやったげるわよん!!」

「…………うおおー!!　ぼくはやるよー!!」

　燃え上がる犬塚さん。そんな犬塚さんを見ながらおおかみさんが聞く。

「…………なありんご、ここ掘れワンワンプレイって何だ？」

「そんなこと私に聞かないでくださいの」

　りんごさんが微び妙みような顔で答えた。

「さあこいっ!!」

　しかし、そのやる気も結果に結びつかず、というか怪あやしげなプレイ目的に奮ふん起きした犬塚さんを見て、こいつだけには打たれるわけにはいかねーと石いし割わりさんがその球に魂たましいを込めちゃったようだ。犬塚さんは見事にしょぼいピッチャーフライに打ち取られた。

「くそっ!!」

　犬塚さんはあまりの悔くやしさにバットを地面にたたきつける。それでも収まらずヘルメットまでたたきつけちゃう。温厚で緩ゆるい感じの犬塚さんがこうなるとは……

「…………なありんご、あれって打てなくて悔しがってるのか、それとも……」

「だからそんなこと私に聞かないでくださいの」

　犬塚さんをこうまでさせる謎なぞのここ掘ほれワンワンプレイ、それは桃ちゃんのみぞ知るって感じですか。

　そんなわけで犬塚さんはご褒ほう美びがもらえず……じゃなくてピッチャーゴロに倒たおれ、ワンアウト一塁るいで三番花咲さんに打席が回ってきた。

「はっ花咲がんばれ!!」

　真っ赤になりつつも、ぼんぼんを振ふる地じ蔵ぞうさん、その甲斐かい甲斐がいしい姿に多くの人が胸を打たれる。次のミス御お伽とぎ学園コンテストでかなり上位に食い込んでくるに違ちがいない。

　花咲さんはそんな地蔵さんの方を見て一度だけ頷うなずくとバッターボックスに入った。

　そのバカップルぶりを見て、石いし割わりさんがさらにいらいらした様子を見せる。……石割さん、彼女いなさそうですね。

　ま、それはともかく花咲さんと石割さんの因いん縁ねんの対決だが、

「ストライクバッターアウト!!」

　……花咲さんはあっさり三さん振しんで帰ってきた。

　マジ盛り上がらねーですね。

「…………すまん」

　当たれば大きいらしい花はな咲さきさんだが、今回は当たらなかったようだ。石いし割わりさんは打たれてたまるかと花咲さんにかなりの気き迫はくで投げてたのでそれも仕方ないかもしれないが。

「これで、ツーアウト？　…………さて九回の裏を守りきって延長がんばろう？」

「だな」

「そうですのね」

「おうよ!!」

　なんて皆みなさんあきらめモードになっているが、それも仕方ないかもしれない。なぜなら次のバッターの桃ももちゃんは、今日はボールがバットにかすってもいないのだから。

　桃ちゃんのスイングは、女の子女の子したへろへろなものじゃなく、それなりに力の入ったスイングだ。伊達だてに鞭むちぶん回して恐おそれられてるわけではない。

「いくわよん!!」

　しかし……ブン……ブン。と、空から振ぶり二つであっという間にツーストライクまで追い込まれてしまった。

　まあ、運動神経があるからといって打てるわけでもないし。

「っき[image: ～][image: ～][image: ～]くやしいわん!!」
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　桃ももちゃんは悔くやしさにじたばたする。桃ちゃんが地じ団だん駄だ踏ふむと、どことはいいませんがものすごく弾はずむので、なんとなく石いし割わりさんを応おう援えんしたくなってきますね。

　そしてこれでラストだと投げた石割さんの三球目、今回もあっさり三さん振しんと思われた桃ちゃんだったが、勝負の神様はまだおおかみさんチームを見捨てていなかったようだ。

　チッ

　たまたま桃ちゃんのバットにボールが当たり、ボールが転々と転がる。しかし運が良かったのもそこまでだ。ボールはボテボテのピッチャーゴロでしかない。

　ピッチャーの石割さんは確実にそのボールを処理し、一塁るいへ送球する。

　ああ終わりか……と皆みなさんが思ったその瞬しゆん間かん、一塁手がボールを落とした。桃ちゃんはその横を走り抜ぬける。

「セ[image: ～][image: ～][image: ～]フ」

　一塁審しん判ぱんの言葉に観客席と、おおかみさんチームのベンチがわく。

「「「おおおおおおおお!!」」」

　……ちなみに何でこんなことになったかというと、ボテボテのピッチャーゴロにもかかわらず、桃ちゃんはあきらめずに走っていたのだ。つまり……一塁手は桃ちゃんが走ってくるのを正面から見てしまったので……要するに…………ぶるんぶるん揺ゆれる桃ちゃんのおっぱいを見てしまったわけなのだ。

　しかも自分の方に向かって走ってくるので、どんどん迫せまってくるわけですよ、桃ちゃんのおっぱいが。その大迫はく力りよくに目がいかない男の子はいないでしょうし、エラーしても仕方ないでしょう。とりあえず、桃ちゃんのあきらめない心が生んだ奇き跡せきという感じで納おさめたら、皆さん幸せになれるかもしれません。

「……すまん」

「…………まあ、あれは仕方ない」

　謝あやまりながらボールを渡わたす一塁手に石割さんも強くは言えません。

　確かにあれは仕方がない。比べるまでもなく、ボールより桃ちゃんのおっぱいを捕球したいと思ってしまうのが男でしょう。

「これでツーアウト一、三塁か……」

　桃ちゃんが爆ばく走そうしている間に、亮りよう士しくんは三塁にまで進んでいた。おおかみさんチーム、ピンチが一転して大チャンスだ。

　石割さんは一塁手に聞く。

「次は大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ああ、次は大丈夫だ」

　二人が見ているのはもちろん打席に入ったおおかみさんだ。詳くわしく言うなら打席に入ったおおかみさんの胸。

　………………うん、大だい丈じよう夫ぶそうですね。




「よっしゃきやがれ!!」

「…………ちっ」

　元気いっぱいのおおかみさんに比べ、石いし割わりさんの息は荒あらい。

「さすがにこの暑さでばててきましたのね」

「昔ならそうでもなかったんだろうが、最近の練習不足が仇あだになったな。あと、森もり野のがひたすらカットしていることで、余計に投球数が増えているのもあるだろう」

「なるほどですの」

　りんごさんと花はな咲さきさんに褒ほめられてる亮りよう士しくん、そういった面でも地味に活かつ躍やくしている。

「しかも集中力が切れたな」

「スリーアウトチェンジのはずがツーアウト一、三塁るいですからね」

「さらに言うなら女と思ってなめきっているね？　これはもしかするともしかするかな？」

　アリスさんと頭とう取どりさんも会話に加わりつつ、打席に入ったおおかみさんを見守る。

　ピッチャーズマウンドの石割さんはセットポジションから…………投げた。

「うおりゃああああ!!」

　おおかみさんは思いっきりバットをブン回す。

　ブン

　でも、やっぱり当たらない。

「…………含ふくみを持たせてみたけど、もしかしそうにないね？」

「こーんなにバットとボールが離はなれてますの」

　こーんなにと両手で離れっぷりを表すりんごさん。

「当たれば場外に消えていきそうではあるんだけどね？」

　頭取さんがそうは言うが、

　ブォン

　またもやおおかみさんは空から振ぶりをする。やはりバットはボールに当たらない。追い込まれたおおかみさん。あとストライク一つでスリーアウトチェンジだ。

「むぐぐぐぐ」

　おおかみさんはとっても悔くやしそうだ。しかし、これではまぐれ当たりもなさそうだ。

「……仕方ない、これやるとなんというか素す直なおに勝利の美酒に酔よえなくなっちゃいそうなんだけどね？」

「何か策があるんですか」

　アリスさんの問いに頭取さんが苦笑しながら答える。

「あるよ？　…………なんというか、ほとんど冗じよう談だんで仕込んでたんだけどね？　一応今回は正々堂々勝負して勝つつもりだったし……」

　そういって頭とう取どりさんはなにやらサインを出し始める………………一塁るいの桃ももちゃんに向けて。

　桃ちゃんはオッケーよーんとＯＫマークを出したあと…………胸むな元もとのボタンを第二ボタンまで開け始めた。

　そして桃ちゃんは一塁から離はなれリードし始める。

「…………これが策なんですか？」

「うん、これが策？」

　アリスさんがはてなを浮かべて聞くが、頭取さんは苦笑してるだけだ。

　ちなみに皆みなさん思い浮かべてください。テレビで野球選手がリーリーリーってな感じでリードしている姿を。……あれですね、…………ものすごく前ぜん傾けい姿勢ですよね？

　つまり、胸元開けた桃ちゃんが前傾姿勢になると、見事な胸の谷間がご開帳って感じになっちゃいます。

「…………頭取？」

　ものすごく冷たい声でアリスさんが言った。

「だからほとんど冗じよう談だんだって言ったでしょ？　これで上手うまいこといけばもうけ物って感じかな？」

　苦笑いの頭取さん。だが、桃ちゃんの下げ僕ぼく三人組は大喜びだ。

「うおおおお！　さすがだ!!」

「すげえぜっ!!」

「うんうん、桃ちゃんは最高だね!!」

　パンパンパン

　この三人、とうとう柏かしわ手で打って桃ちゃんのおっぱいを拝み出しちゃいましたよ。

　そんな馬ば鹿かたちはともかく、バッターボックスのおおかみさんは刺さすような視線でピッチャーを睨にらみ付ける。闘とう志しは衰おとろえず、全然あきらめていない。

　そのおおかみさんの様子に石いし割わりさんは少しだけ気を引き締しめ……投げた。

　低めのストレートに、おおかみさんはバットを合わせる。

　タイミング的には合っていた。伊達だてに四度も打席に立っていないのだ。

　しかし……

　ブオン

　当たらない。

　バットは思い切り空を切る。タイミングは合いはしたが、バットとボールが離はなれていたらどうしようもない。

　しまった……とおおかみさんの顔が歪ゆがむ。

　が、そんなおおかみさんの耳に花はな咲さきさんの叫さけび声が聞こえた。

「振ふり逃にげだっ!!」

　ふっ振り逃げ？

　おおかみさんはきょとんとする。

　おおかみさんはアリスさんの野球教室を思い出す。えーと確か、無死か一死で一塁るいに走者がいないときと二死のとき、打者が三さん振しんした場合にキャッチャーがボールを落としたら一塁に走れる……そこまで思い出したおおかみさんが振り向くとそこにはボールを追いかけているキャッチャーの姿が見えた。低めでワンバウンドした球をキャッチャーが後こう逸いつしたのだ。

「うわっ」

　おおかみさんはだだだだっと一塁に向けて走り出す。ちゃんと野球のルールはおおかみさんの頭の中に入っていたようですね。「あの三匹びきの下げ僕ぼくでもわかる野球教室」とかいうあの本は伊達だてじゃなかったらしいです。

「よっし、これで一点っス」

　キャッチャーがボールを追うその隙すきに亮りよう士しくんはホームインする。

「ファーストだ!!」

　石いし割わりさんはやっとボールをつかんだキャッチャーに向けて叫さけんだ。ここでおおかみさんをアウトにすれば、点は入らなかったことになる。

　キャッチャーが目をやると、おおかみさんはまだ一塁に到とう達たつしていない。おおかみさんがルールを思い出す時間だけ、スタートが遅おくれたのだ。

「くっ」

　キャッチャーは一塁るいへ送球する。タイミングはぎりぎり間に合うか間に合わないか。

　一塁手が捕球体勢を整えるのを見たおおかみさんは、

「こんちくしょう!!」

　思い切り跳とんだ。ヘッドスライディングをし、おおかみさんはズサササーと頭から一塁ベースに突つっ込む。

　そのクロスプレーに、両チームと観客は身を乗り出す。

　どっちだ!?

　両チームに観客、この場にいるすべての人が固唾かたずを飲んで見守っている。

　もうもうと立ちこめる砂すな煙けむりが晴れると…………ちゃんとベースに触ふれているおおかみさんの姿があった。

「セッセ───フ!!」

　響ひびいた一塁審しん判ぱんの声に顔を土で汚よごしたおおかみさんが、よっしゃーとガッツポーズをする。

「きゃー涼りよう子こちゃん最高ですのー!!」

　わき上がるおおかみさんチームのベンチ。

　というわけで、おおかみさんの活かつ躍やくでついに勝ち越こすことに成功したおおかみさんチームでした。




　そのあと六番の猿さる渡わたりさんが三さん振しんで帰ってきたあと、戻もどってきたおおかみさんをみんなで讃たたえる。

「涼りよう子こさん、ナイスっス」

「さすがですの！」

「……はあ、正直かっこ悪かった。振ふり逃にげだぞ？　ホントはかっこよく打って決めるつもりだったんだけどよ」

　駆かけ寄ってきた亮りよう士しくんとりんごさんに、おおかみさんは嫌いやそうに答える。

　まあ、確かにお世辞にもかっこいいとは言えないかもしれません。でもおおかみさんはがんばりました。

　なので、亮士くんとりんごさん以外も賞賛の声を惜おしまない。

「見事なヘッドスライディングだったな」

「桃ももちゃんじゃ、こうはいかないぜ」

「そうそう、桃ちゃんじゃあ胸がつっかえるしね」

　この発言は、桃ちゃんの下げ僕ぼく、おっぱい大好き三人組のものだ。

　確かに桃ちゃんに比べおおかみさんは滑すべりやすそうです。なんていうか……そう、流線型？

　そしてその褒ほめてんだか褒めてないんだかわからない賞賛の声に、案の定おおかみさんがキレた。

　とりあえず、守備に向かう馬ば鹿か三人組の頰ほほが腫はれ上がっていたことだけはここに記しておきましょう。




　九回の表の攻こう撃げきが終わり、守備に向かおうとしたおおかみさんがふと疑問を口にした。

「でも、何であんなに都合良くパスボールなんかしたんだ？」

　おおかみさんは思いっきりピッチャーに集中していたので、桃ちゃんの行動を見ていなかったようだ。そのおおかみさんの問いに、頭とう取どりさんは言いづらそうに言う。

「なんというか……めいっぱいリードしてキャッチャーの視界内に入った吉き備び津つ君がこうゆさゆさと？」

　頭取さんは胸を揺ゆするジェスチャーをする。

「……で、胸むな元もと開いてたもんだから、思わずそれにつられよそ見をしちゃったキャッチャーはボールをこぼしてしまったわけだね？　ほとんど冗じよう談だんだったこんな策が決まるなんて、いやいや男ってホント馬鹿な生き物だね？」

　馬鹿な生き物の一人である頭取さんが言う。おおかみさんはあきれて声も出ない。

「それにしても、エラーだけで点を取ってしまったな」

　少々ばつの悪そうな花はな咲さきさんが言う。

「まあ、勝てば官軍ってやつでいいんじゃないの？　九回裏はちょうど石いし割わり君まで回る、そこでぐうの音も出ないほどに花咲君が実力を見せれば？」

「……そうですね」

　花はな咲さきさんはそう答えるとこの回を最後にすべくマウンドに向かった。




　九回裏、花咲さんは二人目までをあっさり三さん振しんに取る。そして最後にバッターボックスに入ったのは石割さんだった。

「くそっ、役に立たない奴やつらだ、こうなったらおれが決めてやる!!」

　殺気すら込めて花咲さんを睨にらむ。

　しかし、その意気込みとは裏腹に、ツーストライクと追い込まれる。

　追い込まれた石割さんに犬いぬ塚づかさんが言う。

「…………先せん輩ぱい、どうしても決着をつけないといけませんか？」

「あたりまえだっ!!」

　どうにか諫いさめようとする犬塚さんの言葉も、今の石割さんには届かない。

「…………ぼくは前の先輩の球を受けるの嫌きらいじゃなかったですよ。……今の先輩は見るに堪たえません」

「うるさいうるさいうるさい!!　ここまできて引き下がれるかっ!!」

　犬塚さんはとても悲しそうにため息をつき、花咲さんにサインを出した。

　犬塚さんの構えるミットの位置はど真ん中、花咲さんはそのサインに静かに頷うなずきゆっくりと振ふりかぶる。

　観客、チームのメンバー、この場にいるすべての人々が見守る中、放たれた花咲さん渾こん身しんの一球。

　ズパァァン!!

　その気き迫はくのこもった今日一番の球に石割さんは微び動どうだにできず、ボールは犬塚さんのミットの中に吸い込まれていった。




『……九回裏、御お伽とぎ学園野球部初の甲こう子し園えん出場まであとアウト一つです!!』

　ラジオにつないだイヤホンから聞こえてくる音声に集中していた頭とう取どりさんが、ふと何かに気づいて顔を上げた。

　頭取さんの視線の先には、待っていた人物の姿があった。

「……来ちゃったみたいだね？」

　ため息をついたあと、頭取さんはその人物の方に歩いていく。

「やあ、来なきゃいいと思ってたんだけど、やっぱり来たんだね？」

「……桐きり木きか、そこをのけ、痛い目に遭あいたくなかったらな」

　バット片手で歩いてきた石いし割わりさんが、前をふさいだ頭とう取どりさんを据すわった目で睨にらみ付ける。

「…………一応聞いておくけど、これからどうするつもりだい？」

「決まってるだろう？　暴れてなにもかも目茶苦茶にしてやるんだよ」

　石割さんのその目は血走り、正気を感じさせない。

「…………そこまで花はな咲さき君が憎にくいかい？」

「……………………ああ、憎いさ。もちろんこれが見当違ちがいの感情だということはわかっている。だがな、許せるか!!　おれが今まで積み上げたものを、あいつはたかだか一年で追い抜ぬいていった！　おまえにわかるか？　追い抜かれる恐きよう怖ふが、才能の差を見せつけられた惨みじめさが!!」

「………………そうだね、この世は不公平だ？　君は努力という水を才能という種にやり、ちゃんと花を咲かせた、しかし血を吐はくような思いをして咲かせた花は花咲君に及およばなかった？」

　努力のあとに知ったのは厳然たる才能の差。

「……それでも君は恵めぐまれているだろう？　努力しても芽が出なかった者、そもそも努力することすらできなかった者、そういった才なき者たちの上に君は立っていたはずだ？　それなのに自分が見上げる番になったら、かんしゃく起こして逆ギレかい？」

「そんなことはわかっていると言ってるだろう!!　それでもおれはっ!!」

　その怒いかりのままに、石割さんはバットを振ふりかぶる。

　……が、次の瞬しゆん間かん石割さんはバットを取り落とし、手を押さえてうずくまる。ころころと地面を転がる鉛なまり玉、どこからか亮りよう士しくんが狙ねらったのだろう。

　頭取さんは悲しそうに石割さんを見る。その口調は普ふ段だんにないまじめなものだった。

「花咲君は不ふ世せい出しゆつの逸いつ材ざいなのだろうね。…………彼が努力という水をやったあとに咲いた花は誰だれもが目を奪うばわれる輝かがやかしいものだった」

　ワァアアアアアアアアアアアアアア

　野球場から聞こえてきた今までで一番の大歓かん声せいをバックに頭取さんは言う。

「枯かれ木に花を咲かせましょう…………か。そう彼は自らだけでなく、自分以外の人々に笑え顔がおという花を咲かせることができる、夢を与あたえることができる、希望を、喜びを与えることができる。他者に影えい響きようを与えられるほどに彼の才能はすばらしいものだった」

　頭取さんは石割さんが取り落としたバットを手に取る。

「才能……そう才能だ。満開に咲いた彼の才能は、今後も様々な花を咲かせ続けるだろう。彼がどういう進路を進むかわからないが、彼が野球を続ける限りそれは変わらないだろうね。彼のプレイが笑顔を生み、感動を生み、彼を目標とする新たな才能までも生むかもしれない」

　うずくまった石割さんは固まったように動かず、頭取さんもその場に無言でたたずんでいる。

　そのままどのくらいの時間が流れただろうか。

　不意に頭とう取どりさんが口を開いた。

「石いし割わり君」

　そして頭取さんがラジオからイヤホンを抜ぬくと周囲に音声が流れ出す。

『様々な人のおかげで、自分はここまでやってこれたのだと思います。家族友人……』

　それは試合後のインタビューのようだった。多少疲ひ労ろうで乱れてはいるがそれは間ま違ちがいなく花咲さんの声だ。

「御お伽とぎ学園野球部創設以来初の甲こう子し園えん出場が決まったよ。これで彼は明日からスターの仲間入りかな？」

　その頭取さんの言葉を聞いても、石割さんは微び動どうだにしない。しかし次の瞬しゆん間かん、石割さんははっと顔を上げた。

『特に石割先せん輩ぱいにはお世話になりました。入部して右も左もわからない自分に様々なことを教えてくださいました。先輩がいたからこそ今の自分があるんだと思います』

「……君は知らないと思うけどね、花咲君の投球フォームを見てると誰だれかに似てるんだ」

　頭取さんの言葉に、見当もつかないという表情をする石割さん。が、続けて頭取さんが言った言葉に体を震ふるわせる。

「…………君だよ、君が花咲君を育てたんだろう？　君が努力で培つちかってきた技術、様々な試し行こう錯さく誤ごの結果手に入れたものを花咲君に伝えたから今の花咲君がある。確かに君の才能は大輪ではなかったかもしれない。でも、彼という不ふ世せい出しゆつの才能に水を注ぐことができた。彼の花を咲かす手助けをすることができた。それを誇ほこりとすることはできないかい」

　アスファルトに、点々と水すい滴てきが落ちる。そして石割さんの口から嗚お咽えつが漏もれ始める。

　心の中でよどんでいた感情を涙なみだで流しながら石割さんは思い出していたのかもしれない。先せん輩ぱいと後輩という間あいだ柄がらで何のしがらみもなかったあの頃ころを。ただ野球が好きだと笑っていたあの頃のことを。




　しばらくして頭取さんが石割さんに聞いた。

「……で、君はこれからどうするんだい？　言ってなかったけど、野球部から君の籍せきは抜ぬけてなかったりするんだよね？」

「……今いま更さら、戻もどろうとは思わない」

「彼らは気にしないと思うけどね？」

「合わせる顔もないし、これでもプライドがある。勝負は勝負、きっちり野球部をやめてけじめをつける」

「…………」

「……心配するな。やけになったわけじゃない。これからもおれは野球を続けるよ。なに、別にどこでだって野球はできるだろう」

　そう笑って言う石いし割わりさんの顔は憑つきものが落ちたようだった。




「ただいまっス」

　亮りよう士しくんが観客席で試合を観戦していたおおかみさんとりんごさんのところに戻もどってきた。

「お帰りなさいですの。……で、どうなりましたの？」

「終わったっスよ。たぶん、ハッピーエンドって言ってもいいんじゃないスかね？」

「そう、それは良かったですの」

「…………で、涼りよう子こさんはいったいどうしたんっスか？」

　亮士くんはりんごさんの隣となりで肩かたを震ふるわせているおおかみさんを見て言った。

「涼子ちゃん？　……ああ、感動しちゃったんですのよ。決勝に相応ふさわしいいい試合だったですから」

「うっうっ」

　おおかみさんは感動して泣いているらしい。そんなおおかみさんにりんごさんはハンカチを差し出す。

「……涼子ちゃん、目から汗あせが出てますのよ」

「違ちがうっこれは!!　………………はっ!?」

　そこでおおかみさんは重大なことに気がつく。目から涙なみだが出ていると言われたならともかく、目から汗あせが出たというりんごさんの言葉を否定したら、お約束の「これは汗だ！」という言い訳が使えないのだ。今いま更さらこれは涙なみだだと言うわけにもいきませんし。

「う……ぐっ」

　追い詰つめられたおおかみさんを見て、りんごさんとても楽しそうだ。

「こっこれはだな」

「これは？」

「これは……………………そう、汁しるだ!!」

　追い詰められたおおかみさんから出たどうしようもない言い訳に、りんごさんはものすごくまじめな顔で言う。

「………………………………涼子ちゃん、目から汁が出る女の子はどうかと思いますのよ？」

　そしてりんごさんに続いて亮士くんも言う。

「…………おれも流石さすがにそれはどうかと思うっス。もちろん目から変な汁が出たくらいじゃおれの気持ちは変わらないっスけど」

「ううううううっせー!!　何出そうとオレの勝手だろうが!!」

　おおかみさんが逆ギレする。

　まあそんなこんなで、花はな咲さきさんの依い頼らいはハッピーエンドで達成されたのでした。


めでたしめでたし









　おまけ




　おおかみさんが目から変な汁を出したあとの話。

「おい、亮りよう士し」

「なんっスか？」

「ほれ」

　おおかみさんは冷えたペットボトルを投げて渡わたす。

「おっとっと、これくれるんっスか？　ありがとうっス。いやーのど渇かわいてたんスよ。暑い中ずっと待機してましたから…………てあれ？　空いてる？」

　亮士くんが蓋ふたをひねると、元から空いていたかのように軽く回った。心なしか中のスポーツドリンクが少ないような気も……？

「……まあ、いいか」

　亮士くんは気にせずペットボトルに口をつけ、ごくごくと美味おいしそうにそれを飲む。

　それを見たおおかみさんは、わずかに顔を赤く染めて足早に歩き出した。

「じゃっじゃあ帰るぞ」

　そんなおおかみさんに、りんごさんはにやにやしながらついていく。

「なっ何か言いたいことがあるんなら言えよ」

「いーえー」

「べっべつに深い意味はねーぞ、ただオレは噓うそが嫌きらいなんだよ！」

「はいはいですの」

「約束は守らないといけないだろうが!!　というかおまえが勝手に……」

「は～いは～いですの～」

　というわけで、約束通り勝ったご褒ほう美びを気がつかない間にもらってた亮士くんなのでした。


おしまい
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　　　おおかみさんと特に何も起こらない普ふ通つうの休日







　おおかみさんは朝が弱い。どのくらい弱いかというと、りんごさんに起こされて、

「……う～ん、もうちょっと、あと五分」

　って言っちゃうくらい。

　ぐずりながら布ふ団とんに潜もぐり込むパジャマ姿のおおかみさん、そこにいつもの凶きよう暴ぼうなおおかみさんはいません。飼かい犬と化して野生が全く感じられないです。

　……………………でもまあ、これはこれで!!

「んもう、涼りよう子こちゃん朝ですのよー」

　りんごさんがゆさゆさと揺ゆすりますが、

「………………………………うぅ」

　やっぱりおおかみさんは起きない。

「んもぅですの」

　りんごさんは少しだけ怒おこった顔をしたあと、おおかみさんをどうにか自分の方に向かせる。

「…………涼子ちゃん、涼子ちゃん」

　しかしそこまでしたところでりんごさんのおおかみさんを起こそうとする動きがなくなった。

「………………？」

　それを不ふ審しんに思ったおおかみさんがチラッと薄うす目めを開けて見ると、

「ん～♪」

　そこには目をつむったりんごさんの顔が超至近距きよ離りにあった。しかもさらに接近中だ。

「なっ!!」

　おおかみさんは反射的に手を自分とりんごさんの顔の間に入れた。そのためりんごさんのお目覚めのキスはおおかみさんの手に阻はばまれる。

「むみゅ」

　間かん一いつ髪ぱつで唇くちびるを死守したおおかみさんはがばっと起き上がる。

「なにしやがる！」

「いくら起こしても起きない涼子ちゃんが悪いんですのよ」

「だからって起こし方を考えろといつも言ってンだろっ!?」

　おおかみさんが気け色しきばんでりんごさんに詰つめ寄るが、りんごさんはどこ吹ふく風だ。

　顔を近づけ睨にらんできたおおかみさんに、りんごさんは仰のけ反ぞるわけでなく逆に近づき、またむちゅーと口を突つき出す。

「んん～♪」

「っ!!」

　再びキスされそうになって、おおかみさんはあわてて顔を離はなす。相変わらずりんごさんに愉ゆ快かいに遊ばれています。そんなおおかみさんをころころ笑って見ながらりんごさんは言う。

「だって、こうすると涼りよう子こちゃん、一発で目が覚めるんですのよ？　……今みたいに」

「うぐっ」

　そう言われては、おおかみさんは返す言葉もない。確かにおおかみさんはばっちり目が覚めた。

「……ぶつぶつ」

　仕方なしに文字通りぶつぶつ言いながら、おおかみさんはベッドを降りる。

　そして本ほん邦ぽう初公開のおおかみさんのパジャマ!!

　水色のパジャマで、デフォルメされたオオカミ柄がらがかわいいです。いったいどこで探してきたんでしょうね。ちなみにりんごさんは薄うすいピンクのりんご柄です。両方とも絶対りんごさんの趣しゆ味みですね。

「じゃあまあ、ぱぱっと朝ご飯の用意をしちゃいますの」

「おふぁうふ」

　寝ね起きおおかみさんの口から出たのはあくびなんだか返事なんだか。

　りんごさんがキッチンに向かうのを見送ったあと、おおかみさんは床ゆかに座ってぬぼーっとテレビを見る。テレビの中ではお天気お姉さんが天気予報中だ。

「今日は晴れか……」

　そんな感じでおおかみさんがぬぼーとしている間に、おおかみさんとりんごさんの部屋の説明をしよう。二人の住む部屋はこんな感じだ。

　玄げん関かんのドアを入って少し進むと左側がわにキッチン、右側にトイレと洗面所とバスルームがあり、突つき当たりには扉とびらがある。そこを開くとおおかみさんがいる少し広めの部屋になっている。入って右に二段ベッド、突つき当たりに二人の机と大きな窓があり、窓から外に出るとベランダだ。部屋の中心には小さな丸テーブル。あとは部屋の左側にテレビや本棚だななどが置いてあります。

　こう書いてみると物がたくさんあって手て狭ぜまそうだが、りんごさんは小さいし、おおかみさんも縦はともかく横は細いので、十分に手足を伸のばしてくつろげるほどの広さだ。

　ぬいぐるみが置いてあったり、かわいらしいクッションがあったりするのはもちろんりんごさんの趣しゆ味みだろう。文句も言わず放置されてるのを見ると、おおかみさんもまんざらでもないようだが。あと、かわいらしいこの部屋にとけ込んでいるピンクのダンベルは間ま違ちがいなくおおかみさんのだろう。

「はーい、お待ちどおさまですの」

「うーい」

　丸テーブルの上に、りんごさんが運んできた朝食が並ぶ。

　トーストに目玉焼きにサラダという非常にオーソドックスな朝食だ。

　ちなみに、ふたりの朝食はいつもパンだ。二人はパン派なのだ。え？　なぜパン派かですか？

「んくっんくっんくっ」

　おおかみさんが喉のどを鳴らして美味おいしそうに飲んでいる白い液体がその答えです。

　そう、二人の朝は牛乳だと決まっているから……決まっているからっ!!

「ぷはー、うめえ」

「やっぱり朝は牛乳ですの～」

　ちなみに牛乳なのは理由がありますが、聞かないであげてください。




「で、今日どうするよ。どっか行くか？」

　食後のおおかみさんが、ゆるゆるだるだるしながら言った。こんなおおかみさんを見れるのは今のところりんごさんだけですよ。亮りよう士しくんが見れるのはいつになるのか……というかそもそも見れるんですかね？

「そうですのねー。とりあえずいいお天気ですし、お洗せん濯たくしてお布ふ団とんでも干しましょうですの」

「そうだな」

　よっこいせとおおかみさんは立ち上がると流しに向かい、りんごさんの分も食器を洗う。食事を作ってない方が洗い物をするという決まりがあるのだ。

　その後、おおかみさんはランドリーバッグに入れた二人分の洗せん濯たく物を持って学生寮りようの一階にあるコインランドリーに洗濯に、りんごさんは山に柴しば刈かりに……というのは冗じよう談だんでベランダに布ふ団とんを干したあと、部屋の掃そう除じにかかる。

　……りんごさんが布団を運ぶととても危なっかしいですね。まあ、それ以上にかわいらしいのですが。小さいりんごさんは布団に埋うもれて、運ぶというより布団に運ばれてるというか、布団が動いてる感じなんですよ。

　りんごさんによる掃除が終わった頃ころ、おおかみさんが洗い終わった洗濯物を持って帰ってくる。

「あー、スゲー混んでた」

「皆みなさん考えることが同じですのねー」

　おおかみさんとりんごさんはベランダで二人並んで洗濯物を干す。

　洗い立ての洗濯物のさわやかな香かおりと、洗濯物を揺ゆらすすがすがしい風。

　洗濯物の説明は詳くわしくはしませんが、とりあえず色とりどりだったと言っておきましょうか。

「ふう、これでおしまいですのー」

「おう」

　おおかみさんとりんごさんは、掃除や洗濯が終わったあとの達成感とさわやかさが混じった心地よい空気に身を任せる。

　空は真っ青で太陽はぽかぽか、今日はとても良い日和ひよりです。




　やることが終わって、おおかみさんとりんごさんはくつろぎタイムに入る。音楽を流しながらうだうだと休日の午前中を心ゆくまで満まん喫きつしていると、おおかみさんが唐とう突とつに口を開いた。

「…………………………犬」

「…………はい？」

「犬さわりたい」

　うだーとベッドにうつぶせ状態のおおかみさんから発せられたのは、とても抽ちゆう象しよう的というかモロというかまあそんな言葉だった。

「…………犬イヌいぬ」

　どうやら禁断症状が起きたらしく、イヌイヌ言いながらぐしぐしと猫ねこのように手で顔を洗うおおかみさん。

「……………………………………萌もえ～」

　そんな無防備でかわいらしすぎるおおかみさんを見て、りんごさんは悶もだえる。そんなりんごさんのおかしな様子におおかみさんが聞く。

「……なに？」

　やっぱりかわいいおおかみさん。リラックスしすぎで、いつもの毛皮がどこにも見当たらない。

「いえいえ、なんでもないですの。それはそうと犬ですの？」

　りんごさんはほっぺに人差し指を当てて少し考え……ああっ！　と答えに行き着いた。

「そういえば、エリザベスとフランソワに最近会ってないですのねー」

　エリザベスとフランソワとは言わずと知れた亮りよう士しくんの飼かい犬で、亮士くん曰いわくとても美人な犬らしい。

「…………うん、会ってない」

　どうやらおおかみさんがこんなになっちゃってる理由は、人恋しさというか犬恋しさらしい。

　猫ねこ派犬派でいえばぶっちぎりで犬派のおおかみさん。普ふ段だん乱暴者のオオカミを気取ってるだけあって、同族意識があったりするのかもしれない。

　りんごさんがチラッとおおかみさんを窺うかがうと、含ふくみはなく本気で犬に会いたそうだった。つまり、犬をだしにして亮士くんに会おうとかいう気配はかけらも感じられない。

　やはりどうしようもないくらい犬[image: ＞]亮士くんです。この価値観が逆転する日が果たしてくるのでしょうか。

「じゃあ、お昼ご飯食べたあとにでも会いに行きますの？」

「おう!!」

　そんなわけで、まったく……とりんごさんが内心でため息をついたあとの言葉で、がばっとうれしそうに起き上がるおおかみさんなのでした。




「エリザベス、フランソワ!!」

　その声に、芝しば生ふの庭の端はしに設置された自分のおうちで昼寝ねしていた白黒の大きな犬たちの耳がぴくぴくと反応する。おおかみさんが近寄っていくと、犬たちはわふわふとおおかみさんに飛びかかっていく。

　おおかみさんも流石さすがに大型犬二匹ひきの体当たりは支えきれず倒たおれる。

　しかし犬たちと遊ぶ気満々、汚よごれても大だい丈じよう夫ぶな格好でやってきたおおかみさんは気にせず犬たちと一いつ緒しよに芝生の庭を転がる。

「おうおう、元気だったか、ん～？」

　夏毛に生え替かわった犬たちに額をぐりぐりするおおかみさん。犬たちもうれしそうにしっぽをぶんぶんと振ふりまくっている。

　そんな美少女（一応）と犬たちの戯たわむれ（たぶん）に、うっわー涼りよう子こちゃんのねじが一本飛んじゃいましたのーなんて考えているりんごさんの耳に、心地よいアルトの声がかかる。

「……よう、こらまた大騒さわぎだな」

　頭の上からかかったその声にりんごさんが顔を上げると、母屋おもやの二階の窓でたばこをくわえた雪ゆき女めさんがこちらを見ていた。

「あ、雪女さんこんにちはですのー、お仕事はどうですの？」

「あーぼちぼちだ」

　めがねで長ちよう髪はつ黒くろ髪かみ、とても知的な女性って感じの雪女さんだが、亮りよう士しくんの叔母おばとは思えないほど中身は非常に男前で、なのに少女小説書いてたりするという不思議な人だ。目の下に隈くまを作った寝ね不足そうな顔で、雪女さんはぽりぽりと頭をかく。

「で、今日はどうしたんだ？」

「涼子ちゃんが犬分が足りないと禁断症しよう状じよう起こしたんで、エリザベスとフランソワに会いに来たんですの」

　そこで雪女さんに気がついたおおかみさんが挨あい拶さつをする。

「あっ、どうもです」

「おーう」

　雪女さんの前では借りてきた猫ねこというか借りてきた犬って感じで、おおかみさんはおとなしくなってしまう。おおかみさんは雪女さんの作品の大ファンだったりするのだ。

「……まあ、ゆっくりしてけ」

「はい！」

　んでもって、おおかみさんは再び全身全ぜん霊れいで犬たちと戯たわむれ始める。すぱーとたばこをくゆらせながら雪ゆき女めさんはりんごさんに聞く。

「りんご」

「なんでしょうですの？」

「犬に会いに来たってのは……」

「……見ての通り本気ですの」

　無言になる雪女さんの目にはむっちゃうれしそうな顔で犬にまみれているおおかみさんが映っている。そして雪女さんの頭の中に浮かんでいるのはヘタレな甥おいっ子この姿だった。

　雪女さんはぷはーと煙けむりを吐はき出す。

「…………何か進展は？」

「んーすこしずつ距きよ離りが縮ちぢまってることは確かなんですけど……涼子ちゃん意地っ張りですし、森もり野の君、非常時はともかく基本ヘタレですし、劇的にどうこうというのはないんですの」

「………………はぁ」

　このため息は甥っ子のヘタレさについてでしょうかね。

「じゃあま、なにか進展あったら電話でもくれ」

「おやすいご用ですの」

　なにやら裏で雪女さんと情報提供の契けい約やく結んでいるらしいりんごさんなのでした。




　りんごさんは、おかし荘そうという文字通りおかしな名前のついたアパートの横に立っている木の陰かげに腰こしを下ろし、犬と戯れるおおかみさんを見ている。夏もそろそろ本番、木陰にでも入らないと流石さすがに日差しがきつい。

「うわっやめろよエリザベス、うわははははは」

　現在進行形で犬に顔をべろんべろんなめられて大笑いのおおかみさんは気にしてないようだが。

「んーこういう日曜日もなかなかいいものですのねー」

　楽しそうなおおかみさんを見ながらりんごさんがくつろいでると、がちゃっと後ろで扉とびらの開く音が聞こえた。目をやると、見覚えのある顔が部屋から出てきたところだった。

「……ん？　あれ、そこにいるのは赤あか井いさんじゃないかな？」

「あらまあ、生徒会長さんにグレーテルさん」

　出てきたのは、このおかし荘の住人であるヘンゼルさんとグレーテルさんの兄妹きようだいだった。

「いや～この前の件は助かったよ」

「この前……ああ、豚とん田ださんの」

「そう」

　豚とん田ださんのとは、豚田三兄弟悪あく臭しゆう立てこもり事件のことです。

「別にいいんですのよ、こちらも慈じ善ぜん事業でやってるわけでもないですし」

「まあ、それはそうだよね。でも生徒会ではどうにもならなかったから、お礼を言っても罰ばちは当たらないと思うよ」

「そういうことならまあ、受け取っておきますですの」

　なんてりんごさんとヘンゼルさんが世間話をしていると、グレーテルさんがヘンゼルさんの袖そでをついついっとひっぱる。グレーテルさん微び妙みように不ふ機き嫌げんそうで、それを見たヘンゼルさんの態度ががらっと変わる。

「ああ、ごめんよグレーテル。別におまえをないがしろにしたわけじゃないんだよ」

　今までの人当たりのいい感じが全く噓うそに見えてきてしまうほどに、親愛の情のこもったグレーテルさんへの対応だった。まあ、人当たりのよさは噓うそというか演技なのだが。

　基本的に、人当たりのよいヘンゼルさんと冷静で落ち着いたグレーテルさん。この二人、誰だれにでも平等に接し非常に人格者っぽいんですが、それはただお互たがい以外がすべて他人とカテゴライズされるために、そんなことになっちゃうだけなわけなんです。実に歪ゆがんでますね。

「……いいんです、お兄様。私がただわがままを言ってしまっただけなのですから」

「そんなかわいいわがままならいつでも大歓かん迎げいだよグレーテル、ぼくらはたった二人の兄妹じゃないか」

「……お兄様」

「……グレーテル」

　手を取り、うるんだ瞳ひとみで見つめ合う危ない兄妹きようだい。

　とりあえず超部外者であるりんごさん的にはとっとと立ち去って欲しいので話を促うながすことにする。

「まあ、いつも通り仲が良いんですのね……これからデートですの？」

　しかしそこで返ってくるのはヘンゼルさんに対する口調とは全く違ちがう、とてもクールで感情を感じさせない声だった。

「そんなところです」

「…………」

　すばらしい変わり身に、りんごさんは言葉が出なくなる。ここまで対応が違うとある意味すがすがしい。

「とりあえず、天気も良いし買い物にでも行こうかなってね。買わなくても、美人は着る物選ばないからグレーテルを着せ替かえるだけで楽しいひとときを過ごせるし」

「まぁっお兄様ったら！　美人だなんて……ぽっ」

　グレーテルさんは頰ほほを染めくねくねする。

「グレーテル先せん輩ぱい、スタイルいいですものねー」

「いえ、それほどでもありません」

　しかしりんごさんにはクールなよそ行き対応で、その変わり身はもう完かん璧ぺきです。

「…………」

　そんなぞんざいな対応にも笑え顔がおを崩くずさないりんごさんの心の中はこんな感じだ。

　なにこの女、マジうぜー。ちょっとかわいいからっていい気になりやがって、焼き入れんぞコラーですの。ピーの穴から手ぇーつっこんで奥歯がたがた言わせるぞてめぇーですのー。

　……まあ、気持ちは非常によくわかります。でも、語尾に『ですの』なんてつけてもかわいくなりませんから。

「じゃあ行こうか」

「はいお兄様っ!!」

　そして腕うでを組んで、お二人はデートに出発する。

「…………楽しんできてくださいの～」

　りんごさんは二人の背中に手を振ふる。どうも、しっしってしてるように見えるんですが気のせいですかね？




　がちゃっ

　りんごさんがアブノーマル兄妹きようだいを見送ってしばらく経たった頃ころ、再び扉とびらの開く音が聞こえた。今度おかし荘そうから出てきたのはあくびをしている寝ねぼけ状態の亮りよう士しくんだった。

「…………うあー」

　亮士くんが住んでいるのはおかし荘の五号室。一階が一号室から四号室まで、二階が五号室から八号室までの計八部屋となっている。ちなみに一号室二号室がアブノーマル兄妹ヘンゼルさんとグレーテルさん、四号室が黒くろ縁ぶちめがねで文学少女っぽいが非常に暗い、名前負けしている白しら鳥とり真ま昼ひるさんだ。

　八部屋もあるのに入居者四人という超やる気ない状じよう況きようからもその経営方針がわかろうものだ。伊達だてに雪ゆき女めさんが趣しゆ味みでやってるとか言ってるわけではない。

「おそようですの」

　りんごさんは亮士くんに挨あい拶さつする。お昼過ぎてるからかりんごさんの挨拶が変な感じに進化している。

「ああ、これは別に今まで寝ねてたわけでなく朝飯のあとに二度寝を…………って赤あか井いさん!!　何でここにいるんスか？」

　ちなみに『二度寝を……』のあとあたりで、漢おとこモードからヘタレモードにチェンジしてるんですがどうでもいいですね。

「あー、あれですの」

　りんごさんの視線の方向には相変わらず犬にまみれてるおおかみさんがいた。

「……エリザベスとフランソワっスか？」

「そう、犬に会いたいって唐とう突とつに涼りよう子こちゃんが言い出したのでやって来たんですの」

　…………犬？　マジ、犬？　おれじゃなく犬？　確かにうちの犬たちは美人でかわいくて賢かしこいですけど……それはあまりにあんまりでは？

　なんて思う亮りよう士しくんは、一いち縷るの望みをかけてりんごさんに聞いてみるが……

「……あーその」

「ちなみにマジ、心の底から犬に触さわりたいという理由でやって来てますの。ほら、あの涼子ちゃんの心底うれしそうな笑え顔がおを見てくださいの」

　きらきらと輝かがやく異次元浮遊物体をちりばめる特とく殊しゆ効果をつけたくなるほど、素す敵てきな笑顔をしているおおかみさんに、亮士くんは見事撃げき沈ちんされる。

「………………そうっスか」

　愛犬に負けた亮士くんの力ない言葉は実に哀あわれでした。




　日が沈しずみ、おおかみさんが犬分を十分に補給し満足げな表情を浮かべた頃ころ、雪ゆき女めさんが家から出てきた。

「おい、涼子にりんご、今日も飯食ってくな？」

「是ぜ非ひともお呼ばれになりますの」

「ありがとうございます！」

　以前誘さそわれたときは遠えん慮りよしたのだが、今回はそんなことはしない。訂てい正せい、そんな無む駄だなことはしない。雪女さんに逆らっても無駄だし。というわけで、りんごさんとおおかみさんは快く招待を受ける。あと、やっぱりおおかみさんの敬語は背中がむずむずしますね。




「いただきます」

「「「「いただきます」」」」

　家長である雪女さんを筆頭に手を合わせる皆みなさん。

　テーブルに着いているのは雪女さんと旦だん那なの若わか人とさん、アブノーマル兄妹きようだいのヘンゼルさんとグレーテルさん、暗いめがねっ娘この真ま昼ひるさんに、亮士くん。そして、お呼ばれしたおおかみさん、りんごさんの計八人だ。

　雪女さんが上手うまいこと話を振ふるので、食事はとてもにぎやかなものになる。

「……というわけで、ぶち切れたアリス先せん輩ぱいがエロじじいどもを灼しやく熱ねつ部屋に監かん禁きんしちゃったんですのよ。あの人は敵に回しちゃいけないなぁと心の底から思いましたの」

「だな、アリス先せん輩ぱいはキレると怖こわい」

　どうやら今は、学長による女の子我が慢まん大会事件のことを話しているようだ。

「へーそんなことになってたんだ、生徒会としては関かかわらなかったし知らなかったよ」

「とりあえず目的がわかりすぎるほどわかってましたから…………ねえお兄様っ」

　このアブノーマル兄妹きようだいは食事中でも存分にいちゃついています。

「まあうちとしても関かかわりたくなかったんですけど、賞品欲しかったですし、皆みなさんあのじじいのセクハラにキレてたのでぎゃふんと言わせてやろうと一いつ致ち団結してがんばったんですのよ。でもその甲斐かいあって実入りも大きかったですし、何より気分がむちゃくちゃ良かったですの」

「ああ、あれはかなりスカッとしたなぁ」

　おおかみさんがうんうんと頷うなずく。そんなおおかみさんを見て雪ゆき女めさんが感かん慨がい深げに言う。

「変わらずなんだな、あのくそじじいは」

「そうなんですのよ。女の子たちが汗あせ流して暑さで乱れる姿が見たいとかいう理由であんな豪ごう華か賞品を用意した我が慢まん大会を開かい催さいなんて何考えてるんだか……て、え？」

　あれ、今少し気になるところがありましたね？

　おおかみさんもそれに気がつき雪女さんに聞く。

「相変わらずってどういうことですか？」

「あ、言ってなかったか？　あたしも若わか人とも御お伽とぎ学園出身だぞ？」

「ええっ!?　そうなんですか!?」

「そうだ。…………いつ卒業したかは聞くな!!」

　その雪女さんの剣けん幕まくに、皆さんがこくこくと頷うなずく。

　まあ、いつ卒業したかわかると歳としがばれますしね。でもまあ、記録が残ってるでしょうし焼け石に水的な対応でしかないんですが。

「まあ、それはともかくおまえらの先せん輩ぱいでもある」

「それって、御伽銀行っスか」

「おう。あたしがいた頃ころは通称はなくて御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会なんて舌かみそーな名前で呼ばれてたけどな。いやー亮りよう士しが入ったと聞いて妙みような縁えんがあったもんだと思ったな、うんうん」

　雪女さんがしみじみと言う。人に歴史ありですね。

「あれだ、三つの願いってあんだろ」

　御伽銀行のメンバーは、悩なやめる生徒の手助けをする表の活動と、有用な人材を輩はい出しゆつするという学園設立の目的を遂すい行こうするために、陰かげで暗あん躍やくし学園を混こん沌とんとした人生経験を学ぶに足るとても愉ゆ快かいな感じにするという裏の活動を行っているのだ。そして、その活動の報ほう酬しゆうに、御伽学園学生相互扶助協会、通称御伽銀行の皆さんは卒業後にボスである御伽学園学園長荒アラ神ガミ洋燈ランプに三つだけ願いを叶かなえてもらえることになってるのだ。

「あれ使って、ここ建てるのにじじいにかなり便べん宜ぎを図ってもらったんだよ。ただでもらったわけじゃねーが、かなり安くしてもらった。だからまあ、その代わりといっちゃーなんだが、いろいろ問題抱かかえたガキを預かってるわけだ」

「へぇ……そうだったんスか」

　なんて感じで他人事みたいな亮りよう士しくんに、おおかみさんがあきれたように言う。

「どう考えても、おまえも問題ありだろうが」

「いやまあ、そうなんスけど……」

　対人恐きよう怖ふ症しよう＆視線恐怖症で社会に適合できそうにないだめ人間の亮士くん。リハビリ目的にここに住んでることを完全に棚たなに上げてたようだ。

「ここ、問題ない奴やつ住んでねーぞ？　ヘンゼルとグレーテルも真ま昼ひるも問題ありだ。でもまあ、だからおもしろいんだけどな。こうやって聞く話もいいネタになるし」

　地味に酷ひどいこと言ってる感じですが、ヘンゼルとグレーテルさん兄妹きようだいは全く気にしてない様子だし、真昼さんも静かに食事をしている。雪ゆき女めさんがこんな人だってのを嫌いやってほどわかってるのだろう。口は悪いけどすごく面めん倒どう見がいい人ですしね。

「たまーにじじいから連れん絡らく来たりするんだよ。ガキ預かってくれとか。まあそんなガキばっかり預かってるからなー扱あつかいも慣れたもんだ。というわけで、涼りよう子こもりんごも何かあったら来い、話ぐらいは聞いてやっから」

　おおかみさん、そしてりんごさんも何か抱かかえてるのに、雪女さんは気がついているらしい。伊達だてに歳とし食ってませんね。

「はい！」

「……なにかあれば、お言葉に甘えることにしますの」

　おおかみさんも、あのりんごさんも素す直なおに頷うなずいている。亀かめの甲こうより年の功…………なんてことは言いませんよ。冗じよう談だんです冗談、だからそんなに睨にらまないでくださいよ雪女さん。

「おう。まあ、そのあとおまえらに似たヒロインがあたしの本に出てくるかもしらんがそれは気にするな」

「そっそれはちょっと……」

「勘かん弁べんして欲しいですの」




　そのあと、ヘンゼルとグレーテルさん兄妹や真昼さんが途と中ちゆうで退席したものの、皆みなさんは話に花を咲かせ時計を見ればもう夜の九時になっていた。

「あー、もうこんな時間ですのね？　じゃあ、そろそろお暇いとまさせていただきますの」

「そうだな、ごちそうさまでした。美味おいしかったです」

　もういい時間だと、おおかみさんとりんごさんは席を立つ。

「おう、また来いよ」

「はい！」

「はいですの」

　挨あい拶さつする二人に雪女さんはひらひら手を振ふり、亮士くんがあわてて立ち上がる。

「あっ、送って行くっスよ。夜道は物ぶつ騒そうっスし…………涼子さん、そのおまえが？　って顔は非常に傷つくんスけど」

「はっはっはっ。まあ何かあったときに、肉の盾たてとか、逃にげる間の足止めぐらいにはなるだろうから遠えん慮りよなくつれていけ」

「雪ゆき女めさん、それもたいがい酷ひどいっスよ……」

　亮りよう士しくんはさらなる追い討うちにへこむ。

「そんな、雪女さん森もり野の君はもっと役に立ちますのよ!?」

　そのりんごさんのフォローに、亮士くんは感動する。

「赤あか井いさん……」

「足止めだけじゃなく、おとりにもなりますの!!」

「…………赤井さん」

　あまりの言われように涙なみだを流す亮士くんを誰だれが責められるでしょうか。

　とりあえずこの三人には思いやりという言葉を教え込む必要がありますね。じゃないと亮士くんがへこみまくってどうにもなりませんし。




「おお、おまえらがいるなら安心だな!!」

　わふわふ言って足あし下もとにじゃれついてくるエリザベスとフランソワをなでるおおかみさん。

　外に出たところで亮士くんがつれてきたのだ。

「はは、ついでに散歩をしようかと」

　あまりにもうれしそうなおおかみさんを見てリードを渡わたす亮士くん。

「よっしゃ行くぞ！」

「「うぉん！」」

　おおかみさんと二匹の犬が走り出す。

　それに歩いてついていきながら、亮士くんはりんごさんに言った。

「涼りよう子こさん、ほんとに犬が好きなんっスね」

「そうなんですのよ。まあ、動物全般好きなんですけど、特に犬は好きみたいですの。というわけで、家に誘さそおうなんてときに犬をだしにすればほいほいついてきちゃうかもですのよ？」

「…………それはさすがに」

　いくらヘタレでも犬をだしにというのは流石さすがにプライドが許さないらしい。

「ちなみに私は猫ねこ派だったんですけど、涼子ちゃんと暮らしてると犬も良いなーなんて最近思い出してきましたの」

　まあ、おおかみさん、犬っぽいですしね。

「それはともかくですの。近ちか頃ごろの森野君のあまりのヘタレぶりに雪女さんがあきれてましたのよ？」

「…………なぜそこで雪女さんの名前が出るんスか？」

「かわいい甥おいっ子こと、お気に入りの涼りよう子こちゃんがどうなってるのか気になるらしいんで、私が逐ちく一いち雪ゆき女めさんに報告してたりするんですのよ。この間の涼子ちゃん記き憶おく喪そう失しつ事件の話を聞いたときは大喜びだったんですのよ？　まあ、その後の進展が皆かい無むでがっかりさんなんですけど」

「マジ面めん目ぼくないっス。…………って、そんな重要なことをさらっと言わないでくださいっス!!　というかおれのプライバシーはどこに!?」

「そんなそのへんに落ちてる石ころよりも価値のないもの、考こう慮りよする必要がありますの？」

「…………るるる～」

　亮りよう士しくんは泣きましたとさ。




「ただいま」

「ただいまですのー」

　ようやく帰宅したおおかみさんとりんごさん。おおかみさんが犬をつれて寄り道したりしたので、もうすでに時計は十一時を回ってたりする。

「…………ふーよかったなぁ」

　靴くつを脱ぬぎつつ恍こう惚こつとした表情で、おおかみさんは犬たちの感かん触しよくを反はん芻すうしているらしい。

「癒いやし系どころの話じゃねーぞ、あの癒しっぷりは」

「……とりあえず、毛だらけ泥どろだらけですし、お風ふ呂ろに入ってくださいの、涼子ちゃん」

　そんなおおかみさんを、りんごさんはあきれ顔で脱だつ衣い所に押し込む。その後、出がけに取り込んだまま出しっぱなしにしてあった洗せん濯たく物と布ふ団とんを片づける。ふかふかして実に気持ちいい。

　そして洗濯物をたたもうか……なんて考えてたりんごさんの目がキラーンと光った。何かを思いついたようです。

　そんなわけでりんごさんは脱衣所で服を脱ぬいで風呂場に突とつ入にゆうする。湯船に、は～びばのんのんとつかっていたおおかみさんが叫さけんだ。

「うわっまたか!!」

「またかとはなんですのまたかとは」

　おおかみさんに言い返しつつ、りんごさんは普ふ通つうに体を洗い出す。

「おまえ、この間実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいとか馬ば鹿かなことやった前科があるだろうが!!」

「今日は違ちがいますの。裸はだかの付き合いで涼子ちゃんの背中でも流してあげようかなーと」

「もっと悪いわ!!　つーか狭せまいのに入ってくんな!!」

「まあまあいいじゃないですの」

　体を洗ったりんごさんがおおかみさんの前に入り込む。

「ふーいい湯ですの」

　おおかみさんに背中を預けてものすごくリラックスしてるりんごさん。温ぬるめのお湯が良い感じです。

[image: ]

「いい湯ですのじゃねーよ」

　あきれ顔のおおかみさんは目の前にあるりんごさんの後頭部を小こ突づく。

「もうオレ出るぞ」

「ほらほらもっと温まらないと。はい、いーちにーい」

「おまえが入ってくる以前にもう十秒なんてとっくに過ぎてんだよ!!」

　おおかみさんの声が見事にバスルームに反はん響きようした。

「…………で、何でいきなり入ってきたりしたんだ？」

　何度か同じような攻こう防ぼうを繰くり返したあと、脱出するのをあきらめたおおかみさんはりんごさんの後頭部に話しかけた。

「…………今日、涼りよう子こちゃんってばエリザベスとフランソワとばっかり遊んでて、私寂さびしかったんですのよ。うえ～んですの～」

　泣き始めるというか、どうしようもなく泣き真似まねにしか見えない泣き声を上げるりんごさん。実際泣き真似ですし当たり前ですが。

　おおかみさんもそれをわかっているが、このまま泣き真似続けられるのもうっとうしいので仕方なくりんごさんに聞くことにする。

「わかったわかった。オレはどうすりゃいいんだ？」

「風呂上がりに髪かみの毛梳すかせてくださいの」

「おーけーおーけー」

「明日の朝ご飯は半はん熟じゆくとろとろふわふわのオムレツが食べたいですの」

「おーけーおーけー」

「今日は一いつ緒しよに寝ねてくださいの」

「それはだめだ」

「涼りよう子こちゃんの噓うそつきっ!!　何でも言うこと聞いてくれるって言ったですのにっ!!」

「そんなこと一言も言ってねぇ!!」

「ぶーぶー、けちー、涼子ちゃんのけちんぼー」

　風ふ呂ろの湯をぱしゃぱしゃさせながら、りんごさんは口をとんがらせる。

「あーあーうるせえうるせえ。というかおまえ一緒に寝たら変なとこ触さわってくるだろうが」

「変なとこってどこですの？」

　その瞬しゆん間かんぱっと振ふり向き、無む邪じや気きな顔でセクハラかますりんごさん。実におっさんです。

「……変なとこは変なとこだよ」

　おおかみさんは頰ほほを染めてそっぽを向く。その赤く火ほ照てった肌はだと濡ぬれた髪かみ、そして照れた表情のハーモニーがすばらしく実に眼がん福ぷくです。

「まあ、それはともかくですの。涼子ちゃんってば抱だき心地ごこちがいいのでついつい……」

「ついついじゃねーよ。というか、いい加減もう出るぞ」

　おおかみさんはそう言って立ち上がり、湯に隠かくれていた裸ら身しんがさらされます。

　……が、ここで場面転てん換かん！　残念でした!!




　ブオオー

　りんごさんはおおかみさんを座らせて、ドライヤーでその髪を乾かわかし中。毎日というわけではないが、時々りんごさんはおおかみさんの毛繕づくろいをするのだ。

「りんご、適当でいいぞ」

「はいはいですのー」

　なんて言いつつも、りんごさんはおおかみさんの髪を丁てい寧ねいに梳すく。おおかみさんが雑に扱あつかってるのでところどころ傷いたんでるのが少し悲しくて、でもだからこうやっておおかみさんの髪のお手入れができるのでうれしい。

「相変わらず傷んでますの、もうちょっと丁寧に扱わないと。髪は女の命とか言いますのに」

「めんどい」

「んもう。…………はい、おしまいですの」

　きれいになったおおかみさんの髪を満足げに見ながら、りんごさんは頷うなずく。

「じゃあ、もう遅おそいですし寝ましょうですの」

「うーい」

　おおかみさんは自分の寝ね床どこである二段ベッドの下に潜もぐり込む。

「電気消しますのよー」

「おう」

　かちかちっと音がしたあと、部屋は真っ暗になる。

　干していた布ふ団とんはふかふかでとても眠ねむ気けを誘さそう。

　そんなとても気持ちのいい布団の中で、おおかみさんとりんごさんはほぼ習慣になっている寝ねる前の会話をする。

　二段ベッドの上と下、姿は見えないがすぐ側そばだ。




「エリザベスとフランソワってすごく賢かしこいですのよねー」

「おう、飼かい主に似ないで、すんげー賢いし、かわいいし、触さわり心地ごこちいいし」

「んまあ、大絶賛ですの。確かにエリザベスとフランソワと遊んでる涼りよう子こちゃんなんてもーかわいすぎですの。ですけど、もっとかわいいのは雪ゆき女めさんと話してるときの涼子ちゃん……」

「あっあれはだな」

「ふふっ、涼子ちゃんったらもう、うれしそうな顔ではしゃいじゃって。しかもなぜか敬語になっちゃってますの」

「しっ仕方ないだろうが……ファンなんだから」

「そういえば、若わか人とさんの料理相変わらず美味おいしかったですのね」

「ああ、すげーうまかった」

「今度お願いして料理教えてもらいに行きましょうか」

「あ？　別にいいけどよ。何でいきなり？」

「だって森もり野の君はあの美味しい料理を毎日食べてるんですのよ？　…………涼子ちゃんもあれに匹ひつ敵てきするくらい美味しい料理を作れないと将来困りますの」

「将来……っておまえ何言ってやがる!!」

「涼子ちゃんこそ何考えたんですの？　私はただ将来としか言ってないですのにー」

「うぐっ…………」

「…………涼子ちゃん」

「なんだ？」

「また行きましょうですの」

「…………………………そうだな」

　今日は実に楽しい一日でした。

「ふぁふ、明日も早いですしそろそろ寝ましょうか」

「ああ」

「おやすみなさいですの」

「……おやすみ」

　おおかみさんは目を閉じる。

　そんなわけで特に何も起こらなかったおおかみさんの一日が終わりました。

　ではおやすみなさい。


おしまい









　　　おおかみさんマッチ好きの少女に宣戦布告される







　キィコキィコキィコキィコ

　空が明るくなり始めた早朝に自転車のさびた音が響ひびいていた。

「はあっはあっはあっ」

　規則正しく吐はかれる息が朝焼けの空に響く。

　朝が早いといっても今は夏、その息遣づかいの主……年の頃ころは十代半ばだろう少女の額には汗あせがにじんでいる。

　着古した学校指定のジャージにＴシャツといった格好の少女は、その服装の野暮ったさをすべて打ち消すほどの輝かがやきを持っていた。生命力に溢あふれていると評したらいいだろうか。後ろに無造作に流した少しくせのある髪かみをなびかせ走る少女の瞳ひとみは、強く未来を見据すえるかのように前を向いている。

　その少女のこぐ自転車の前かごには新聞紙の束。すれ違ちがった人は、少女のことを苦学生だと連想するだろう。しかし、その強い輝きが悲ひ愴そう感を感じさせないために受ける印象はとても前向きなものだ。

　キィッ

　ようやく目的地に着いたのか、少女は自転車を止めた。

　少女は髪かみをかき上げ、首にかけたたタオルで汗あせをぬぐい深呼吸し……

「……………………うおりゃあああ────!!」

　叫さけび声を上げながら抱かかえた新聞紙の束を家々に配り始めた。

「うりゃりゃりゃ」

　先ほどのさわやか苦学生っぽい姿はどこへやら、その少女のアグレッシブさに玄げん関かん脇わきで気持ちよく寝ねていた犬がウォンウォンと吠ほえ始める。実に近所迷めい惑わくですが、少女は止まらない。

「うりゃりゃりゃうりゃりゃ[image: ～][image: ～]……」

　少女の奇き妙みような叫びが朝焼けの中に響ひびいていた。




「……ふう、今日もよく働いたわー。これでウチの幸せで輝かがやかしい未来にまた一歩近づいた」

　空になった自転車のかごを満足げに眺ながめながら少女はうんうんと頷うなずいていた。

「うーん、でもなーバイトふやそかなー。奨しよう学がく金きんもらってるからかなり楽になってるけど、それでも必要なもんいろいろあるし。今月分の返済も……とりあえず夏休みの稼かせぎで二学期どうするか決めるかなー」
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　ぶつぶつと脳内でそろばんをはじきつつ、少女は今後の予定を立てている。

「あそこのスーパーの安売りで買いだめしとけばどうにか……」

　そのとき、ギギ～という門の開く音が少女の耳に聞こえた。

　少女は思わず反射的にすぐ側そばの電柱の陰かげに隠かくれてしまう。……別に悪いことをしてるわけじゃないんですが何となく。そして少女は電柱の陰から様子を窺うかがう。

「…………あいつは」

　開いた門から出てきたのは中肉中背のどこにでもいそうな少年だった。長く伸のびた前髪がみは少々野や暮ぼったいが、顔の造形はそこまでおかしくないようにも見える。

　少年は大きく伸のびをしたあと、軽く足を曲げ準備運動を始める。その足あし下もとには白と黒の大型犬がオフオフと吠えながらうれしそうにじゃれついている。

「よし、行くか、エリザベスにフランソワ」

　簡単な準備運動が終わったあと、少年は犬たちのリードを持って走り出した。

「「ウォン！」」

　犬たちはうれしそうに少年に付き従う。

　そんな少年と二匹ひきの犬が消えると少女はひょこっと電柱の陰から顔を出した。

「……確か同じクラスの……名前なんだっけ？」

　少女は思い出せそうで思い出せない少年の名前を頭から絞しぼり出そうとしながら、彼が出てきた家を眺ながめてみた。

　その家は敷しき地ちも広く、周囲の家に比べ建物も立派で、敷地内に別べつ棟むねまであった。しかも庭は芝しば生ふですよ。

「それにしてもでかい家ねー…………………………金持ってそう。けっブルジョアが」

　金持ちに対して、少女は何か含ふくむものがあるらしい。が、次の瞬しゆん間かん表情が劇的に変わる。

「って、ん？　あれ？　犬飼かってて、そこそこでかい家で、小金持ちそうで…………完かん璧ぺきじゃん!!」

　でかい犬[image: →]そこそこ金持ってそう。

　でかい家[image: →]金持ってそう。

　犬の名前がフランソワにエリザベス[image: →]マジ金持ってそう。

　思い返してみればあの男、金持ってそうなオーラをまとってた気がしないでもない[image: →]金持ってるに違ちがいない。

　少女の脳がそんな答えをはじき出したというかはじき出しちゃった。最後の方はもう計算なんか飛び越こえて、願望とか妄もう想そうとか気のせいとかそんなたぐいですが、まあそんな感じで。

　ともかく、それはまさしく少女の未来予想図に、これでもかというくらい合がつ致ちした条件だった。

「やっと見つけた…………ウチの幸せ」

　目をハート……もとい￥マークにした少女は少年が消えた方を見てつぶやく。

「ふっふふふ、見た目もそんなに悪くないし、何より家が小金持ちそうだし!!」

　なぜ少女が中ちゆう途と半はん端ぱな小金持ちにこだわってるかというと、大金持ちは骨肉の争いをしててどろどろしてそーだし、家の中とか堅かた苦くるしそーだし、なんか変な掟おきてがありそーだし、家政婦が見てそーだし……なんて感じの根こん拠きよのない偏へん見けんからだった。

「よっしゃやるでー」

　気合いを入れるために、少女はパンパンと頰ほほを叩たたく。

「ウチは……ウチは絶対幸せになったるんじゃ[image: ～][image: ～]!!」

　少女の叫さけびが再び早朝の住宅街に響ひびいた。やっぱり、非常に近所迷めい惑わくだった。




　亮りよう士しくんの朝は早い。毎朝愛すべき飼かい犬たちの散歩があるからだ。

　そして亮士くんは学校に遅おくれることはない優等生だ。なぜなら遅れたら視線を集めてしまうからだ。でも早めに行ったりもしない、早めに行くと人がまばらで目立つからだ。

　人が一番いる時間帯に人混みに紛まぎれ学校へ侵しん入にゆうする、それが亮士くん。おはようの挨あい拶さつもない、すごく……だめ人間です。

　しかし、今日は違ちがった。亮士くんが朝の喧けん噪そうと同化し歩いていると、ちょうど曲がり角のところで……

「はっ!?」

　背筋を走るすさまじいまでの悪お寒かんに、反射的に回かい避ひ行動をとった。他人の気配に敏びん感かんな亮士くんならではの神かみ業わざだっただろう。伊達だてにゴルゴ13のヘタレ版とか呼ばれていない。

　そんな超反応で亮士くんがバックステップした瞬しゆん間かんに目の前を通り過ぎたのは……

「…………なっなんっスか？」

　実に奇き妙みような少女だった。そう、アスファルトをえぐる勢いで踏ふみ込み、その一いち撃げきにすべてをかけてそうな勢いで曲がり角から飛び出してきた少女は御お伽とぎ学園の制服を着ていた。

　身長は亮士くんより少し低い程度なので一六〇センチを少し過ぎたくらいだろうか。細身ではあるが、体の凹おう凸とつはそこそこはっきりしていて、無理矢理にまとめたらしいくせのある髪かみは、花火のごとく頭の後ろで咲いている。制服はなぜかサイズが合ってないような感じで、肩かたが出てたりスカートが非常に短かったりしてなぜかちぐはぐなイメージを受ける。その健康的なおみ足はすばらしいのですが、これはファッションでやってるんでしょうかね？

　中でも印象的なのはギラギラと激しく輝かがやくその瞳ひとみと、気の強そうな太い眉まゆだった。

　雑草魂だましいとかたくましいとかそんな感じの言葉が似合いそうなその少女は、…………なぜか食パンをくわえていた。

「もごっ……もごもごっ!?」

　なのでもちろんしゃべれない。

「…………ちいぃっ!!　さすがダーリン!!　でも、だからこそ落としがいがあるというもの!!」

　しかし、それではまずいと食パンを手に取ってから、おかしな少女はわざわざ独ひとり言を言う。

　亮りよう士しくんは、いったいなんだ？　と固まっている。

「作戦は第二段階に移行」

　そんな亮士くんを置いてけぼりで、少女は作戦とやらを次に移行させようとする。

「…………っ!?」

　……だが、手の中のパンを見て固まる。そしてしばしこのパンをどうするか葛かつ藤とうしたあと、

「……………………はむはむはむはむ」

　食べた。食べ物を粗そ末まつにすることが許せなかったらしい。まあ、この少女はそのお古というかお下がりといった感じのサイズの合ってない制服から見ても、そんなに裕ゆう福ふくそうには見えませんしね。

　食べ終わり手までなめた少女は、亮士くんの方をちらっと見たあと……

「きゃあっ」

　なんて今いま更さらながらに声を出して後ろに倒たおれた。言うまでもないことですが、亮士くんにかすりすらしてません。

「…………大だい丈じよう夫ぶっスか？」

　この場合の大丈夫はいったい何について言った大丈夫だったのでしょうかね。とりあえず、お脳の具合に一票入れときたいところですが。

「いったぁい」

　なんて亮士くんの方に足を向けて、少女はしりもちをついている。

　ここで無視して立ち去りたいという衝しよう動どうに耐たえながら、亮士くんは仕方なく少女に手を貸そうとする。見捨てるのはさすがに人としてはどうかと思うから。ただ、触ふれた瞬しゆん間かんに固まって、錯さく乱らんしたりするのでどこまで役に立つかは未知数だが。

　それはともかく亮士くんは手を差し出し…………硬こう直ちよくする。

　少女はこれ見よがしに大おお股また開びらきなので、スカートの奥の魅み惑わくの白布が丸見えなんですよ。

「…………」

　無言で固まっている亮士くんに、少女は内心でほくそ笑えむ。

　ふっ、どうやらウチのセクシーさに見ほれてるようね。

　しかし、実際亮士くんが釘くぎ付づけになっているのは、魅惑の白布にでかでかと書かれてあったマチ子という名前だった。

　この名前、普ふ通つうに持ち物すべてに書いてあるのか、今回の自己紹しよう介かいのためだけに書かれたのかは不明ですが、後者ならものすごい自己紹介があったものです。でも、インパクトは抜ばつ群ぐん、亮りよう士しくんは一生少女の名前を忘れられないに違ちがいない。

　そして少女ことマチ子さんはたっぷり自己紹しよう介かいしたあと、

「きゃっ」

　悲鳴を上げてスカートを押さえる。そしてチラッと亮士くんを見る。

「……………………………………………………………………………………大だい丈じよう夫ぶっスか？」

　間違いなく語尾に『頭が』とか『いろいろな意味で』とか心の中でつけている亮士くん。

　しかし、亮士くんのそんな様子に全く気づいてないマチ子さんは、

「……見た？」

　上目遣づかいでそう問いかける。そこで、頰ほほを染めていたりして恥はずかしがっていたなら非常に萌もえるに違いないんですが、目がギラギラしてるので萌えるというよりなんか怖こわい。

「……見たというか見せつけられたというか」

　亮士くんは後ずさりしながら答える。

　亮士くんのヘタレアンテナがびんびんに反応している。逃にげないとまずいことになる、そう本能が警けい鐘しようを鳴らしている。

「えっと……大丈夫そうっすね（身体からだの方は）。それじゃあまたあとでっス!!」

　そう言って亮士くんは全力で走り去った。

「あっちょっと待って……ちぃい、でも、まあいいわ。これで劇的な出会いのシーンは演出できたし、最低限の目標は達成できたし。……ふふふふ、見てなさいよ！　ウチは……ウチは絶対に幸せになったるんじゃーっ!!　目指せ玉の輿こしー!!」

　地面にしりもちついたまま握にぎり拳こぶしで、空に何かを浮かべてマチ子さんは叫さけんだ。

　でも、とりあえず人の目を気にしてください。人だかりできてますよ？




「おはよーっス」

　教室に入った亮士くんはいつもの通りおおかみさんたちのところに行く。

「おう」

「おはようですの」

　よっこいしょと亮士くんはおおかみさんの前の席に座る。席はおおかみさんが窓まど際ぎわ最後列で、その隣となりがりんごさん。おおかみさんの前が亮士くんとなっております。

「いやー、なんかすごい目に遭あっちゃったっスよ」

　亮士くんが頭をぽりぽりかきながら言う。

「すごい目ですの？」

「曲がり角で食パンくわえた火ひ村むらさんになぜか知らないんスけど、体当たりを食らわされそうになったんスよ」

「まあ、非常にそれなんてギャルゲー？　と言いたくなる展開ですの。もちろん衝しよう突とつ時の台詞せりふは『ちこくちこく～!!』で『きゃっ』とスカート押さえて最後に上目遣づかいで『……見た？』ですのよね？」

「ふつう、食パンくわえたまま『ちこくちこく～』なんて言えないっスよね」

「それはそうですの」

「『きゃっ』以降はだいたいそんな感じだったんスけどね」

「まあ！　それはそれは物の道理がわかった人ですの」

「……で、おまえは鼻の下のばしてたわけか」

「そっそんなわけないっスよ!!　だっておれは涼りよう子こさんひとすじぐぁふぁっ」

　もちろん亮りよう士しくんの言葉を遮さえぎったのは赤くなったおおかみさんの拳こぶしだ。

「涼子ちゃん、自分で振ふっておいてそれは酷ひどいと思いますのよ。でも、その赤く染まった頰ほほはグーですの」

「うるせえよっ!!」

　そんな恒こう例れいとなりつつある三人のやりとりをクラスメイトは生なま暖あたたかく見ている。

　対人恐きよう怖ふ症しようで視線恐怖症な亮士くんは以前、周囲にとけ込めるというだめスキルを利用してクラスに文字通りとけ込んでいた。そのとけ込み具合といったらもう、存在に気がつかれないほどだ。まさに空気とか、透とう明めいな存在とかそんな感じですよ。

　しかし程ほどなく、それが激変した。亮士くんがおおかみさんに告白するなんていう分不相応なことやっちゃったのだ。その後いろいろあって、亮士くんはおおかみさんの仲間になった。クラス内でもおおかみさんと一いつ緒しよにいることが多くなり、注目を集めるようになっていく。

　いろいろな意味で目立つおおかみさんの側そばに寄り、仲良く話してパシらされてるのだからそれも当然、しかもあることないことりんごさんが愉ゆ快かいに吹ふき込んじゃったりしたもんだからもう大変だ。

　亮士くんは人の視線で発ほつ作さを繰くり返しまくり、気がつけば愉快ないじられキャラとしてクラス内での位置を確立していたのだ。まあ、見つめたら「見ないで～」とか叫さけんで錯さく乱らんしたり、「[image: ～][image: ～]っス」なんて愉快な口調で話すんだから当たり前だ。

　入学して数ヶ月という時期から、慣れたので地が出てきたという感じで特に問題がなく受け入れられてしまったのは幸か不幸か。ともかく亮士くんの学校生活はここのところものすごく変わっちゃったわけなのだ。

　あ、副次的な要素として、おおかみさんグループに亮士くんが加わるとおおかみさんがなかなか愉快な言動をしちゃうので、おおかみさんの印象が怖こわくて何をするかわからないキレたナイフから、怖いけど一般人には手を出さない離はなれて見てたら愉快なさやに収まった日本刀にランクアップしている。

　まあ、おおかみさんが近寄らせようとしないんで、りんごさんと亮士くん以外に仲良くしてる人がいないことには変わりないのだが。

「それはそうと、話の中に出てきた火ひ村むらさんって火村真ま知ち子こさんですの？」

　最近打たれ強くなった感のある復活した亮りよう士しくんに聞くりんごさん。

「そうっス」

「…………火村？」

「涼りよう子こちゃん……だからクラスメイトの名前くらい覚えましょうですの。で、火村さんというのは……」

　そのとき、ばーんと激しく扉とびらが開いた。

「……あの方ですの」

　おおかみさんがりんごさんの言葉に視線を向けてみると、そこにはなにやらギラギラしてるマチ子さんがいた。マチ子さんはキョロキョロというよりギョロギョロといった感じで教室内を見回し、亮士くんのところで視線が止まる。

　そしてマチ子さんは亮士くんを指さして言った。

「あんたは朝の!!　何でここに!?」

「…………クラスメイトっスからね」

　亮士くんの何の発展性もない言葉に会話が止まる。

「…………」

「…………」

　ここで、亮士くんが転校生だったりしたら、知り合いなの？　じゃあ席はマチ子さんの隣となりね、みたいな感じでラブコメっぽく話は進むのだが、もちろんそんなことはないので気まずい空気が流れる。

「……あいつはなにがしたいんだ？」

「何となく予想がついてきたんですけど……なんとまあ奇き特とくな趣しゆ味みを持った方がこの世に二人もいるとは」

「…………どういうことだ？」

「いえいえ、こちらの話ですの」

　含ふくみを持たせるりんごさん。どうやら、事態をどう転がせばよりおおかみさんのかわいい姿が見られるのかとかいうだめ計算を働かせているらしい。

「…………」

「…………」

　そして相変わらずの二人。マチ子さんはそこでようやく作戦ミスに気がつく。出会いのインパクトにばかり気を取られてたが、そのあとがまずすぎる。考えてみれば亮士くんは転校生じゃないのでそこからもう既すでにおかしい。

　仕方ないとマチ子さんは計画破は棄きで、臨機応変にかつ直球勝負することにする。

「………………ええい!!　小細工はもうやめやめっ!!　おい、森もり野の亮士」

「はっはいっス」

　マチ子さんはクラスメイトに見守られた中、ビシィッと亮りよう士しくんに指を突つきつける。

「ウチと結婚を前提に付き合え!!」

「……………………はい？」

　あほっぽく呆ほうけた亮士くんの目がまんまるになり、マチ子さんを見つめ返す。

　とりあえず、あんた正気ですか？　みたいな顔してるんですが、それは自分をわかっている証しよう拠こでしょうか。

「だから、ウチと付き合えって言ってンの」

　これは爆ばく弾だん発言といっちゃってもいいでしょう。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのあとに、教室内がざわざわとざわめく。

「うおおおお、すげえぇ」

「大おお神かみさんに思いっきり喧けん嘩か売ってんぞ」

「度胸あるなー」

「直球勝負だわ」

　いきなりの超展開に亮士くんは言葉もない。そんな態度に業を煮にやしたマチ子さんは、亮士くんに詰つめ寄って聞く。

「誰だれか決まった相手でもいるの？」

「えーと、それは……」

　いない、いないが好きな人は……と、亮士くんの視線がちらりとおおかみさんの方を向き、マチ子さん並びにクラスメイトの皆みなさんの視線がおおかみさんに向かう。

　おおかみさんはなにやらものすごく不ふ機き嫌げんそうな顔で、しかしどこかの誰だれかと違ちがい、真っ正面からみんなの視線を受けている。さすがおおかみさん、この程度じゃ本性を表したりはしない。

「…………なるほど、大おお神かみね」

　足と腕うでを組み、椅い子すを後ろに傾かたむけた状態の非常に悪っぽいおおかみさんの前に立ち、マチ子さんは見下ろす。

　亮士くんの名前はぱっと思い出せなかったくせに、おおかみさんの名前はしっかり知っているようだ。さすがおおかみさん、知名度抜ばつ群ぐんだ。それに、亮士くんがおおかみさんのことが好きだというのはほとんどの人が知ってるのだが……マチ子さんがどれほどまでに亮士くんのことがアウトオブ眼中だったかがわかろうものだ。

「……なんだ？」

　最近丸くなってきたっぽいおおかみさんですが、こんな風にすごむとやっぱりマジ怖こわいです。

　つりめの目がさらに鋭するどくなり、マチ子さんを突き刺さしている。

　周囲のクラスメイトががくぶるしてるのに、マチ子さんはそのおおかみさんの視線を一歩も引かず受け止め言った。

「あんた、ダーリンのなに？」

　クラスに再び衝しよう撃げきが走った。

「だっ」

「ダーリン？」

　何やら普ふ通つうに生きてたら聞くことがないだろう素す敵てきワードに、亮りよう士しくんとりんごさんの目が点になる。

　そんなざわざわっとした周囲を気にもせず、二人の対決は続く。

「………………てめえになんか関係あんのか？」

「そりゃあるわよ。ダーリンに悪い虫ついてたら追おっ払ぱらわないといけないし。で、どんな関係？」

「……知るか」

　おおかみさんは少しの沈ちん黙もくのあと、いつも通りにしか見えない怖こわい顔でそう言った。

「それは遠回しに関係ないって言ってんの？」

　今度の沈黙は少しだけ長かった。おおかみさんはかすかに……そうほんのかすかに視線をそらして言った。

「………………好きにすりゃーいいだろうが」

　その言葉を聞いたマチ子さんはうれしそうに笑え顔がおを浮かべ、亮士くんはがーんとショックを受ける。

「それは良かったわ。そういう関係じゃないなら、何も気き兼がねする必要もないし、邪じや魔まをされるいわれもないし」

　マチ子さんの言葉を聞くおおかみさんは、いつも通りの怖い乱暴者の毛皮を被かぶっている。そのため、おおかみさんの様子がおかしいことに気がついたのはりんごさんだけだろう。

　いつもはおおかみさんの様子に敏びん感かんな亮士くんは、それどころじゃなくて気がつかなかったのだ。

「ちょっと待ってくださいっス。何が何だかわかんないんスけど、なんでこんなことに？」

　だって昨日までは何でもなかったのだ。いきなり付き合ってなんてわけがわからない。そもそもマチ子さんと亮士くんはほとんど話したことすらなかったのだ。

「恋に時間なんて関係ないわ」

「いや、それにしても唐とう突とつすぎ……」

　しかしそんな亮士くんの往おう生じよう際ぎわの悪い様子に、マチ子さんは恥はずかしそうに頰ほほを染めて言った。

「…………ウチのパンツ見て硬かたくしてたくせに」

　ビョオオオオー

　絶ぜつ対たい零れい度どの風が吹ふいた。

　凍こおって固まった亮りよう士しくんがぎぎぎぎとおおかみさんの方を見ると、

「ひっ」

　目がすごいことになってた。

「……なるほど」

　おおかみさんの汚お物ぶつでも見るような視線が亮士くんに突つき刺ささる。

「なっあれは驚おどろきのあまり、全身硬こう直ちよくしてたんっスよ!?　なんスかその特定危険部位が硬くなったような言い回しはっ!!　だっ誰だれかジャロを呼んでくださいっス!!　ここで噓うそ大げさ紛まぎらわしい感じで人権侵しん害がいが行われてるっスよ!!」

　藁わらをもつかむ勢いで必死にジャロを呼ぶ亮士くん。とりあえず助けを求める相手を間ま違ちがってます。

「またまた～照れなくていいのよダーリン」

　マチ子さんは無理矢理腕うでに抱だきつく。

「ほらこんなにうれしそう!!」

「ひっひぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃ!!」

　亮士くんは他人との接せつ触しよくに発ほつ作さを起こした。

「……なんか真っ青で陸に打ち上げられた魚みたく口ぱくぱくしてんぞ？」

「今度はぴくぴくとやな痙けい攣れんし出した」

「すげーな、対人恐きよう怖ふ症しようってきわまるとこうなんのか？」

「というか、もう既すでに対人恐怖症と違わねー？」

　そんな無責任なクラスメイトの視線もとどめとなり、亮士くんは一時間目が始まるまで錯さく乱らんしていましたとさ。




「あの……涼りよう子こさん？」

「あ？　なんだ？」

「ひっ何でもないっス!!」

　おおかみさんは非常に不ふ機き嫌げんだった。

「………………あの」

「あん？」

「ひっ」

　返す返すも言うがおおかみさんは非常に不機嫌だった。

　さっきから続いている非常にだめな光景は、おおかみさんに話しかける亮士くんと、やばげな気を発散しているおおかみさんという図だ。

　今は放課後で、現在位置は御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通称御伽銀行の地下本店。そこで亮士くんは不ふ機き嫌げんなおおかみさんをどうにかしようとしているのだが、ご覧らんの通りどうにもなっていない。

　それを見ているりんごさんは亮りよう士しくんのあまりのだめさにため息をつく。

「だめだめですの～」

　しかし、りんごさんにはフォローを入れる気配がない。

　はっきり言って今の状じよう況きようはりんごさんにとって願ったり叶かなったりなのだ。おおかみさんの前に現れた恋のライバル。意地っ張りなおおかみさんは、こんなことでもないと意地を張り続けるに違ちがいないのだ。

「こうやって女の子は大人になっていくんですのねえ」

　りんごさんはしみじみと言う。でも見た目的にはどう考えてもおおかみさんの方が大人なんですがね。

　それはともかく、亮士くんとおおかみさんのだめなやりとりがしばらく続いたあと、内線で電話がかかってきた。りんごさんが電話を取るとアリスさんからだった。

「もしもしですの」

『ああ、赤あか井いさんですか？』

　今日は金曜だから三年生が上で接客しているので、どうやら地上支店かららしい。

「はいですの。それで何かご用ですの？」

『話すより見た方が早いと思うので、上の方をモニターしてもらえますか？』

「了りよう解かいですの」

　アリスさんに言われてりんごさんはリモコンをぴぽぱと操作する。そして壁かべの巨大液えき晶しように映し出されたのは地上支店で接客しているらしいアリスさんと……

「……あらまあ、火ひ村むらさんですの」

　そう、噂うわさのマチ子さんがそこにいました。

　りんごさんの口から出たその名前に、おおかみさんと亮士くんはびくっと反応する。

　電話を終えたアリスさんはボロソファに座ったマチ子さんの前に座る。

『すいませんが、もう一度依い頼らいの件を言っていただけますでしょうか？』

『えっ、また？　……まあいいわ。ウチの依頼は簡単よ』

　マチ子さんは胸を張ってものすごくでかい態度で言った。

『明日の土曜日、ダーリンを一日貸してちょうだい!!』




「………………」

　おおかみさんが眉み間けんにしわを寄せて漫まん画がを読んでいた。

　ここはおおかみさんとりんごさんの愛の巣す……というか二人が住んでる学生寮りようの二人部屋だ。

　……いやわざわざ言い直してみたんですけど、たぶん愛の巣でも間違ってないですよね？

　それはともかく、その部屋でおおかみさんとりんごさんは思い思いに過ごしていた。

　時間は土曜日のお昼前。お休みなのでおうちでだらだらしているわけだ。

　おおかみさんは二段ベッドの下段で漫まん画がを読み、りんごさんは大きめのかわいらしいぬいぐるみクッションを下した敷じきにして、絨じゆう毯たん敷きの床ゆかの上で足をぱたぱたさせながらテレビを見ている。

　テレビの音くらいしか聞こえない無言の空間だが、そこに気まずさはない。伊達だてに三年一いつ緒しよに暮らしてないのだ。

　……ただ、テレビを見てるりんごさんは気まずさとは別のものを感じている。なんというか、おおかみさんの方から不ふ機き嫌げんオーラがもやもや漂ただよってくるのだ。

「涼りよう子こちゃーん」

　りんごさんが声をかけてみるが返事はない。

　そんなおおかみさんのつれない様子にりんごさんはむうぅーと不機嫌そうにクッションに顔を埋うずめ……たわけでなく、笑いをこらえるためにクッションに顔を埋めてもふもふする。そんなりんごさんの頭の中はこんな感じだ。

　うきゃ～ん！　涼子ちゃんマジプリティーですの！　ラブリーすぎますの!!　これが恋する乙女おとめのかわいらしい嫉しつ妬とですの!?　気になるんだけど、それを認めたくない。でも、認めたくないけど、気になって仕方ないんですのよ～乙女心は複雑ですの!!　というか、さっきからずっと漫画のページめくってないですし、何より漫画が上下逆さまですのーっ!!　うああぁああぁんですの[image: ～][image: ～]!!

　おおかみさんは、そんなぱたぱたもふもふビクンッビクンッしてるりんごさんの怪あやしすぎる様子に気がつかない。ちなみにビクンッビクンッは清らかな乙女がやっちゃいけない感じのはしたなさすぎる痙けい攣れんです。

　りんごさんはそんな感じでしばらく痙攣したあと、昨日の出来事を思い出す。




　地下本店の壁かべにかけられたモニターには、亮りよう士しくんを一日貸せと言っているマチ子さんが映っている。

「どっどうしましょっス」

　そこで困っておおかみさんに聞いちゃうのが亮士くんが亮士くんたる所以ゆえんなんでしょう。とりあえずだめすぎです。

「……なんでオレに聞く、好きにすりゃあいいだろうが」

　案の定おおかみさんのいらつきゲージはマックスだ。

　そんな二人の様子を見てたりんごさんだが、にやりと何かをたくらんだ実にあくどい顔で笑うと電話をかけアリスさんを呼び出す。

『……？　失礼します』

　画面の中のアリスさんは電話を取り、りんごさんと少し会話をしたあと、再びカメラの下の位置に戻もどってマチ子さんに言った。

『わかりました。その依い頼らいをお受けします』

「……っ!!」

　アリスさんが依頼を受けた瞬しゆん間かんビクッと反応するおおかみさんと、

「ちょっおれの意志はどこにいったんスかっ？」

「さあ、どうしたんでしょうですのねー」

　パニクる亮りよう士しくんに、りんごさんはしれっとしらを切った。

「りょっ涼りよう子こさんも何か言って……」

「…………だから何でオレが何か言う必要があるんだよ」

　やっぱり意地を張り続けるおおかみさんに、亮士くんはショックを受ける。

　いっぱいいっぱいの二人は、お互たがいのことを思いやれずすれ違ちがっている。

　しかし、おおかみさんがほんの少しでも素す直なおになれれば、亮士くんが男らしくおおかみさんに近づくことができれば、二人の距きよ離りは縮ちぢまるのだ。

「……涼子さん」

「…………ふん」

　でも、そう簡単に縮まるなら今の状態になっていない。

　りんごさんはそんな二人を見ながら思う。

　二人なら大だい丈じよう夫ぶだ、なんといってもりんごさんの大好きなおおかみさんと、へタレだけどもヘタレなりにがんばっている亮士くんなのだ。

「まあ、がんばってくださいの」

　それに、こうやって心の内からわき上がってくる感情に翻ほん弄ろうされるおおかみさんもなかなかにおつなものだ。

　おおかみさんを信しん頼らいしているので、今の状じよう況きようでも心から楽しんでいるりんごさんなのでした。




　とまあ……こんなことがあり、今、亮士くんはマチ子さんとデート中のはずで、だからおおかみさんがおかしいことになっているのだ。

　恋する乙女おとめなおおかみさんはいつまで見てても飽あきないりんごさんなのだが、さりとておおかみさんをこのままにしておくわけにもいかない。

　りんごさんは、意地っ張りなおおかみさんが動く口実を与あたえるために聞こえよがしに言う。

「それにしても火ひ村むらさん、森もり野の君と今まで関かかわりすらなかったのにいきなり好きとかおかしいですのよねー」

　ぴく

　おおかみさんの耳が反応する。

「もしかしたら……なんか裏にあるかもですのよー」

　ぴくぴく

　反応する。

「これは仲間として様子を見るのはありかもしれませんのー」

　そして最後のとどめ。りんごさんが仲間のところを強調するように言うとおおかみさんは、

「…………しっしかたねぇなぁ」

　なんて言いながらベッドから降りる。

　仲間のためにという大義名分を得たおおかみさんはようやく動けるようになったのだ。

「行くぞりんご!!」

「はいはいですの」

　いきなり元気になったおおかみさんに、りんごさんは苦笑する。

　相変わらず素す直なおになれないおおかみさんでした。




　んでもって亮りよう士しくんはというとマチ子さんとの待ち合わせ場所に到とう着ちやくしたところだった。

「おはようダーリン！」

　亮士くんの顔を見て、マチ子さんはぱっと笑え顔がおを浮かべる。亮士くんを落とす気満々なマチ子さんは非常にかわいらしいかっこうをしている。まさしく一いつ張ちよう羅らで勝負をかけてきた。

「……で、どこに行くんっスか」

　しかしやる気満々なマチ子さんと違ちがって、亮士くんはこれからデートという雰ふん囲い気きじゃない。なんとなくどよーんとした雰囲気で、晴れ渡わたった空の下亮士くんの上だけ曇くもっているよう。原因はもちろん昨日のおおかみさんの態度だろう。

　そんなに嫌いやならはっきり断ればいいのだろうが、ヘタレモードの亮士くんでは無理無理だ。

「そうね……散歩しましょう！」

　お金を遣つかわないコースなのはもちろん、マチ子さんの経済状じよう況きようのせい。制服とかからわかるようにマチ子さん家ちは貧びん乏ぼうなのだ。

　というわけで、金のかからないデートコースということで二人がやってきたのは御お伽とぎ花ばな市しの中央部にある公園だった。以前地じ蔵ぞうさんが空回ったり、おおかみさんが池に落っこちてかわいく変身したあの公園だ。

　腕うでを組むと亮士くんがおかしくなっちゃうので、マチ子さんと亮士くんは並んで遊歩道を歩く。夏真っ盛りで日は照ってますが、道沿いの木々で日は遮さえぎられるし、近くに水場もあるので比較的涼すずしい。

「……なんてことがあったのよ」

「へぇ、そうなんスか」

　触ふれられさえしなければ、亮りよう士しくんは変な口調だが普ふ通つうに会話が成立する。最近対人視線恐きよう怖ふ症しようがましになってきた感じがする。それに、自分より年上の人たちに囲まれて育った亮士くんは聞き上手で、マチ子さんが一方的に話している感じにはなるが、それでも和なごやかな空気が流れてる。周りから見ると、いい感じのカップルに見えるだろう。

　しかし、それでも亮士くんは不意に思い出してしまう。もちろん亮士くんが公園を散歩しつつも思い出すのはおおかみさんのこと。あーあのときは涼りよう子こさんが池に落っこちて……なんて考え、それはだめだと亮士くんはぶんぶんと頭を振ふってその思いを振り払はらう。さすがにデートの最中にほかの女性のことを考えるのは失礼すぎる。でも、どうしても思い出すのはおおかみさんのことだ。

　亮士くんはそんな葛かつ藤とうを抱かかえつつ、マチ子さんとデートをするのでした。




　マチ子さんが今日、亮士くんと一日デートしてわかったこと。

　亮士くんは実に良い奴やつだった。ヘタレで自信ない態度の亮士くんだが、よく気がつき人ひと柄がらは穏おだやかで優やさしい性格をしてるのだ。

　まあ、亮士くんは田舎いなかで純じゆん朴ぼくに培ばい養ようされた人なので基本的に善人です。ヘタレ故ゆえに他人の様子を気にする人なのでよく気がつき、みんな家族といった小さな社会で特に人の悪意に触ふれることもなかったので歪ゆがまずまっすぐに育ったんですよ。その代わりに、極度の人見知りというか、対人恐怖症になっちゃいましたが。

　マチ子さんは独ひとりごちる。これは結構な拾い物ね……こんな近くにこんな好物件が転がってたとは。あの自信なげな感じも対人視線恐怖症も、ウチがどうにか矯きよう正せいすればさらにいい感じになるに違ちがいないわ！

　ただ、問題はほかに想おもい人がいるということだ。

「……ここは一気に既き成せい事実作って大おお神かみのことを忘れさせて……」

　いきなり既成事実を作ろうとは、マチ子さんはどれだけせっぱ詰つまってんでしょうか。

　公園の散歩のあとは、ファーストフード店で食事を取り、そのあとはウインドウショッピングと非常にお金のかからないデートコースを回ったあと、マチ子さんは自分の家に亮士くんをつれていくことにする。もちろん行き先は告げていない。危あやうし亮士くんの貞てい操そう！　……なんて感じだったんですが、そうはなりませんでした。

　マチ子さん家ちは非常にボロっちいアパートの一室だ。どう事に及およぼうかなんて、女の子としてどうかということを考えつつ今にも家に到とう着ちやくといったそのとき、あるものがマチ子さんの目に入った。

　マチ子さんの笑え顔がおが引きつったものに変わり、回れ右をして亮士くんを押し戻もどす。

「あ、ごめんなさい、ダーリン。用事ができたからここで解散ってことで」

「え？　いきなりっスか？」

「そうそう、埋うめ合わせは今度するから」

「……わかったっス」

　亮りよう士しくんはいぶかしげな顔をしながら頷うなずく。

「じゃあね、ばいばーい」

　マチ子さんはぶんぶんと手を振ふり、亮士くんは何か引っかかるものを感じつつも来た道を戻もどっていく。

　そして、亮士くんが見えなくなると、その顔は険しいものに変わり、肩かたをいからせながら自分の家の前に戻る。そこにいたのは、柄がらの悪いちんぴら風の男が五人。どうやら軽トラックも止まっているようだ。

　マチ子さんはその五人に臆おくすることなく言う。

「なんの用、お金ならちゃんと返してるでしょ。今月の分もちゃんとおとーちゃんが……」

「ああ、それだがな…………あの親父おやじ、姿をくらましやがった。その返すはずの金を持って消えたんだろうな」

　その言葉にマチ子さんは固まり……呆ぼう然ぜんと言う。

「くらま……した？」

　マチ子さんはどんどん真っ青になっていく。

「だからまあ、おまえさんを捜さがしてたわけだ。部屋の中の物は全部売って金にすることにする、たいした金にならんだろうがな。あとは……まあ、わかるな」

　そこでマチ子さんの身体からだを上から下までじっくりとなめるように見たあと、下げ卑びた表情でリーダー格であろう男が言う。

「逃にげたりしねーよな。借りたもんは返しましょうとか親に習っただろ」

「兄貴、兄貴」

「…………おお、すまん。そんなこと教えるような親は子供おいて逃げたりしねーよな」

　男たちの中で巻き起こる笑い。

「ということだからついてこい。おまえらは、荷物運び出しとけよ」

　リーダーの男が部下に指示を与あたえる。

　真っ青な顔のマチ子さんは、ショックで何も考えられず呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

　この夏の日差しの中で、マチ子さんはガクガクと震ふるえている。両手で自分の身体をかき抱いだく。

　ウチはあの頃ころみたいに幸せに……

　マチ子さんの脳裏に浮かぶのは、幸せだった頃の光景だ。両親が揃そろっていて、優やさしい祖母にかわいがられていた自分の姿……しかしそれは昔。振ふり返ってみることしかできない。

「……寒い」

　寒い……すごく寒い……マチ子さんは無意識に腕うでをさする。

　ウチはどこにでもあるような普ふ通つうの幸せが……

　次にマチ子さんの脳裏に浮かんだのは普通の青春を送っている自分の姿だ。

　友達と遊んで、恋をして、部活をして、勉強して、普通に……しかしそれはただの夢でしかない。手を伸のばしてももう決して届かない。

「…………寒い」

　身体からだをこすってどうにか温めようとするが、マチ子さんの震ふるえは止まらない。凍こごえているのはマチ子さんの心なのだから、暖まることはない。

　ウチは普通の幸せな未来が……

　最後にマチ子さんの脳裏に浮かんだのは、旦だん那なさんと子供に囲まれて、笑っている未来の自分の姿だった。幸せそうで、本当に幸せそうで……しかしそれはただの幻まぼろしでしかない。つかもうとしても靄もやのようにかき消えてしまう。

　ウチは幸せに…………なりたかったのに……だから……がんばってたのに。ただ、普通のどこにでもあるような幸せが……

「おい、なにやってんだ。来いよ」

　……欲しかった。

「…………はい」

　つかまれた手を引かれながら、すべてをあきらめたマチ子さんが一粒つぶ涙なみだを流したその瞬しゆん間かん、バシュッという音と共に白い煙けむりが立ちこめた。

「なんだなんだ？」

「何が起こった？」

　いきなり視界が奪うばわれ、男たちがあわてる。

　マチ子さんも咳せき込みつつ周囲を見回していると、いきなり手をつかまれた。

「こっちだ」

「えっ」

　そしてそのままマチ子さんは引っ張られ、その場からつれ去られた。




　ある程度離はなれたところで、マチ子さんの手をつかんでいた人物…………亮りよう士しくんは言った。

「いやーなんというか、きな臭くさい雰ふん囲い気きだったんでこんなことしちゃったんスけど……迷めい惑わくだったっスかね？」

　マチ子さんは最初何が起こったのかわからないといった顔をしていたが、少し経たって落ち着いてから言った。

「助かったわ。……でも」

　沈しずんだマチ子さん。いろいろなことが急に起こって混乱していたが、それでも自分の置かれた立場はよく分かる。どうしようもない。

　その尋じん常じようじゃない様子を見て亮りよう士しくんが心配そうに聞く。亮士くんの知っているマチ子さんはとても活動的で前向きすぎて突とつ拍ぴよう子しもないことをするが、なぜか憎にくめない女の子なのだ。

「…………何か問題でもあるんスか？」

　マチ子さんは少し考え込んだあと、その沈しずんだ雰ふん囲い気きを振ふり払はらい無理矢理笑え顔がおを浮かべて言う。

「ううん、助かったわダーリン、ありがとう！」

「……えっはいっス」

　亮士くんはその豹ひよう変へんに面食らう。

「うーん、なんかお礼をしないとね……よし！　ついてきて!!」

「ちょっいきなり何スか」

　マチ子さんは亮士くんを強引に引っ張っていった。




「ついたわ」

「ついたって、ここ」

　亮士くんが見上げる建物はアジアンテイスト溢あふれた豪ごう奢しやな建物だった。その名も竜りゆう宮ぐう城じよう。

「ちょっ、ここラブホじゃないっスか!!」

　そう、ここは乙おと姫ひめさん家ち経営のラブホテルで、亮士くんは一度おおかみさんと来たことがある。

　……まあ、もちろんそういう目的で来たわけではありません。乙姫さんによる浦うら島しまさん拉ら致ち事件に巻き込まれ思いもかけずやってくる羽目になっちゃって、ついでに通りすがりのおっちゃんたちに最近の若いもんはなんて言われて、おおかみさんが乙女おとめ心に傷を負っちゃったわけなんですが。

「そうよ！　じゃ、ゴー!!　あ、ごめん。けどホテル代はダーリン持ちでね！　ウチお金ないから」

　変なテンションで、マチ子さんは亮士くんをそのまま引きずり込もうとする。

「ちょっちょっと待ってくださいっス!!　何でいきなり……」

「いきなり……ってウチとダーリンの仲じゃない!!」

「どんな仲っスか」

「まあまあキニシナイキニシナイ」

「気にするっスよ!!」

　亮士くんは引っ張るマチ子さんの手を振り払って言う。

「火ひ村むらさんなんかすごくおかしいっスよ！　普ふ通つうじゃないっス」

「普通じゃないほどかわいいなんてそんな……」

　ごまかそうとするマチ子さんに亮士くんは真しん剣けんな顔で言う。

「火ひ村むらさん!!」

　その顔を見てごまかせそうにもないと観念したマチ子さんは一つため息をついたあと、話を始めた。

「……何年か前ウチのとーちゃんが会社クビになって、仕方なしに借金したのよ。まあそのあとはお約束の転落コースで、かーちゃん出てって、それでもどうにか少しずつ返してたんだけど…………とーちゃんが返すはずのお金持ってどっか行っちゃった」

　マチ子さんはあきらめの表情を浮かべる。

「だからまあそれ返すためにウチが働かないといけないんだけど……まあ、ウチは女だしどうにかなるわけよ」

　そこでマチ子さんは亮りよう士しくんを見る。

「でもまあ、初めてが顔も知らない相手というんは気にくわないから、ダーリンにお相手頼たのもうかななんて。あ、心配しないで、もちろん後あと腐くされなんてないからぱぱぱぱーっと……」

　マチ子さんが話すたびに亮士くんの表情がなくなっていく。そして、気にしてないわよーなんて感じで軽い口調になった時点で沸ふつ点てんを突とつ破ぱした。

「……本気か？」

　亮士くんの口調が男らしくなる。……うわー、キレてますね。

「えーとまあ」

「…………火村」

　いきなり豹ひよう変へんした男らしい亮士くんにとまどい、マチ子さんは思わずかしこまってしまう。

「はっはい！」

　亮士くんは聞く。

「助けて欲しいか？」

「そんなこと言われても、無理……」

「可能不可能はどうでもいい。助けて欲しいかと聞いている」

　その問いにマチ子さんは少し考えたあと身体からだを震ふるわせ……

「…………そりゃあ助けてくれるなら……………………………………たすけて……ほしいよ」

　張り詰つめていたものが切れたのか涙なみだ声で言った。

　それを聞いた亮士くんは携けい帯たい電話を取り出し、どこかに電話をかける。

『はいもしもし桐きり木きです？』

　電話の相手は頭とう取どりさんだった。しかし、自分の名前を疑問系で言われても困りますよね。

「………急に依い頼らいが入ったので頼たのみたいことがあるんですが」

『んー急ぎ？』

「はい」

『重要度は？』

「最重要、大至急」

『ちなみに今一人かい？　火ひ村むら真ま知ち子こ君とデートしてるはずの時間だけど？』

「いえ、今隣となりにいます」

『…………なるほど？』

　頭とう取どりさんは納なつ得とくしたらしい。亮りよう士しくんが誰だれかが側そばにいるのに男らしいときはぶち切れてるときですからね。何か起こったということに気がついたんでしょう。

「今、竜りゆう宮ぐう城じよう十五号店前にいるので、まずは頭取さんとアリス先せん輩ぱいが来てください。その後必要な人間の招集ということで。あと、竜宮さんにも連れん絡らくお願いできますか？　少し人手が欲しいので」

『……了りよう解かい？　すぐ向かうよ？』

「お願いします」

　非常に男らしい亮士くんが何か行動を始めたのを見て、マチ子さんは聞く。

「えっと……ダーリン？」

　そんなマチ子さんに亮士くんは視線を向けずに、いつも通りベルトにつけていたにウエストバッグに手を入れながら言った。

「……話はあとだ」

　亮士くんの視線の先には追いついてきた取り立て屋の皆みなさんがいた。

「おういたいた、なめた真似まねしてくれやがって！　逃にげられると思ってぐへっかはっ」

　マチ子さんが逃げようかと身構えた瞬しゆん間かん、ちんぴらの一人が顔を押さえいきなり涙なみだを流し咳せき込み出す。

「えっ？」

　驚おどろいたマチ子さんが隣となりを向くとスリングショットを構えて、亮士くんが鋭するどい瞳ひとみで相手を見据すえている。

　続いて二射目。

　何を飛ばしているのかマチ子さんにはわからないが、それでもそれが相手の顔に命中しているのはわかる。もちろん亮士くんが放ほうってるのは魔ま女じよさん特製催さい涙るい弾だんだ。鉛なまり玉だと相手を本気で怪け我がさせないと行動不能にできないので、無力化させる場合には大いに役立つ装備なのだ。一瞬で無力化された二人を見て、残った三人は怒いかりの形ぎよう相そうで亮士くんに近づこうとする。……が、いきなり現れたしなやかな茶色の獣けものに一人が吹ふっ飛ばされた。

「亮士！　詳くわしい話はあとで聞かせろよっ!!」

　もちろんそれはおおかみさん。なにがなんだかわからないくせに、いきなり殴なぐりかかってるんですが、そのあたりは亮士くんを信用してるんでしょう。

「わかった」

「はっはーストレスたまってたんだ、恨うらみはないが覚かく悟ごしろ！」

　久々に暴れられるので、おおかみさんはとてもうれしそうだ。やる気満々、ねこねこナックルを装備してる。…………最近アホな事件続いてましたしね。

「てってめえらワシらに手を出してただですむと」

「思ってるんだよっ！」

　おおかみさんはそう叫さけび返し、おおかみさん前衛亮りよう士しくん後衛のおなじみフォーメーションで、残敵掃そう討とうにかかる。

　そこでりんごさんがひょっこり出てきてマチ子さんの隣となりに並ぶ。

「あらま、森もり野の君がぶち切れ男の子モードですの」

「あっ赤あか井い、あんた何でこんなとこにいんのよ！」

「…………まあ、そのあたりは聞かぬが花ということで」

　とりあえずおおかみさんがかわいらしい嫉しつ妬とでおかしくなったので、無理矢理理由をつけて二人を捜さがしてたとは言えません。実は結構前に発見して、尾行してたなんてもっと言えません。仲良く楽しそうに歩く二人を見ておおかみさんが不ふ機き嫌げん度マックスだったことは……折を見て話せば愉ゆ快かいなことになるかもしれませんが。

「で、森野君は何で怒おこってるんですの？」

「そっそれは……」

　さすがに身内の恥はじと自分の不幸さを話すのは、マチ子さんもはばかられる。

「……まあ、いいですの。森野君がぶち切れてるんだから、それ相応のことがあったんでしょうですの」

　亮士くんの名前が出たことで、マチ子さんはハッと聞きたかったことを思い出す。

「あ、そうよそう！　あのダーリンは何？　いきなりかっこよくなったんだけど！」

「だからぶち切れ男の子モードですの。森野君は普ふ段だんは人の視線が怖こわい対人恐きよう怖ふ症しようのだめ人間なんですけど、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れると周りの視線なんかが気にならなくなって素すの部分が出てきちゃうらしいんですのよ」

「そっそうなんだ」

　きりりとした滅めつ多たに見られないかっこいい亮士くんに、マチ子さんはポーっと頰ほほを染める。どうやら本気で落ちましたね。あそこまで自分のために怒おこってくれたら、そりゃあうれしいでしょう。

「それにしてもかっこいいですのねー。あ、ほら決着つきますのよ」

　マチ子さんが視線を戻もどすと、二人が涙なみだと咳せきで戦せん闘とう不能になり、三人が顔を腫はらして伸のびていた。

　おおかみさんは地べたに這はい蹲つくばってる五人の横でうおーんと勝利の遠とお吠ぼえをしている。

「うおー！　すっきりしたぜーっ!!　で、これどうすんだ？　というかいったいどうなってんだ？」

「とりあえずこいつら縛しばって、あとは頭とう取どりさんの到とう着ちやくを待つっスよ。詳くわしい説明はそのときするっス」

　ぶちのめして怒いかりが抜ぬけたのか、亮りよう士しくんの口調が元に戻もどる。

「あ、元に戻った」

「やっつけたんで少し怒りが収まったんじゃないですの？」

　りんごさんとマチ子さんはそれを残念そうに見ている。

「それはそうと何で涼りよう子こさんがこんな所に」

「なっ！　たまたまだよ！　たまたまここに用があったんだよっ!!」

　真相を言えないわ、恥はずかしいわ、照れくさいわで、おおかみさんは思わずごまかそうとする。でも……

「…………ここっスか？」

　ここラブホの前なんですけどね。

「しかも……」

「は～いですの」

　その前には手を振ふっているりんごさんがいる。

「やっぱり涼子さんは百合ゆり……」

「なわけあるかっ」

　ぼかっ

「痛いっス！　というか凶きよう器き付けたままっスよ！」

「うるせーっ!!　もっかいいくぞ!!」

「ああ、わかったっスから、落ち着いて」

　かっこよかったあの姿はいったいどこに？　といった感じの亮士くんでした。

　それはともかく、もう少し話は続きます。




　あれから二日。マチ子さんは一応用心として御お伽とぎ銀行地下本店でかくまわれていた。

　今は地上支店でいったい事態がどう決着したのか説明を受けている。ここにいるのは、頭取さん、アリスさんとマチ子さん。あと、見知らぬ男性が一人だ。

　あのラブホ前のバトルのあと、乙おと姫ひめさんに竜りゆう宮ぐうグループで働いてるごっつい黒服の皆みなさんを何人か貸し出してもらった。その威い圧あつ感の下もとで捕つかまえた五人から引き出した情報を元に、マチ子さんの今後についていろいろ話し合ったのだ。

　最初はマチ子さん、「うれしいけど、やっぱり迷めい惑わくかけられない……」なんて言ってたのだが、亮士くんの「任せてくださいっス、おれがどうにか…………できなかった場合はみんなが力貸してくれるはずっスから!!」なんていうだめ台詞ぜりふでおとなしく力を借りることになった。

　さすが亮りよう士しくん、あのかっこよさが夢だったんじゃないかと半ば本気で思ってしまうほどのヘタレさです。

　そしてこれからマチ子さんの抱かかえてた問題がどうなったかの説明が始まる。

「とりあえず、向こうは違い法ほうな利率でお金貸してたから、利息制限法に合わせた利率に変えて計算し直したんだ。そうしたら借金帳消しまではいかなかったけど、今まで返済してきた分を合わせるとだいぶ額は減ったよ」

　今、話している三十代前半だろうめがねをかけたスーツ姿で理知的な男性は、過去の貸しの徴ちよう収しゆうの名の下に呼び出された御お伽とぎ学園ＯＢの弁護士さんだ。

「あと向こうの業者はいろいろと悪名高いところだったんだけど、たぶんもう関かかわってくることはないと思うよ。荒アラ神ガミ氏に間に入ってもらったのが効いたね。流石さすがに荒神の名前に喧けん嘩か売るほど彼らも馬ば鹿かではないでしょう」

「今はただのエロ爺じじいなんですが、その威い光こうはまだ通じるみたいですね？」

　目上の相手なので、頭とう取どりさんはいつもより少しだけきりりとまじめな感じだ。それでも相変わらず疑問系ですが。

　それはともかく、おおかみさんたち御伽銀行のボス荒神洋燈ランプは、隠いん居きよする前は日本政財界にその人ありとか言われてた大物だったわけですよ。

　今はただのエロ爺ですが。エロ爺ですがっ！（二回言った）

「あっありがとうございました」

　マチ子さんは頭を下げる。

「どういたしまして。……いや、それにしても学生時代の借りを今いま更さら返すことになるとは思わなかったよ」

「貸しはすべて帳ちよう簿ぼに記して厳重に保管してますから。…………それで今日で貸し借りゼロとなりました。ご利用ありがとうございました。またのお越こしをお待ちしております」

　アリスさんが丁てい寧ねいに挨あい拶さつするが、それを見て弁護士さんは笑う。

「はははは、さすがにこの年になって君たちに力を借りることはないだろうけどね」

　ひとしきり笑ったあと、弁護士さんは帰り支度じたくを始める。

「今日は休日にもかかわらずご足労ありがとうございました」

「いやいや、懐なつかしかったよ。それに初心に返ることができたし、とても有意義な体験をさせてもらった。それでは失礼するよ」

　そう言って弁護士さんは意気揚よう々ようと御伽銀行地上支店から帰っていった。

　それを見届けたあと次の話に移行する。

「……じゃあ、次だね？」

　頭取さんはマチ子さんに向き直って言う。

「事後承しよう諾だくで悪いけど、君の家は引き払はらわせてもらったよ？」

「え？　…………ええっ!?」

「あと、部屋の中にあった家具やらなんやらは売らせてもらったよ？　その売り上げで君の借金の方は帳消しになったよ？」

「これが明細です」

　マチ子さんはアリスさんが差し出した明細をひったくるようにして奪うばうと、それを真しん剣けんな顔で覗のぞき込む。そして啞あ然ぜんとする。

「…………あれ、これ額間ま違ちがってないですか？　あんなボロ家具全部売ってもこんな額になるはずないんですけど」

　そこにはすべて新品で買ったとしてもこの額にはならないだろう金額が書かれていた。

「ああ、生なま女子高生が使っていた家具ということでプレミアがついてそんな額に……」

「…………そんな馬ば鹿かな。それに、額がちょうど残りの借金と同じなんて都合が良すぎます」

「まあ、本人が喜んで買ったんだから別にかまわないだろうね？　それでも気になるならいつかお金を貯ためて買い戻もどすといいよ？　ちなみに買ったのは荒アラ神ガミ洋燈ランプ……御お伽とぎ学園の学園長だからね？」

「まあ、道楽で学校をやっているような資産家ですから、少々ぼったくっても問題ないでしょう。なにより、学園長はすべてわかったうえでお金を出しました」

　さすが金持ち、やることが派手です。そして教育者としても一人の少女の未来を救ったのですから、それはすばらしいことでしょう。

「あと、買い戻すなら早い方がいいかもしれません。…………古くなった衣類なども売ってしまったので、買い戻したときには変なシミがついていたということになりかねません」

　学園長なのにものすごい言われようです。アリスさんはやっぱり相当学園長のことを嫌きらってますね。

「えーと次は……」

「頭とう取どり、奨しよう学がく金きんの話です」

「ああ、そうそう？　奨学金のことだけどどうする？　今までと同じでいいか支給額増やしてもらうか？　あ、そうそう、君の成績見させてもらったけど、なかなかいいね？　バイトで生活費を稼かせぎながらというのを考えるとすばらしいといっても過言じゃないかもね？　この成績なら返さなくていいやつも大だい丈じよう夫ぶかな？　まあ、そのあたりの詳くわしいことはこれに書いてあるから、目を通して自分で選んでちょうだい？　学長に便べん宜ぎを図ってくれるよう言ってるから？　あとは……父親の話だね？」

　さすがにここは頭取さんもまじめな表情になる。

「どうする？　捜さがす？」

「正直、今は会いたくありません。冷静でいられる自信はないですし」

「了りよう解かい？　じゃあ、後見人をこっちで頼たのんでる人がいるから、会ってどうするか決めてちょうだい？　じゃあ、お次は君の住む家に向かおうかな？」

「いっ家ですか？」

「そう、だって君の住む家なくなっちゃったじゃない？」

　マチ子さんはあまりの急展開にわけがわからないまま、頭とう取どりさんとアリスさんにつれられていった。




　住む場所がなくなっちゃった家なき子マチ子さんが、頭取さんとアリスさんにつれられてきたのは、

「おうおう、借金で親に捨てられ売られかけたか、そりゃまたなかなかヘビーだな！」

　雪ゆき女めさん家ちだった。

　相変わらず歯に衣きぬ着せなさすぎでしょう、この人。

「ま、人生生きてりゃいろいろあるわな。それはともかく、あたしは村むら野の雪女だ、呼ぶときは雪女さんと呼べ。で、おまえ……マチ子っつったか、どこの部屋がいい？　一階の三号室、二階の六、七、八号室が今空いてんだが。どの部屋も一応家具やらなんやら最低限必要なもんは揃そろってるから、今日からでも住めるぞ」

「えっ、でもウチ、お金ないんですけど」

　マチ子さんは申し訳なさそうに言う。

「そんなこたぁわかってる。家賃は……三食付きでこのくらいだ」

　雪女さんはぴぽぱと電でん卓たくを見せる。

「ええええ！　マジですか!?　こんなに安くていいんですか？」

「なぁに、かまわねーよ。部屋貸してるのはまあ、趣しゆ味みみたいなもんだからな。そんなわけで、気に入った人間しか入れてなくて空き室があるわけだ」

　驚おどろきの表情で詰つめ寄るマチ子さんを、雪女さんは愉ゆ快かいそうに見る。

「ただ、ここに住むなら一つ絶対に守ってもらう決まりごとがある」

「決まりごとですか？」

「そう、朝夕の食事は基本的に皆みなで取る。まあ、絶対というわけじゃない。友人とどっかで食べるなんてときには事前に連れん絡らくしてくれればいい」

「それくらいならかまいませんけど……でも何でそんな決まりがあるんですか？」

「飯は大勢で食う方が美味うまいだろう？　美味いもん食えば会話も弾はずんで楽しい。理由なんてそんなもんだ。おまえはだらだら学校であったことでも話してくれりゃあいい。…………そういうのはいいネタになるしな」

　そう、雪女さん所有のおかし荘そうは家賃も安いし、設備もそこそこ整っているが、その代わりにみんなで一いつ緒しよにご飯を食べるという決まりがあるのだ。

　恋愛物の少女小説を書いている雪女さんはそこでいろんな話を聞いたりしてネタにしている。雪ゆき女めさんはなかなかに売れてる小説家で、それで稼かせいでいるために利益無視でこのようなことができるのだ。あと、若いもんに囲まれて若いエキスを吸収するのも目的に違ちがいないです。ただ……皆みなさんご存じの通りそれだけでもないんでしょうが、雪女さんは口にしないでしょうね。悪ぶってる人ですし。

「そうですか……わかりました」

　なんてことを話してたら、外から亮りよう士しくんの声が聞こえた。

「雪女さーん、どこの部屋か決まったっスかー」

　亮士くんがおかし荘そうの前に積まれた荷物の前で叫さけんでいる。積まれたといっても、必要最低限の物以外は売っぱらわれたのであまり大荷物ではない。その周囲にはおおかみさんとか浦うら島しまさんとか、労働担当の皆さんがいる。乙おと姫ひめさんもおつうさんもいる。魔ま女じよさんがその横で木に縛しばりつけられているのは、また何かしでかそうとしたんでしょう。

「あっ、ダーリン」

「ぷっダーリン、亮士がダーリンか！　うはははは!!」

　雪女さんが馬ば鹿かうけする。

「そういえば雪女さん、ダーリ……森もり野の君とどういう関係なんですか？　お母さんというには若いですし」

「ああ、あいつはあたしの甥おいっ子こでここに住んでる」

　それを聞いたマチ子さんの目がキラーンと光る。

「…………部屋は？」

　その問いに、雪女さんはにやりと笑う。

「……亮士は五号室だな」

「じゃあ、六号室で」

「おい亮士、マチ子が入るのは六号室だとよ」

「了りよう解かいっス……って六号室っスか!?」

「そうだ、おまえの隣となりの部屋だよ」

　その雪女さんの言葉に亮士くんは狼ろう狽ばいし、おおかみさんは目に見えて不ふ機き嫌げんになっていく。

　雪女さんがそれを見ながらにやにやする。頭の中では、くっくっくっ楽しくなってきたなんて思ってるに違いありません。

「おい、マチ子」

「なんですか？」

　荷物のもとに行こうとしたマチ子さんを雪女さんが呼び止めた。

「亮士に礼言っとけよ。あたしがおまえをここに住ませるのをこうもあっさり決めたのも、後見人の話をすぐ受けたのも、あいつがマチ子はすごく良い子だからと頼たのみ込んできたからだ。ふつうは、面談してから決めるんだぞ」

「そう……だったんですか」

　マチ子さんがとてもうれしそうな顔をする。

「そうだ。……まあ、おまえなら面談しても住むことを認めてただろうがな。じゃあまあ、何かあったらうちの旦だん那なにでも聞いてくれ」

「あっありがとうございます!!」

　マチ子さんは深々と頭を下げたあと、皆みながわいわいやってるところに走っていった。




　マチ子さんの引っ越こしが終わり、皆さんは雪ゆき女めさん家ちの広いリビングで休きゆう憩けいする。雪女さんの旦那の若わか人とさんの淹いれた冷たい麦茶で喉のどを潤うるおす。

　とりあえず、浦うら島しまさんが雪女さん口く説どいてるんですが、既き婚こん者ですよ？　あ、乙おと姫ひめさんが浦島さんをつれてどこかに行きました。というか人ん家で何やるつもりなんでしょうか。

　それはともかく、皆さんがほっと一息をついた頃ころ、マチ子さんは立ち上がり頭を下げた。

「えーと、なんと言っていいか……ともかくありがとうございました」

　その言葉に頭とう取どりさんが代表で答える。

「あー別に気に病やまなくてもいいから？　ちゃんと貸しはいつか返してもらうし？　僕らのモットーは助け合いだからね、いつか君の力が必要になったら君の都合無視してでも力貸してもらうからなんの問題もないよ？」

　相変わらずの頭取さんのだめ口調。でもマチ子さんはこのとき、御お伽とぎ銀行が助け合いをモットーにしている真の理由を悟さとったのかもしれません。

　そう、御伽銀行に依い頼らいし助けてもらった場合、ギブアンドテイクなのですから、助けてもらったなんてことを重荷に思うことなんてないし、助けてもらったことに卑ひ屈くつになる必要もないんですよ。

　背負っていた問題がかなり軽くなったマチ子さんはとても素す敵てきな笑え顔がおで、心の底からの感謝を込めてもう一度言った。

「……本当にありがとうございました」




　その後、とりあえずというかなし崩くずし的にマチ子さん歓かん迎げいパーティが始まった雪女さん家。四号室の真ま昼ひるさんはご飯を食べにちょこっとやって来たくらいだが、一号室と二号室のヘンゼルとグレーテル兄妹きようだいは参加している。

　外を見るともうすっかり日が落ちている。

　若人さんと、おつうさんと乙姫さんら女性陣じんが代わる代わるに食べ物を用意し、その他の皆さんは思うがままに飲み食いしものすごく混こん沌とんとした状態になっている。なにやら子供は飲んじゃいけないはずの液体が皆様に振ふる舞まわれたらしいですね。

「…………ふう」

　そんな宴えん会かいの中から抜ぬけ出してきたのは亮りよう士しくんだった。酔よった雪ゆき女めさんに絡からまれてヘタレヘタレと言われ続けてたので逃にげ出す隙すきを窺うかがってたのだ。なので亮士くんの目が潤うるんでるのは気のせいではないです。

　亮士くんは庭に面した縁えん側がわに座り夜風にさらされながら空を眺ながめる。

　すると亮士くんに声がかけられた。

「はーい、ダーリン」

「ああ、マチ子さんっスか」

　マチ子さんは亮士くんの隣となりに座る。ほんの少し間が空いているのは亮士くんの錯さく乱らん対策でしょう。くっついたらおちおち会話もできませんしね。

「いろいろありがとう」

「いやいや、ほかの人に力を借りただけで、おれ自身は別に何もしてないっスよ」

「それでも、ダーリンが最初に助けてくれようとしたから、ほかの人も助けてくれたんでしょ。ならダーリンにもお礼をしたって罰ばちは当たらないわよ。……本当にありがとう」

　マチ子さんはにっこり笑う。家から漏もれてくる灯あかりに照らされた笑え顔がおはとてもきれいで、亮士くんは思わず口ごもってしまう。

「どっどういたしまして」

　そして二人は無言になる。その沈ちん黙もくがどのくらい続いただろうか、マチ子さんが唐とう突とつに言った。

「あっあのさ、ダーリン」

　頰ほほを染めもじもじするマチ子さん。

「あのね！」

　そして何かを決意したような真しん剣けんな表情で亮士くんに思いの丈たけを伝えようとし、しかしその言葉を遮さえぎるように亮士くんは口を開いた。

「……涼りよう子こさんはすごいんスよ」

　……そこでおおかみさんの名前が出ますか、亮士くん。

　いざ告白という場面でほかの女の名前出されたマチ子さんは当然いい気はしない。でも、亮士くんはそれをわかってなお言っている様子だ。

「涼子さんは強そうに見えるっスけどそれは全部噓うそ、自分に噓をついて強がっているだけ。噓をついて自分を騙だまして……なんて、そりゃあかっこ悪いかもしれないっスね。一人で傷を克こく服ふくし、弱い自分をぶちのめして前に進む、たぶん、それが一番かっこいい。でも、涼子さんはそんなことできるほど強くない。でも、それでもいくらかっこ悪くても涼子さんは前に進もうとしてるんスよ。弱くて、傷ついて、でも負けない」

　なんで今そんな話を、なんて顔をするマチ子さん。そんなマチ子さんを見据すえて亮士くんは言った。

「今のおれが少しでも男らしくあれたんなら、あれているならそれは全部涼子さんがいたからなんスよ」

　おおかみさんのことを想おもい、亮りよう士しくんは微笑ほほえみを浮かべる。

「噓うそをつかないと自分を守れないほど弱くて。でもそれでも前に進もうとがんばってる涼りよう子こさんを見てると、人の視線くらいでひぃひぃ言ってる自分が恥はずかしくて仕方なくなるんスよ。だから、おれも負けないように、そして涼子さんを護まもれるくらいに強く、涼子さんに相応ふさわしいくらいいい男に……なんて考えてるんスけど、ご覧らんの通り人の気配を感じるだけでびくびくしてヘタれるし、人の視線が怖こわくて錯さく乱らんするし」

　亮士くんは苦笑いをする。

「でも、これでも前よりましになってきたんスよ？　人の気配でヘタれるのは変わんないっスけど、視線を受けてから錯乱までの時間は長くなってるし、昔は少しの視線で錯乱してたのに今はたくさんの人に見られなきゃ大だい丈じよう夫ぶっスし、遠くからの視線ならどうにか我が慢まんできるようになったんスよ!!」

「………………」

　どうしようもない自慢ですね。

「えーとまあそんなわけで、もしもおれがかっこよかったんなら、それは涼子さんのおかげなんスよ。おれは涼子さんに生き方を変えられてしまうほどに涼子さんのことが好きで、だから……」

　そう言う亮士くんの顔に浮かんでいるのは申し訳なさそうな表情と、ちゃんと流されずに自分の思いを口にすることができたという誇ほこりだった。亮士くん、ちょっとだけ漢おとこです。

　マチ子さんはその顔を見てがっくりと肩かたを落とす。

「…………はぁ、まだ何にも言ってないのにふられるとは」

「……すいませんっス」

　二人は再び沈ちん黙もくに包まれる。

「おい、亮士！　亮士～どこ行った！　酌しやくしろ酌～」

　今度その沈黙をぶちこわしたのは、すっかりできあがった雪ゆき女めさんの声だった。

「………………じゃあおれ戻もどるっス」

「……がんばって。ウチはもうちょい涼すずんでいくわ」

「それじゃ…………あーもー雪女さん、今、行くっスから～」

　亮士くんは情けない声を出して家に入っていく。

　それを少しだけ寂さびしそうに見送ったマチ子さんは自分の後ろに向けて言った。

「…………だってよ、大おお神かみいるんでしょ」

「…………」

　おおかみさんが建物の陰かげから、無言で出てくる。

　非常に不ふ機き嫌げんそうな顔をしていますがそれは擬ぎ装そうでしょう。この薄うす暗くら闇やみでもわかるほど頰ほほが赤いですし。

「せっかく、ウチの幸せ見っけたと思ったのに、告白のそれ以前で撃げき沈ちんとは……」

　マチ子さんははぁ～ともう一度大きなため息をつく。

「あのさ、大おお神かみ」

「あん？」

　マチ子さんはおおかみさんに話しかけると、おおかみさんはなぜか喧けん嘩か腰ごしだ。

「……あんたいったいダーリンのことどう思ってんのよ？　勝負する前から負けてたウチとしては、あんたのその煮にえ切らない態度はひじょーにむかつくんだけど」

「どうって……なんだよ」

　しかし、その虚きよ勢せいも一いつ瞬しゆんのこと。おおかみさんはマチ子さんからの強い視線を受けて思わず目をそらす。

「あんたはいっつもダーリンのことをこき下ろしてるけどさ、いいところもたくさんあるでしょ。……確かにダーリンは他人の視線が怖こわくて錯さく乱らんするし、ひたすらに自信なさげな態度はどうかと思うけど」

　おおかみさんは黙だまって聞いている。

「いつもびくびくしてるのは、他人から逃にげ出さなかったからでしょ？　逃げれば別にびくびくしなくていいんだし。何よりすごく優やさしい人でしょ？　ダーリンと町を並んで歩くとき、ダーリンがさりげなく車道側がわを歩くの知ってる？　それまでべっつに仲がいいわけでもなかったウチの話聞いて本気で怒おこってくれたわよ？　ウチはすごくうれしかった。それに、口だけじゃなく、助けてくれた。ダーリンはあんたのおかげで強くなったって言ったけど、あれは元々ダーリンが持ってたものでしょ？」

「…………」

　ここ数日の付き合いですが、それでも亮りよう士しくんのいいところをちゃんと見ることができてたマチ子さん。伊達だてに苦労してませんね。

「外面そとづらは悪いかもしれないけど、中身は詰つまってる。かっこつけて、口ばっかうまい中身空っぽの男なんかよりよっぽどマシ。惚ほれた女のために男らしくあろうなんて、もうたまんないわ。……残念ながらその惚れられた相手はウチじゃなかったんだけど。だからまあ、見事にふられたウチとしてはあんたの気持ちでも聞いておかないと納なつ得とくできないわけよ」

　マチ子さんはおおかみさんを睨にらむ。

「オレはオレは……」

　そこまで言われてもおおかみさんは言葉を発することができない。素す直なおになろうとする心を、身にまとった噓うその毛皮が邪じや魔まするのだ。でも、この毛皮を脱ぬぐこともできない。脱いでしまえば弱いおおかみさんは、一人で立つことすらできなくなる。噓つきで意地っ張りで……とても弱いおおかみさん。

　その葛かつ藤とうする様子に、マチコさんは言う。

「…………なるほどね、今初めてあんたが弱いって理由がわかったわ。…………でもウチも譲ゆずれない。あんたが気持ちをはっきりしないなら、ウチはダーリンのことをあきらめないし、あきらめられない。だから……はっきりして欲しい」

　そんなマチ子さんの真しん剣けんな言葉におおかみさんはさんざん逡しゆん巡じゆんしたあと、いつものおおかみさんとは違ちがう弱々しい表情で震ふるえながら、それでもマチ子さんを見て言った。

「─────」




「ようお帰り、どうだった？」

　マチ子さんがカオス空間に戻もどってくると、そこにはすっかりできあがった雪ゆき女めさんとその隣となりで無理矢理酒を飲まされているらしい亮りよう士しくんがいた。見た感じ半分意識がとんでます。ほかの皆みなさんも思い思いに騒さわいでるんですが、絡からまれてはたまらんと雪女さんから離はなれてます。

「……雪女さん、大おお神かみがあそこにいたのはやっぱり？」

「そうだ、あたしが行くように言った。とりあえずこの馬ば鹿かはヘタレでどうしようもない奴やつだ」

　雪女さんは隣で意識朦もう朧ろう状態の亮士くんを見る。

「ただ、強情なところだけはうちの血を引いてるだけあってかなりのもんだ。こいつが涼りよう子ことくっつくか涼子に完かん璧ぺきにふられるかして、決着がつくまでよそ見なんかしそうにないからな。さっさと決着つけた方がいいだろ」

「……それはそうですね、確かにウチは遅おそかったようです。仕方ないので新しい幸せを探しますよ」

「そうしろそうしろ、青春は短いぞ。こんな馬鹿に付き合ってたら、あっという間におばあちゃんだ」

　雪女さんはうんうんと赤い顔で頷うなずいている。

「……で、その顔を見ると決着ついたみたいだが」

「大神の気持ちを聞きました」

「へー、あの意地っ張り涼子が言ったか。で、涼子はなんつったんだ？　亮士、おまえも聞きたいよな？　おい亮士、亮士」

「……ん？　ああ、なんだ？」

　雪女さんが揺ゆすると、亮士くんが我に返る。

「マチ子と涼子の間で決着ついたんだとよ。気になるだろ」

「…………それは確かに気になるな」

　それを見てマチ子さんは聞く。

「…………ダーリン、何でかっこいいモードなの？」

「ああ、酒が入ってるから気が大きくなってんだよ。おもしれーだろ」

　雪ゆき女めさんがバシバシと亮りよう士しくんの背中を叩たたく。

　酒が入ると強気になるって、どれだけだめ人間なんですか亮士くんは。酒が入ると暴れたりする中年サラリーマンと同レベルですよ。

「まあ、それはともかく……」

　マチ子さんは思い出したのかくすっと笑い、むすっとした顔でちびちびジュースを飲んでるおおかみさんをちらりと見て言った。

「……あれはウチと大おお神かみの中だけの話にしておきます」




　その夜、部屋に戻もどって一人になったマチ子さんはベッドに入り込み、ここ数日で起こった出来事をいろいろと考える。

　あれよあれよという間に借金がなくなり住む場所まで変わった。これから先の未来の展望が少しだけ開けた感じだ。父親のことを考えると気分は沈しずむが、それにも増していいことがたくさんあった。お世話になることになった雪女さんもすごくいい人っぽいし……変な人だけど。

　そして今日最後の出来事といえば……庭でのおおかみさんとの話だ。

　マチ子さんの問いにおおかみさんは、泣きそうなのか怒おこってるのかわからないとても必死な顔で、雨に濡ぬれて震ふるえる小犬のような弱々しさで絞しぼり出すように本当に絞り出すように小さく言ったのだ。




『…………………………きっ……きらいじゃ……ない』




　思い出しただけで笑いが浮かぶ。あんなかわいい子が同じクラスにいたとは思わなかった。あれは確かに男なら惚ほれるわ。まあ、そのかわいさに気がつく奴やつはそうそういないでしょうけど。

「ふふっ、仕方ないわね。ダーリンは譲ゆずってあげるわ。…………あんな宝物取られそうになってる子供みたいな顔されたら、さすがに取ろうなんて言えないわよ」

　マチ子さんはりんごさんがおおかみさんのことが大好きな理由の一いつ端たんを垣かい間ま見みたようだ。

　恋人はできなかったが、その代わりに意地っ張りで、でもとてもかわいい友達ができるかもしれない。

　マチ子さんはそんな幸せな未来を想像しつつ、とても愉ゆ快かいな気分のまま微睡まどろんでいった。







　そんなわけでマチ子さん求婚事件はこれにて終しゆう了りよう。

　マチ子さんはいろいろな人の力を借りることで、幸せへの足がかりを作ることができました。今後マチ子さんが見る夢は触ふれたら消えるような儚はかないものではなく、がんばればつかむことのできるものになるでしょう。これからマチ子さんに訪おとずれる未来にはいろいろあるでしょうが、それでも幸せなものになるに違ちがいありません。

　……で、そのマチ子さんはというと、

「は～いダーリンおはよう」

　ぴとっと背中に張り付いたマチ子さんに亮りよう士しくんは悲鳴を上げた。

「ひっひぃいぃいぃいぃ!!」

　相変わらずのようですね。

　ピキ

「はっ離はなれて、離れてくださいっス!!」

　ピキピキ

「そんなつれないこと言わないでよ、ダーリン。一つ屋根の下で暮らしてる仲じゃない」

　ピキピキピキ

　ちなみにこのピキピキはおおかみさんのこめかみあたりから聞こえている気がしないでもない擬ぎ音おんです。

「……おい、火ひ村むら」

　昨日の会話は何だったんだとおおかみさんが声をかけると、マチ子さんはおおかみさんの方に向き直り言った。

「マチ子よ」

「あ？」

「マチ子って呼びなさい。そしたら離はなれてあげるわ。あと、ダーリンもね、そう呼んでくれるならダーリンって呼ぶのもやめてあげるわ」

　そんなマチ子さんにおおかみさんは大きくため息をついてから言った。

「……おい、マチ子」

「なーに、涼りよう子こ」

　まあ、そんなわけでマチ子さんはちょっとだけ幸せになり、おおかみさんは少しだけ自分の心に素す直なおになり、おまけでマチ子さんという友達？　ができたのでした。


めでたしめでたし
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　　　あとがき




　どうも皆みなさんこんにちは、人間のくずです。すいません。マジすいません。超ちようすいません。

　とりあえずスケジュールが崩ほう壊かいしました。ああ、私は何でこんな駄だ目め人間なんでしょうか。締しめ切きりを守るという最低限のことすらできません。こんな馬ば鹿かは二次元の世界に入り込もうとモニターに頭から突つっ込んで死んでしまえ!!　締め切りから一月以上遅おくれるなんてあり得ない。この巻が遅れたのは百パー私のせいなので、存分に罵ののしってください。あ、でもあまりに凹へこむとあらゆる作業がストップするので、そのへんを考こう慮りよして少しは優やさしさブレンドしてくださいね！　………………すいません。

　ごほん。ともかく、この巻はおおかみさん三と違ちがってみんなでわいわいという話ばかりになってます。四巻で終しゆう了りようという縛しばりから解き放たれ、自由という翼つばさを手に入れた私が思いのままに書いたら、なぜかこんな本ができあがりました。なんというか……どうしようもないですね。

　では恒こう例れいの解説っぽい何かを。これより超ネタバレなので気をつけてください。




　さて、各話の解説ですが、内容はエロ深夜番組、幼なじみ最強、おっぱい野球、百合ゆり世界万ばん歳ざい、ベタドラマの五本です。以上。……冗じよう談だんです。でもまぁ、間ま違ちがってもないと思いますが。




【我が慢まん大会の話～元ネタ、北風と太陽】

　童話北風と太陽読んでて思ったんですよ。…………これ服脱ぬがす話だ!!

　というわけで、女の子が服を脱いで、汗あせ流しながらはしたなく悶もだえる話になりました。書いてる間、もう楽しくて楽しくてかなり早く完成。そうなんですよ、調子が良ければ短編は四日で終わる仕事なんですよ。修正併あわせても一週間でできますよ。毎回こうならどれだけ良いか!!

　そういえばこの巻のＭＶＰは間違いなく桃ももちゃんのおっぱい。この話でも大活かつ躍やくでした。人ですらないですがまあそんな感じで。おおかみさんとりんごさんはコンプレックスを刺し激げきすると愉ゆ快かいな行動を取ってくれるので、桃ちゃんが出るとおっぱいネタに走りたくなります。

　これは電でん撃げきｈｐに載のった話ですが、少しだけ加筆してます。ネタバレ回かい避ひのために削さく除じよしてた地じ蔵ぞうさんを出したりしました。

　そして宇う佐さ見みさんの好感度アップ。乙おと姫ひめさんをいじめてたのは、宇佐見さんが一番やさぐれてた時期だったりするんですよ。この娘むすめの話はいつか書くかもしれません。

　あと、いい年こいた爺じじいがくだらないことで取っ組み合いをする姿は書いてて楽しかったです。




【根ね角ずみ少年の話～元ネタ、ネズミの嫁よめ入いり】

　本当に大切なものは気づかないけれどすぐ側そばにある……なんてまじめなテーマの下もとに書き上げたらなぜか幼なじみ最強という話に。私の脳は何か深刻な不具合を抱かかえているのかもしれない。

　執しつ事じはネズミをいいように操るのであの名前に。地球上の女性のほとんどを敵に回したような彼の発言はもちろん私が思っていることではなく、あのオチにつなげるために強引にこじつけた結果なので、マジ石投げないでください。

　童話の方は太陽[image: →]雲[image: →]風[image: →]壁かべ[image: →]ネズミなわけですが、……まあおおかみさんは壁だよなぁと。

　おっぱいジョークは私が作ったわけでなくネットのどこかで見ました。話の出所はわかりませんでしたが、かなりお気に入りのジョークなので使っちゃいましたです。すいません。

　オチは二回連続で頭とう取どりさんに。彼はいろいろ企たくらむ人なので、企みがバレるとこうなります。




【花はな咲さきさんの話～元ネタ、花はな咲さかじいさん】

　花咲さんと地じ蔵ぞうさんお話第二弾だん。といってもメインは花咲さんですが。

　まず言っておきたいこととしては、試合の決着のしかたについて。多分ルール的に問題はないはず。あの展開になった理由は、どうにかおおかみさんたちの手で点を取らせようとしたから。花咲さん犬いぬ塚づかさん以外の手で一点取らせないと、ほんとただの数合わせになっちゃうので。でも、まともにヒットというのは避さけたかった。野球をまじめにやってきた人の球を野球初心者が打つのはさすがにまずいと思ったので。……でも、あの決着はさらにまずい気がしてきましたが。決め手がおっぱいって……しかしまあ、納なつ得とくできる気がするのは私が男だからでしょうか。コメディだからということで笑って流してください。

　話は才能という花を咲かせた花咲さんの話。ただ、才能といっても私は別に努力を否定しているわけではありません。熱意や努力じゃどうにもならないことというのは実際問題存在するわけですが、私は努力をすることができるのはそれ自体が才能だと思うんですよね。

　……そんなことを私が思うのは、野球が好きにもかかわらず努力することすら許されなかった奴やつがすぐ側そばにいたからでしょうかね。

　ふっ……まじめにいいこと言ってんだろ。でもこれはおっぱい野球書いた奴の言葉なんだぜ。

　あと、前にも登場しましたが、痛みを力に変えられる違ちがいのわかるマゾ犬塚さん本格登場。ここ放ほうれワンワンということでキャッチャーに。ホモにしてここ掘ほれワンワンというネタを使うことも考えたんですが、それはやばすぎると没ぼつ。マゾでホモでおっぱい大好きってどんなキャラですか。桃ももちゃんの言う、ここ掘れワンワンプレイは、私もどんなだかわかりません。

　そして「ここ掘れワンワンプレイ」という名前からどんなプレイを思い浮かべたかで心の汚よごれ具合や趣しゆ味み、性せい癖へきがわかりそうです。……………………皆みなさんはどんな想像をしましたか？




【おおかみさん掌しよう編へん～元ネタなし】

　こちらはこの巻でみんながわいわいがやがやしているせいで、おおかみさん分が少ない気がしたので、急きゆう遽きよ追加したお話。特に事件が起こらないので、何の童話も下した敷じきにしてません。でも、おおかみさんとりんごさんの私生活、書いててむちゃくちゃ楽しかったです。余あまりにも楽しすぎて、これ書いたあと、思わず電でん撃げきｈｐ海かい賊ぞく版用に百合ゆり話書いちゃいましたよ!!

　あと、おかし荘そうの設定ですが、雪ゆき女めさんが預かっている人はみんな問題ありです。オオカミさんシリーズはお馬ば鹿かな話ですが、キャラ設定だけ見れば何か問題抱かかえた子が多すぎるんですよね。私がどうこうではなく、元の童話にそういう設定が多いわけですが。親や生まれに恵めぐまれない子が多すぎです。だからまあ、頼たよりになる大人が欲しかったんですよね。なんというか雪女さんはお母さんなんですよ。雪ゆき女おんなが子だくさんだったみたいに、あそこに住んでる人は雪女さんの子供みたいなものなんです。…………という、ちょっとまじめな話でした。




【マチ子さんの話～元ネタ、マッチ売りの少女】

　私はマッチ売りの少女という童話が好きじゃないんです。女の子が不幸になるから。これはまあ、個人的な好き嫌きらいの問題なんですが。だから、どうにかしてマッチ売りの少女を幸せにしてやろうとしてできた話がこれ。みんなでよってたかってマチ子さんを幸せにする話です。

　お約束、ありきたり、ご都合主義、こんなにうまくいくわけねえよ。はい、それは重々わかってます。でも、がんばった女の子が幸せになれないようなリアリティなんざ犬にでも食わせてしまえ!!　なんて思うわけですよ。（これはあくまでも今現在の私の趣しゆ味み嗜し好こう、作家としてのスタンスという話で、別に元になった童話やほかの作品、ほかの作家さんを貶おとしめようなんて気はさらさらありませんので、そこのところはお間違えなきようにお願いします）

　流れは熱血不幸少女マチ子さんを助けつつ、おおかみさんのヤキモチとかっこいい亮りよう士しくんがメインのお話って感じですか。マッチ＋少女でできたキャラのマチ子さんが売ろうとしたのは自分自身、重いですがでもまあどうにかハッピーエンドですしイイかなと。

　亮士くんは本当に少しですがマシになってます。マシにならないと話が進まないですしね。

　そしてラスト付近でおおかみさんがマチ子さんに言ったあの言葉。ひたすらラブコメ書いてきて耐性がついているはずの私が悶もだえました。さすがメインヒロインです。自分で書いておいてなんですが、アレは破は壊かい力ありすぎな気がするんですがどうでしたか？




　それではお世話になった皆みな様への感謝を。

　担当の高たか林ばやしさん。今回もご迷めい惑わくをおかけしてすいませんでした。こんどこそはがんばります。……書いててここまで信用できない言葉もそうないなとか思いましたが、がんばります。

　イラストのうなじさん。いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。今回もマジ楽しみにしてます。おおかみさんはうなじさんの画え抜ぬきでは語れませんよ！

　この本が出るに当たってご尽じん力りよくくださった皆様。本当にありがとうございます。皆様のおかげでまた本を出すことができました。今後もよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取っていただいた皆みな様。ありがとうございました。皆様がこの本を読んで少しでも嫌いやなことを忘れて楽しいひとときを過ごすことができていたなら、それは作者として望外の喜びです。それでは、次の本でお会いできたらと思います。

　そして予告ですが……次は……何書こうかなぁ。そろそろ夏休みに突とつ入にゆうしないと時期的におかしいので夏休みの話になるとは思いますが。とりあえず水着の出る話を書いて、うなじさんに水着姿のおにゃのこたちを描かいてもらうのは私に課せられた義務だと思ってるので、海かプールに行く話を書かないといけませんね!!　次か次の次の巻には水着を!!　水着をっ!!


沖おき田た　雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

オオカミさんシリーズを始めて[image: ↓]に思わず開眼してしまった気がします。いやいや、女の子同士の友情はいいですね。まさに癒しです。でもそのおかげでヒーローの影が薄くなること薄くなること、ただでさえ薄かったのに。…………まあいいか、どうせ男だし。
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりなのでただでさえ薄い現実感に霞がかかります。どうせ生きてても※んでいても変わらない俺は最初からクライマックスだぜ！
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